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1. SDGsとは、SDGsの進捗状況

2. SDGsがもたらす機会

3. SDGsと事業戦略の統合に関する動向

4. SDGsにどう取り組むか

本日お話すること
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1. SDGsとは
SDGsの進捗状況
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SDGsで目指す世界

人々の基本的ニーズを満たしつつ、
環境への影響を地球の限界内にとどめる世界

出典：ケイト・ラワース, 『ドーナツ経済学が地球を救う』, 河出書房新社, 2018 ）
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SDGsとは

• SDGsの特徴

• 17のゴールは、将来の「ありたい姿」

• 169のターゲットが、具体的な「目標」
相互に関連し、統合的で分割不可

• 247の指標で進捗を測定（重複を除くと231指標）

• ゴールもターゲットも指標も、地球レベルを対象
（ただし各国や地域のターゲット・指標により補完）

• 法的拘束力はなく、各国・各地域・各主体
（ビジネスを含む）が自主的に取り組むもの

6.1 2030年までに、すべての人々の、

安全で安価な飲料水の普遍的で

平等なアクセスを達成する。

6.6 2020年までに、山地、森林、湿地、

河川などの水に関連する生態系

の保全・回復を行う。

6.a 2030年までに、開発途上国におけ

る水と衛生分野での国際協力と能

力構築支援を拡大する。

ターゲットの例 （一部省略して記載）

（※開発、環境、a,b は実施手段）
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• 初等教育(SDG4)、新生児及び 5歳未満児死亡率(SDG3)は、進捗あり。

• 不平等（SDG10)、環境ゴール(SDG12～15)は、後退している。

• 特に不平等の増大、気候変動、生物多様性の損失、処理能力を凌駕する廃棄物の問題は
後退しており、負の転換点（tipping points）に向かっている。

SDGsの進捗
状況

（持続可能な開発に
関するグローバル・

レポートより）
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2. SDGsがもたらす機会



88出典：事業構想Project Desgin Online



99

169の「ターゲット」からキーワードを抽出し、SDGsに関連する個別ビジネスを洗い

出した結果、「SDGsビジネス」の各目標の市場規模は70～800兆円にのぼる

出典：デロイトトーマツHPより
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3. SDGsと事業戦略の統合
に関する動向
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1. はじめに
2. SDGsの国内外の動向
3. ESG投融資の基礎情報と国内外の動向
4. 国内の金融機関によるESG取組み
5. SDGs取組の経年変化
6. 国内の企業によるESG・SDGs取組み
7. おわりに

付録：ESG・SDGsインタビュー＆事例集
・ 金融機関 9事例
・ 事業会社 8事例

日本企業・団体のSDGsの取組動向
GCNJ・IGES 2019年度共同調査レポートより
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アンケート調査
•調査対象－全GCNJ会員：335企業・団体（2019.9.1時点）
•調査方法－WEBアンケート
•調査期間－2019.9.1～10.11
•調査内容－SDGsの認識、取組み状況、課題、今後の方向性について
•回収状況：186企業・団体（回収率：55.5％）

調査の概要
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SDGsの認知度
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中間管理職に定着している
従業員にも定着している
関連会社などステークホルダーにも定着している

✐貴社・団体内でのSDGsの認知度について、あてはまる状況を選択してください。（複数回答）

2015年:n=134
2016年:n=147
2017年:n=163
2018年:n=180
2019年:n=185

• 経営陣の認知度は毎年確実にあがり、2019年は77%に。
• 中間管理職、従業員も上昇傾向だが不十分な認知度。
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0)初めに

		【GCNJ　会員アソシエイト向けSDGs実態調査】について カイインムジッタイチョウサ

		１．		概要 ガイヨウ

				No.		項目 コウモク		内容 ナイヨウ		備考 ビコウ

				01		名称 メイショウ		GCNJ会員・アソシエイト会員　SDGsへの取組状況に関する実態調査

				02		趣旨 シュシ		・GCNJ会員企業・団体のSDGsの取り組み状況の実態把握
・SDGsの啓発・広報活動の基礎資料とするため

				03		実施時期 ジッシジキ		9月（アンケート開始）～12月（レポート和文完成） ガツカイシガツワブンカンセイ		16年度実績ベース、作業スケジュールは下記参照 ネンドジッセキサギョウカキサンショウ

				04		実施者 ジッシシャ		GCNJ

				05		対象者 タイショウシャ		GCNJ会員・アソシエイト会員

				06		方法 ホウホウ		1)WEBアンケート
2)追加ヒアリング		1)Synergy!
2)情報開示OK会員/アソシエイト,NGO/NPO,省庁 他関係外部機関 ジョウホウカイジカイインショウチョウホカカンケイガイブキカン

				07		レポート		アンケート結果分析及びまとめ ケッカブンセキオヨ		日英版作成及び出版 ニチエイバンサクセイオヨシュッパン

		２．		作業内容＆スケジュール（目安） サギョウナイヨウメヤス

				No.		項目 コウモク		内容 ナイヨウ		時期、要領等 ジキヨウリョウナド

				01		プロジェクト全般 ゼンパン		方針及び実施スケジュール検討＆確定 ホウシンオヨジッシケントウカクテイ		~8/M:実施スキーム＋提携先/パートナー テイケイサキ

				02		アンケート		方針及び実施スケジュール検討＆確定 ホウシンオヨジッシケントウカクテイ		~8/M:SDGs TFやIGES等関係機関からのアイデアインプット？ ナドカンケイキカン

								アンケート作成＆Synergy!設計 サクセイセッケイ		~9/B:

				03				アンケート実施 ジッシ		9/B~M:回答率は50％以上必須 カイトウリツイジョウヒッス

				04		データ解析 カイセキ		データ集計 シュウケイ		9/M~E:エクセルデータ集計・作業が大変な場合は外注？ シュウケイサギョウタイヘンバアイガイチュウ

								データ解析&ヒアリング		9/E~:データ解析[クロス分析　他] カイセキブンセキホカ

										9/E~:ヒアリング[訪問先選定/アポ取り→ヒアリング実施→ヒアリングまとめ]
→ヒアリングは必要に応じ随時実施する ホウモンサキセンテイトジッシヒツヨウオウズイジジッシ

								一次結果まとめ&公表		10/B~M:単純集計結果のまとめ、公表(PPT/会員サイト掲載) タンジュンシュウケイケッカコウヒョウカイインケイサイ

				05		レポート（和文） ワブン		方針及び実施スケジュール検討＆確定 ホウシンオヨジッシケントウカクテイ		10/E~:構成、資料価値/ターゲット等の検討 コウセイシリョウカチナドケントウ

								執筆 シッピツ		11/M~:

								校正・出版、プレスリリース コウセイシュッパン		12/M~1/M

		３．		その他 ホカ

				1)		経年変化を見る目的から、同様の設問を採用する（ベースは16年度版、但し、設問の意図が正しく伝わるよう表現は適宜変更可） ケイネンヘンカミモクテキドウヨウセツモンサイヨウネンドバンタダセツモンイトタダツタヒョウゲンテキギヘンコウカ

				2)		元データで作業せず、必ずコピーを取って作業する（事故防止） モトサギョウカナラトサギョウジコボウシ

				3)		データシートにはデータのみ記載、グラフは別シートに作成 キサイベツサクセイ

				4)		ヒアリングは方針が決まったら早めにコンタクトする（特に省庁は時期によっては対応が難しい場合あり） ホウシンキハヤトクショウチョウジキタイオウムズカバアイ





1)業種

		1業種 ギョウシュ				2015		2016		2017		2018		2019		2020		2015		2016		2017		2018		2019		2020

				01.<水産・農林業>水産・農林業		1		2		1								1%		1%		1%

				02.<鉱業>鉱業		2		1		2								1%		1%		1%

				03.<建設業>建設業		3		5		4								2%		3%		2%

				04.<製造業>食料品		6		6		8								4%		4%		5%				64.2%

				05.<製造業>繊維製品		3		2		2								2%		1%		1%

				06.<製造業>パルプ・紙		2		2		3								1%		1%		2%

				07.<製造業>化学		14		13		19								10%		9%		12%

				08.<製造業>医薬品		3		3		5								2%		2%		3%

				09.<製造業>石油・石炭製品		2		1		3								1%		1%		2%

				10.<製造業>ゴム製品		3		3		2								2%		2%		1%

				11.<製造業>ガラス・土石製品		2		5		3								1%		3%		2%

				13.<製造業>非鉄金属		2		3		4								1%		2%		2%

				14.<製造業>金属製品		1		2		1								1%		1%		1%

				15.<製造業>機械		8		7		8								6%		5%		5%

				16.<製造業>電気機器		20		23		22								15%		16%		13%

				17.<製造業>輸送用機器 ユソウヨウ		0		0		2								0%		0%		1%

				18.<製造業>精密機器		5		2		7								4%		1%		4%

				19.<製造業>その他製品		8		4		7								6%		3%		4%

				20.<電気・ガス業>電気・ガス業		1		8		3								1%		5%		2%

				21.<運輸・情報通信業>陸・海・空運業		2		2		6								1%		1%		4%

				22.<運輸・情報通信業>倉庫・運輸関連		1		3		1								1%		2%		1%

				23.<運輸・情報通信業>情報・通信業		7		5		6								5%		3%		4%

				24.<商業>卸売業・小売業		10		11		13								7%		7%		8%

				25.<金融・保険業>銀行・証券/先物取引・保険・その他金融		6		8		10								4%		5%		6%

				26.<不動産業>不動産業		1		1		2								1%		1%		1%

				27.<サービス業>サービス業		14		17		12								10%		12%		7%

				28.学術・協会		5		6		4								4%		4%		2%

				29.自治体		1		1		1								1%		1%		1%

				30.NPO/NGO団体		1		1		2								1%		1%		1%

				総計		134		147		163





1)事業対象・規模

				1事業対象 ジギョウタイショウ

						2015		2016		2017		2018		2019		2020				2015		2016		2017		2018		2019		2020

				国際・世界（グローバル）				104		129		130		136								71%		79%		72%		73%

				国際・地方（リージョナル）				7		6		5		6								5%		4%		3%		3%

				国内・全国（ナショナル）				27		16		33		25								18%		10%		18%		13%

				国内・地方（ローカル）				9		12		12		19								6%		7%		7%		10%

				計 ケイ				147		163		180		186

				従業員数 ジュウギョウインスウ

						2015		2016		2017		2018		2019		2020				2015		2016		2017		2018		2019		2020

				10-249				22		16		29		33								15%		10%		16%		18%

				250-4999				38		46		46		56								26%		28%		26%		30%

				5000-50000				61		73		73		71								41%		45%		41%		38%

				50000以上 イジョウ				26		28		32		26								18%		17%		18%		14%

				計 ケイ				147		163		180		186

				売上規模 ウリアゲキボ

						2015		2016		2017		2018		2019		2020				2015		2016		2017		2018		2019		2020

				25億円未満				15		11		18		21								10%		7%		10%		11%

				25億円-250億円未満				12		12		17		14								8%		7%		9%		8%

				250億円-1000億円未満				12		15		16		18								8%		9%		9%		10%

				1000億円以上				102		122		120		122								69%		75%		67%		66%

				該当なし ガイトウ				6		3		9		11								4%		2%		5%		6%

				計 ケイ				147		163		180		186

				1-12 貴社本社/団体本部所在地（地域）				2016		2017		2018		2019		2020								2017		2018		2019		2020

				北海道・東北		1		3		1		2		0								2%		1%		1%		0%

				首都圏
(東京･神奈川･埼玉･千葉)		2		110		122		128		122								75%		75%		71%		66%

				関東(上記｢首都圏｣以外)･甲信越		3		2		7		6		14								1%		4%		3%		8%

				北陸 ホクリク		4		1		1		2		2								1%		1%		1%		1%

				東海 トウカイ		5		6		5		7		9								4%		3%		4%		5%

				近畿 キンキ		6		23		27		32		38								16%		17%		18%		20%

				中国･四国		7		1				0		0								1%				0%		0%

				九州･沖縄		8		1				1		0												1%		0%

				その他		9						2		1												1%		1%

								147		163		180		186

				アンケート回答回数 カイトウカイスウ				2016		2017		2018		2019		2020						2016		2017		2018		2019		2020

				はい(今回が初めての回答です)										67														36%

				いいえ										119														64%

														186

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク





2)SDGs認知度に対する質問

		2-1 貴社・団体内では、SDGsをどのように認識しているか？（複数選択可） （必須） ニンシキヒッス																		グラフ用 ヨウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		持続可能性に関わる価値の向上				116		125		148		163														79%		77%		82%		88%

		ステークホルダーとの関係強化				89		89		107		128														61%		55%		59%		69%

		将来のビジネスチャンス				88		94		125		129														60%		58%		69%		69%

		社会と市場の安定化				84		84		105		100														57%		52%		58%		54%

		企業の存在価値向上						121		144		153																74%		80%		82%

		重要と認識しているが明確な目的は模索中						32		17		13																20%		9%		7%

		投資家対応						48		49		57																29%		27%		31%

		特に重要であるとの認識はない				7		2		0		0														5%		1%		0%		0%

		その他（具体的に）				7		7		9		9														5%		4%		5%		5%

		計 ケイ				391		602

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-2 貴社・団体内でのSDGsの認知度について、あてはまる状況を下記より選択してください。（複数選択可）  （必須） ナイ																				2-2 貴社・団体内でのSDGsの認知度について、あてはまる状況を下記より選択してください。（複数選択可）  （必須） ナイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		主にCSR担当に定着している		82		123		140		152		144												61%		84%		86%		84%		77%

		経営陣に定着している		27		41		59		107		144												20%		28%		36%		59%		77%

		中間管理職に定着している		5		8		15		33		61												4%		5%		9%		18%		33%

		従業員にも定着している						13		30		39																8%		17%		21%

		関連会社などステークホルダーにも定着している				4		4		8		13														3%		2%		4%		7%

		わからない		20		17		11		5		4												15%		12%		7%		3%		2%

		計 ケイ		134		193		242		335		405

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-2 この1年間でSDGsに対する社会の認知度について､貴社･団体としてはどのように認識されていますか?(必須)...(ＳＡ)																				2-2 この1年間でSDGsに対する社会の認知度について､貴社･団体としてはどのように認識されていますか?(必須)...(ＳＡ)

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		認知がかなり進んだ						24		59		80																15%		33%		43%

		認知が少し進んだ						116		105		99																71%		58%		53%

		変わらない						19		16		5																12%		9%		3%

		認知が後退した						0		0		0																0%		0%		0%

		わからない						4		0		2																2%		0%		1%

		計 ケイ		0		0		163		180		186

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-3 貴社・団体内でのSDGsの認知度向上のために、どのような活動をしていますか？（複数選択可） （必須） ナイコウジョウカツドウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		研修（e-Learningも含む）				36		50		71		100														24%		31%		39%		54%

		WEBでの周知				36		51		79		105														24%		31%		44%		56%

		社報等（紙媒体）での周知				41		66		93		114														28%		40%		52%		61%

		トップメッセージ				40		65		100		121														27%		40%		56%		65%

		専任組織の立上				2		3		14		25														1%		2%		8%		13%

		新入社員オリエンテーション						37		65		81																23%		36%		44%

		管理職研修 カンリショクケンシュウ						24		43		66																15%		24%		35%

		業績評価への連動						1		3		3																1%		2%		2%

		行動憲章・行動規範への掲載						6		9		27																4%		5%		15%

		経営方針説明会などでの言及						27		57		74																17%		32%		40%

		SDGsﾊﾞｯｼﾞ等のｸﾞｯｽﾞの社員への配布								48		83																		27%		45%

		啓発ﾎﾟｽﾀｰなど								18		26																		10%		14%

		外部ｾﾐﾅｰへの参加										101																				54%

		その他				30		35		43		38														20%		21%		24%		20%

		特にない トク				45		25		7		1														31%		15%		4%		1%

		計 ケイ		0		230		390

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		2-4 （2-3　特にない以外の方へ）貴社・団体内でのSDGsの認知度向上の活動は、どこを対象にしていますか？（複数選択可） （必須） トクイガイカタナイコウジョウカツドウタイショウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社内				79		87		93		150														54%		53%		52%		81%

		グループ会社全体（国内）				59		67		68		117														40%		41%		38%		63%

		グループ会社全体（海外）				45		52		52		88														31%		32%		29%		47%

		サプライチェーン（一次取引先）				13		12		25		33														9%		7%		14%		18%

		地域社会 チイキシャカイ						14		20		35																9%		11%		19%

		その他				5		11		9		18														3%		7%		5%		10%

		計 ケイ		0		201		243		267		441

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-5　関心のあるSDGsに関するツール（複数選択可） （必須） カンシンカン

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDG Compass				115		102		121		122														78%		31%		67%		66%

		SDGs Industry Matrix				62		51		53		42														42%		1%		29%		23%

		Poverty Footprint				11		2		1		0														7%		47%		1%		0%

		GRIガイドライン						77		94		87																6%		52%		47%

		PwC Navigating the SDGs						9		7		4																53%		4%		2%

		GCNJが提供している資料(webを含む）						86		64		81																0%		36%		44%

		経団連行動憲章実行の手引き(第7版)								58		54																0%		32%		29%

		経団連SDGs特設ｻｲﾄ								40		38																13%		22%		20%

		その他				5		21		32		36														3%		1%		18%		19%

		活用していない カツヨウ						2

		計 ケイ		0		193		350

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク



CSR担当だけが知っている

経営陣も知っている

経営陣だけでなく、一般社員も知っている

SDGsが何か知らない、わからない　

CSR担当だけが知っている

経営陣も知っている

経営陣だけでなく、一般社員も知っている



2)SDGs認知度に対する質問

		



主にCSR担当に定着している

経営陣に定着している

中間管理職に定着している

従業員にも定着している

関連会社などステークホルダーにも定着している



3)SDGsの取組みに関する質問 

		※黄色は2017年度質問項目（茂木　3-1～9） キイロネンドシツモンコウモクモテギ

								（2017年度追加選択肢　以下「赤」） ネンドツイカセンタクシイカアカ

		3-1 貴社・団体内でのSDGsの推進活動は、どちらの組織が主体ですか？ （必須） ナイスイシンカツドウソシキシュタイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								2017		2018		2019				2020

		CEO						13		26		35								CEO		8%		14%		19%

		取締役会				3		8		11		17								取締役会		5%		6%		9%

		経営執行会議体				6		13		10		30								経営執行会議体		8%		6%		16%

		経営企画部門 ケイエイキカクブモン						28		45		71								経営企画部門 ケイエイキカクブモン		17%		25%		38%

		CSR部門				100		126		127		111								CSR部門		77%		71%		60%

		IR部門 ブモン						11		9		23								IR部門 ブモン		7%		5%		12%

		新規事業開発 シンキジギョウカイハツ						3		11		12								新規事業開発 シンキジギョウカイハツ		2%		6%		6%

		事業部門				11		9		21		24								事業部門		6%		12%		13%

		社内横断プロジェクト シャナイオウダン						11		17		15								社内横断プロジェクト シャナイオウダン		7%		9%		8%

		総務部門										3								特にない		7%		15%		2%

		法務部門										41								その他		12%		3%		20%

		広報部門										28

		特にない				17		12		27		3

		その他				10		20		6		37

		計 ケイ		0		147		163		180		186

		3-2　貴社・団体の取締役会（あるいは該当する会議体）ではどのぐらいの頻度でCSR/SDGsにかかわる方針や戦略の検討・評価を行っていますか？

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020

		必要に応じて議論 ヒツヨウオウギロン						65		97		114												40%		54%		61%

		通常議事の一部として議論 ツウジョウギジイチブギロン						13		29		28												8%		16%		15%

		取締役会では議事にあげず トリシマリヤクカイギジ						20		23		20												12%		13%		11%

		下位会議体にて議論 カイカイギタイギロン						27																17%		0%		0%

		わからない						8		10		7												5%		6%		4%

		その他 タ						30		21		17												18%		12%		9%

		計 ケイ						163		180		186

		3-3　上3-2で検討・評価を行っていると回答された方に伺います。方針策定後の戦略検討・評価は行っていますか？

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020

		必要に応じて議論 ヒツヨウオウギロン						73		82		111												45%		46%		60%

		通常議事の一部として議論 ツウジョウギジイチブギロン						19		27		30												12%		15%		16%

		取締役会では議事にあげず トリシマリヤクカイギジ						6		6		27												4%		3%		15%

		わからない						6		12		10												4%		7%		5%

		その他 タ						17		10		1												10%		6%		1%

		計 ケイ						121		137		179

		3-5 SDGsに関連した今後の取組状況を教えてください。 （必須）　　⇒　2017年度3－4に該当 カンレンコンゴトリクミジョウキョウオシネンドガイトウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020

		2030年までの取組計画がある				8		13		18		27												8%		10%		15%

		長期（5-10年）の取組がある				15		8		9		14												5%		5%		8%

		中期（3-5年）の取組がある				48		67		67		86												41%		37%		46%

		短期（年次、1-2年）の取組がある				38		28		38		33												17%		21%		18%

		わからない				38		47		48		26												29%		27%		14%

		計		0		147		163		180		186

		3-5　貴社・団体ではSDGs各目標の内、どの目標を重点に選んで活動していますか？当てはまる目標をすべて選択してください。（必須、複数回答可）																																2018		2019

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020				増加差異 ゾウカサイ		増加差異 ゾウカサイ

		目標1 モクヒョウ						27		37		44												17%		21%		24%						4%		3%

		目標2 モクヒョウ						24		41		47												15%		23%		25%						8%		2%

		目標3 モクヒョウ						82		116		121												50%		64%		65%						14%		1%

		目標4 モクヒョウ						48		70		81												29%		39%		44%						9%		5%

		目標5 モクヒョウ						71		93		101												44%		52%		54%						8%		3%

		目標6 モクヒョウ						49		66		62												30%		37%		33%						7%		-3%

		目標7 モクヒョウ						75		102		109												46%		57%		59%						11%		2%

		目標8 モクヒョウ						98		117		121												60%		65%		65%						5%		0%

		目標9 モクヒョウ						64		107		109												39%		59%		59%						20%		-1%

		目標10 モクヒョウ						35		57		72												21%		32%		39%						10%		7%

		目標11 モクヒョウ						56		91		102												34%		51%		55%						16%		4%

		目標12 モクヒョウ						83		112		129												51%		62%		69%						11%		7%

		目標13 モクヒョウ						103		130		136												63%		72%		73%						9%		1%

		目標14 モクヒョウ						38		46		57												23%		26%		31%						2%		5%

		目標15 モクヒョウ						55		72		65												34%		40%		35%						6%		-5%

		目標16 モクヒョウ						39		55		76												24%		31%		41%						7%		10%

		目標17 モクヒョウ						48		77		98												29%		43%		53%						13%		10%

		していない						18		3		4												11%		2%		2%						-9%		0%

		わからない						7		6		4												4%		3%		2%						-1%		-1%

		計 ケイ						1,020		1,398		1,538

		3-6　各SDG目標の中で、貴社・団体の事業に正の影響をもたらすものについて、1～4（低い→高い）の4段階でお答えください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017								2018								2019								2020

		正の影響度1～4（低い→高い） セイエイキョウドヒクタカ						1		2		3		4		1		2		3		4		1		2		3		4										2017検算 ケンザン		2018検算 ケンザン		2019検算 ケンザン

		目標1 モクヒョウ						59		54		35		15		68		51		38		23		68		56		32		30										163		180		186

		目標2 モクヒョウ						73		51		22		17		68		58		30		24		70		62		29		25										163		180		186

		目標3 モクヒョウ						14		21		66		62		13		23		56		88		13		26		54		93										163		180		186

		目標4 モクヒョウ						27		41		62		33		28		36		69		47		24		41		65		56										163		180		186

		目標5 モクヒョウ						16		37		67		43		19		43		60		58		17		38		65		66										163		180		186

		目標6 モクヒョウ						37		55		44		27		37		49		48		46		38		61		47		40										163		180		186

		目標7 モクヒョウ						17		36		46		64		18		23		48		91		20		28		49		89										163		180		186

		目標8 モクヒョウ						6		25		57		75		11		31		59		79		8		32		59		87										163		180		186

		目標9 モクヒョウ						23		33		48		59		25		27		51		77		15		35		51		85										163		180		186

		目標10 モクヒョウ						36		58		59		10		46		52		47		35		29		60		55		42										163		180		186

		目標11 モクヒョウ						29		37		49		48		23		38		47		72		17		36		57		76										163		180		186

		目標12 モクヒョウ						10		24		57		72		16		24		49		91		13		22		46		105										163		180		186

		目標13 モクヒョウ						19		20		49		75		22		21		50		87		14		29		48		95										163		180		186

		目標14 モクヒョウ						68		45		32		18		57		51		42		30		46		55		51		34										163		180		186

		目標15 モクヒョウ						43		52		39		29		44		44		49		43		39		61		49		37										163		180		186

		目標16 モクヒョウ						29		50		50		34		40		48		52		40		33		51		53		49										163		180		186

		目標17 モクヒョウ						22		39		49		53		18		35		56		71		15		26		65		80										163		180		186

		3-7　各SDG目標の中で、貴社・団体の事業に負の影響をもたらすものについて、1～4（低い→高い）の4段階でお答えください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017								2018								2019								2020

		正の影響度1～4（低い→高い） セイエイキョウドヒクタカ						1		2		3		4		1		2		3		4		1		2		3		4										2017検算 ケンザン		2018検算 ケンザン		2019検算 ケンザン

		目標1 モクヒョウ						120		32		10		1		130		28		10		12		135		34		7		10										163		173		186

		目標2 モクヒョウ						126		23		11		3		132		31		10		7		137		30		11		8										163		169		186

		目標3 モクヒョウ						103		28		22		10		105		32		24		19		111		35		21		19										163		165		186

		目標4 モクヒョウ						108		30		19		6		115		36		16		13		122		34		19		11										163		170		186

		目標5 モクヒョウ						96		30		24		13		104		32		26		18		105		38		25		18										163		171		186

		目標6 モクヒョウ						95		39		21		8		100		36		27		17		99		44		24		19										163		168		186

		目標7 モクヒョウ						85		35		24		19		81		38		32		29		83		43		36		24										163		159		186

		目標8 モクヒョウ						97		21		28		17		93		36		25		26		100		32		27		27										163		159		186

		目標9 モクヒョウ						109		25		17		12		106		33		16		25		106		38		19		23										163		160		186

		目標10 モクヒョウ						104		40		17		2		106		42		20		12		112		42		16		16										163		165		186

		目標11 モクヒョウ						106		30		16		11		104		41		13		22		105		37		21		23										163		161		186

		目標12 モクヒョウ						82		32		30		19		87		33		30		30		90		37		24		35										163		168		186

		目標13 モクヒョウ						67		25		39		32		72		31		36		41		80		35		29		42										163		168		186

		目標14 モクヒョウ						108		32		17		6		101		45		21		13		104		41		27		14										163		156		186

		目標15 モクヒョウ						90		44		17		12		96		40		28		16		101		40		28		17										163		169		186

		目標16 モクヒョウ						101		26		26		10		102		38		24		16		106		38		22		20										163		164		186

		目標17 モクヒョウ						99		37		15		12		108		33		15		24		109		41		14		22										163		172		186

		3-8　各種調査・報告において、内外企業のSDGsの先進事例とされたものの中で、以下のいずれかに該当するものがありますか？

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019

		大変興味深く感じられたものがある						72		86		100												44%		46%		54%

		自社への取組みを図ろうとしたものがある						17		20		26												10%		11%		14%

		すでに自社に取り込んだものがある						8		13		22												5%		7%		12%

		特になし トク						66		61		38												40%		34%		20%

		計 ケイ						163		180		186

		3-9　上記質問で(1)、(2)、(3)のいずれかを選んだ方にお聞きします。お差支えなければ、それぞれの具体例と、その理由・動機をご記入ください。（自由記述)

		3-2　SDGs各目標について、貴社・貴団体（バリューチェーンも含む）の事業が及ぼす経済・環境・社会面への影響を教えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） オシヨワツヨダンカイコタ																										3-2　SDGs各目標について、貴社・貴団体（バリューチェーンも含む）の事業が及ぼす経済・環境・社会面への影響を教えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） オシヨワツヨダンカイコタ

		年度 ネンド		2015				2016								2017		2018		2019		2020								2015		2016		2017		2018		2019		2020

		影響度1～4（弱い→強い） エイキョウド		1				1		2		3		4		前年度と同主旨の質問なし ゼンネンドドウシュシシツモン		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし								目標9 モクヒョウ		第1位 ダイイ		第4位 ダイイ		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし ドウシュシシツモン

		目標1 モクヒョウ		12				71		44		22		10														目標13 モクヒョウ		第4位 ダイイ		第1位 ダイイ

		目標2 モクヒョウ		20				72		47		14		14

		目標3 モクヒョウ		54				19		35		45		48

		目標4 モクヒョウ		29				27		56		41		23

		目標5 モクヒョウ		20				29		43		51		24

		目標6 モクヒョウ		23				28		38		41		40

		目標7 モクヒョウ		51				27		30		28		62

		目標8 モクヒョウ		24				10		35		53		49

		目標9 モクヒョウ		61				30		43		22		52

		目標10 モクヒョウ		8				50		55		32		10

		目標11 モクヒョウ		36				27		36		43		41

		目標12 モクヒョウ		53				18		22		47		60

		目標13 モクヒョウ		44				24		29		28		66

		目標14 モクヒョウ		8				69		34		24		20

		目標15 モクヒョウ		21				42		54		28		23

		目標16 モクヒョウ		12				41		57		32		17

		目標17 モクヒョウ		22				20		43		54		30

		3-3　SDGs各目標について、主要ステークホルダーによる貴社・貴団体に対する評価・決定への影響を教
えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） カクシュヨウキシャキダンタイタイヒョウカケッテイエイキョウオシ																										3-3　SDGs各目標について、主要ステークホルダーによる貴社・貴団体に対する評価・決定への影響を教
えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） カクシュヨウキシャキダンタイタイヒョウカケッテイエイキョウオシ

		年度 ネンド		2015				2016								2017		2018		2019		2020								2015		2016		2017		2018		2019		2020

		影響度1～4（弱い→強い） エイキョウド		1				1		2		3		4		前年度と同主旨の質問なし ゼンネンドドウシュシシツモン		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし								目標7 モクヒョウ		第5位 ダイイ		第1位 ダイイ		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし ドウシュシシツモン

		目標1 モクヒョウ		17				76		44		16		11														目標13 モクヒョウ		第1位 ダイイ		第3位 ダイイ

		目標2 モクヒョウ		18				83		37		14		13

		目標3 モクヒョウ		50				24		42		38		43

		目標4 モクヒョウ		28				36		51		37		23

		目標5 モクヒョウ		42				33		42		46		26

		目標6 モクヒョウ		27				37		29		46		35

		目標7 モクヒョウ		42		→		29		34		27		57

		目標8 モクヒョウ		44				14		40		48		45

		目標9 モクヒョウ		51				39		39		29		40

		目標10 モクヒョウ		11				57		57		22		11

		目標11 モクヒョウ		22				33		37		43		34

		目標12 モクヒョウ		50				25		31		36		55

		目標13 モクヒョウ		61		→		28		29		36		54

		目標14 モクヒョウ		12				69		39		23		16

		目標15 モクヒョウ		34				50		48		31		18

		目標16 モクヒョウ		15				50		45		36		16

		目標17 モクヒョウ		25				27		42		51		27

		3　GCNJより、SDGsの企業行動指針となるガイドライン「SDG Compass」の日本語版が公開されましたが、それについて伺います。 （必須） コウカイウカガ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		読んで取組の参考にしている				99		前年度と同主旨の質問なし ゼンネンドドウシュシシツモン		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		読んだが、参考にはしていない				22

		読んでいない				24

		この刊行物は記憶にない				2

		3　SDGsをGRIやISO26000などと対比したうえでCSR活動・評価・報告に取り組んでいますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		対比している タイヒ				41		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		対比していない タイヒ				106

		3 SDGsに先進的に取り組んでいる海外の企業の活動について、関心はありますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		関心がある カンシン				134		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		関心がない カンシン				13

		計		0		147

		3（関心がある方へ）海外の先進的事例について、具体的にどういった点に関心がありますか？（複数選択可） （必須） カンシンカタカイガイセンシンテキジレイグタイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDGsに取組んだきっかけ				50		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		SDGsに取組むアプローチの仕方				122

		企業内部の実施体制				99

		本国政府との関係				43

		その他（具体的に）				13

		計		0		327

		泉記載済み イズミキサイズ

		3-10 SDG Compassによると、「経済・環境・社会面への影響度」も「ステークホルダーの評価・決定」も高いものが優先課題になりうるとのことですが、上記3-2と3-3でどちらも「3」、あるいは「4」と比較的影響度が強いと回答いただいた目標は、貴社・団体において、過去1年間に優先的に取り組むべき課題として、特定されていますか？　 （必須） ケイザイカンキョウシャカイメンエイキョウドヒョウカケッテイタカユウセンカダイジョウキヒカクテキエイキョウドツヨカイトウモクヒョウキシャダンタイカコネンカンユウセンテキトクカダイトクテイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020																2015		2016		2017		2018		2019		2020				2016		2017

		優先課題となっている				93		66		前年度と同主旨の質問なし		前年度と同主旨の質問なし																優先課題となっている				63%		40%		前年度と同主旨の質問なし						優先課題となっている		63%		40%

		優先課題となっていない				25		24																				優先課題となっていない				17%		15%								優先課題となっていない		17%		15%

		わからない				29		48																				わからない				20%		29%								わからない		20%		29%

		空白 クウハク						25																				無回答 ムカイトウ						15%								無回答 ムカイトウ				15%

		計		0		147		163

		3-11　今後、SDGsの取り込みをどう考えますか？(必須・複数回答可) ヒッスフクスウカイトウカ																										3-11　今後、SDGsの取り込みをどう考えますか？(必須・複数回答可) ヒッスフクスウカイトウカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2017		2018		2019						2020

		特に現状と変える予定はない						15		12		19																特に現状と変える予定はない		9%		7%		10%

		専任組織を設立する						2		5		5																専任組織を設立する		1%		3%		3%

		SDGsに貢献できる新しいプロジェクトを立ち上げる						17		33		40																SDGsに貢献できる新しいプロジェクトを立ち上げる		10%		18%		22%

		SDGs関連のフィランソロピー活動（寄付等）を行う						7		16		16																SDGs関連のフィランソロピー活動（寄付等）を行う		4%		9%		9%

		自社のCSRの重点課題に反映する						102		104		87																自社のCSRの重点課題に反映する		63%		58%		47%

		自社の戦略・経営計画に反映する						79		107		126																自社の戦略・経営計画に反映する		48%		59%		68%

		外部との連携・パートナーシップを強化する						56		82		91																外部との連携・パートナーシップを強化する		34%		46%		49%

		社内啓発を強化する						103		125		129																社内啓発を強化する		63%		69%		69%

		評価の仕組み・指標を検討する						29		45		58																評価の仕組み・指標を検討する		18%		25%		31%

		その他（具体的に）						5		6		5																その他（具体的に）		3%		3%		3%

		わからない						5		5		2																わからない		3%		3%		1%

								420		540		578

		3-12　GPIFによるESG投資インデックスの選定を受け、貴社のSDGsの取組に（今後の予定を含め）何らかの変化はありますか？（必須）																										3-12　GPIFによるESG投資インデックスの選定を受け、貴社のSDGsの取組に（今後の予定を含め）何らかの変化はありますか？（必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		ある						70		65		前年度と同主旨の質問なし																ある						43%		36%		前年度と同主旨の質問なし

		ない						39		61																		ない						24%		34%

		わからない						54		54																		わからない						33%		30%

								163

		3-13　上記質問で、(1)または(2)を選んだ方にお聞きします。お差支えなければ、その理由をできるだけ具体的にご記入ください。（自由記述）

		Sheet1!A1

		3-14  SDGsに関するパートナーシップについて、過去1年間にどのステークホルダーと連携していますか？
（複数選択可） （必須） カンカコネンカンレンケイフクスウセンタクカ																										3-14  SDGsに関するパートナーシップについて、過去1年間にどのステークホルダーと連携していますか？
（複数選択可） （必須） カンカコネンカンレンケイフクスウセンタクカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		従業員 ジュウギョウイン				78		88		107		132																従業員 ジュウギョウイン				53%		54%		59%		71%

		顧客 コキャク				53		55		65		87																顧客 コキャク				36%		34%		36%		47%

		消費者 ショウヒシャ				24		29		30		32																消費者 ショウヒシャ				16%		18%		17%		17%

		取引先 トリヒキサキ				51		62		83		102																取引先 トリヒキサキ				35%		38%		46%		55%

		株主・投資家 カブヌシトウシカ				22		35		48		62																株主・投資家 カブヌシトウシカ				15%		21%		27%		33%

		日本政府・政府系団体（JICA等含む）
※2016年は自治体含む ネンジチタイフク				44		42		61		69																日本政府・政府系団体（JICA等含む）
※2016年は自治体含む ネンジチタイフク				30%		26%		34%		37%

		地方自治体 チホウジチタイ						43		67		83																地方自治体 チホウジチタイ				0%		26%		37%		45%

		外国政府・自治体・政府系団体				27		32		44		39																外国政府・自治体・政府系団体				18%		20%		24%		21%

		国連・国際機関				39		43		58		55																国連・国際機関				27%		26%		32%		30%

		NGO/NPO　				66		68		93		88																NGO/NPO　				45%		42%		52%		47%

		アカデミア				32		38		52		58																アカデミア				22%		23%		29%		31%

		その他 タ				11		8		10		16																その他 タ				7%		5%		6%		9%

		特にない トク				35		38		26		12																特にない トク				24%		23%		14%		6%

		計		0		482		581		744		835																計

		3-15　SDGsに関連した取り組みを展開している地域はどこですか？（複数選択可） （必須） トクテンカイチイキ																										3-15　SDGsに関連した取り組みを展開している地域はどこですか？（複数選択可） （必須） トクテンカイチイキ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		国内 コクナイ				114		133		158		171																国内 コクナイ				78%		82%		88%		92%

		海外 カイガイ				84		88		101		109																海外 カイガイ				57%		54%		56%		59%

		特にない トク				27		25		16		10																特にない トク				18%		15%		9%		5%

		計		0		225		246		275		290																計

		3-16 （読んで取組の参考にしている方へ）現在の進捗はどのステップですか？ （必須） ヨトリクミサンコウカタゲンザイシンチョク																										3-16 （読んで取組の参考にしている方へ）現在の進捗はどのステップですか？ （必須） ヨトリクミサンコウカタゲンザイシンチョク

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2016		2017		2018		2019				2020

		ステップ1「SDGsを理解する」				53		70		55		35																ステップ1「SDGsを理解する」		54%		43%		31%		19%

		ステップ2「優先課題を決定する」				22		45		51		48																ステップ2「優先課題を決定する」		22%		28%		28%		26%

		ステップ3「目標を設定する」				11		22		30		49																ステップ3「目標を設定する」		11%		13%		17%		26%

		ステップ4「経営へ統合する」				9		13		22		28																ステップ4「経営へ統合する」		9%		8%		12%		15%

		ステップ5「報告とコミュニケーションを行う」				4		13		22		26																ステップ5「報告とコミュニケーションを行う」		4%		8%		12%		14%

		計		0		99		163		180		186

		3-17　上記で選択いただいた現状は昨年から進展していますか？1〜5（変更ない→大幅に進展した）の5段階でお答えください。 （必須）																										3-17　上記で選択いただいた現状は昨年から進展していますか？1〜5（変更ない→大幅に進展した）の5段階でお答えください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		1（昨年と変わらない）						39		42		25																1（昨年と変わらない）						24%		23%		13%

		2（やや進展した）						80		78		84																2（やや進展した）						49%		43%		45%

		3（進展した）						27		42		48																3（進展した）						17%		23%		26%

		4（かなり進展した）						15		11		25																4（かなり進展した）						9%		6%		13%

		5（大幅に進展した）						2		7		4																5（大幅に進展した）						1%		4%		2%

								163		180		186

		3-18　SDGsを事業機会と課題の整理に活用した結果、次のステップにつながる取り組みがみつかりましたか？具体的に教えてください。

		3-18'!A1

		3-19　ステップ４「経営へ統合する」を選択された企業・団体に伺います。どのような進展があったか、あてはまるものをすべて選択してください。（複数回答可）																										3-19　ステップ４「経営へ統合する」を選択された企業・団体に伺います。どのような進展があったか、あてはまるものをすべて選択してください。（複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		経営者にSDGsを本業化する共通のコンセンサスができた						14		12		16																経営者にSDGsを本業化する共通のコンセンサスができた						9%		7%		9%

		SDGsを全社的な目標や報酬体系に組み込んだ						6		5		11																SDGsを全社的な目標や報酬体系に組み込んだ						4%		3%		6%

		SDGsまたは持続可能性を専門とする部署を設置した						1		4		8																SDGsまたは持続可能性を専門とする部署を設置した						1%		2%		4%

		関連部門との協業体制が構築された						8		12		8																関連部門との協業体制が構築された						5%		7%		4%

		事業部門におけるSDGsの理解と浸透が進み事業化に向けた態勢ができつつある						8		9		13																事業部門におけるSDGsの理解と浸透が進み事業化に向けた態勢ができつつある						5%		5%		7%

		パートナーシップに関する方針が明確になった						3		2		4																パートナーシップに関する方針が明確になった						2%		1%		2%

		その他（具体的に）						3		3		1																その他（具体的に）						2%		2%		1%

		わからない						6		0		0																わからない						4%		0%		0%

		3-20　3-17で2-5を選択した方にお聞きします。取り組みが進んだ要因は何だと思いますか？ （複数回答可）																										3-20　3-17で2-5を選択した方にお聞きします。取り組みが進んだ要因は何だと思いますか？ （複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		世間の認知度の高まり						60		77		121																世間の認知度の高まり						37%		43%		65%

		国連グローバルコンパクトからの情報発信強化						21		19		24																国連グローバルコンパクトからの情報発信強化						13%		11%		13%

		トップの意識の変化　						35		60		94																トップの意識の変化　						21%		33%		51%

		CSR部門の活動の活発化						58		63		73																CSR部門の活動の活発化						36%		35%		39%

		事業機会の顕在化						19		20		35																事業機会の顕在化						12%		11%		19%

		国連ＧＣへの署名						15		17		29																国連ＧＣへの署名						9%		9%		16%

		その他（具体的に）						10		12		12																その他（具体的に）						6%		7%		6%

		わからない						3		1		0																わからない						2%		1%		0%

								221		269		388

		3-18 SDGsに取組み始めてから､事業や予算に関してどのような変化がありましたか?（複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDGsに即していない事業の見直しを始めた										5																SDGsに即していない事業の見直しを始めた										3%

		SDGsに即していない事業の予算や人員の削減をした										0																SDGsに即していない事業の予算や人員の削減をした										0%

		SDGsに即していない事業から撤退をした										0																SDGsに即していない事業から撤退をした										0%

		SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やした										41																SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やした										22%

		SDGsに貢献する事業を新たに始めた										34																SDGsに貢献する事業を新たに始めた										18%

		SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えた										4																SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えた										2%

		SDGs担当部署の予算を増やした										26																SDGs担当部署の予算を増やした										14%

		SDGsについて学ぶための予算を増やした										49																SDGsについて学ぶための予算を増やした										26%

		その他(具体的に)										15																その他(具体的に)										8%

		特に変わっていない										75																特に変わっていない										40%

												249

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-19 SDGsに関連して､今後､事業や予算をどのように変えることを検討していますか?（複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDGsに即していない事業の内容見直しを検討中										7																SDGsに即していない事業の見直しを始めた										4%

		SDGsに即していない事業の予算や人員の削減を検討中										0																SDGsに即していない事業の予算や人員の削減をした										0%

		SDGsに即していない事業からの撤退を検討中										0																SDGsに即していない事業から撤退をした										0%

		SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やすことを検討中										42																SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やした										23%

		SDGsに貢献する事業を新たに始めることを検討中										53																SDGsに貢献する事業を新たに始めた										28%

		SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えることを検討中										10																SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えた										5%

		SDGs担当部署の予算を増やすことを検討中										26																SDGs担当部署の予算を増やした										14%

		SDGsについて学ぶための予算を増やすことを検討中										31																SDGsについて学ぶための予算を増やした										17%

		その他(具体的に)										15																その他(具体的に)										8%

		特に検討していない										59																特に変わっていない										32%

												243

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-21 SDGsに取組む場合にどのようなことが課題になっていますか？（複数選択可） （必須） トクバアイカダイフクスウセンタクカ																										3-10 SDGsに取組む場合にどのようなことが課題になっていますか？（複数選択可） （必須） トクバアイカダイフクスウセンタクカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020																2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社会的な認知度が高まっていない		94		92		77		50		31																社会的な認知度が高まっていない		70%		63%		47%		28%		17%

		社内の理解度が低い		83		97																						社内の理解度が低い		62%		66%

		社内での展開方法が未確定		62		97		85		80		80																社内での展開方法が未確定		46%		66%		52%		44%		43%

		トップのコミットメントが弱い　		35		45		51		35		29																トップのコミットメントが弱い　		26%		31%		31%		19%		16%

		中間管理職の理解度が低い						77		87		79																中間管理職の理解度が低い						47%		48%		42%

		一般職層の理解度が低い						65		85		76																一般職層の理解度が低い						40%		47%		41%

		管掌役員の理解度が低い						32		33		12																管掌役員の理解度が低い						20%		18%		6%

		定量的な指標など評価方法がわからない		66		76		76		77		94																定量的な指標など評価方法がわからない		49%		52%		47%		43%		51%

		リソース（資金・能力・技術等）の不足				49		41		48		77																リソース（資金・能力・技術等）の不足				33%		25%		27%		41%

		政府の方針徹底、関与が希薄　				44		30		17		15																政府の方針徹底、関与が希薄　				30%		18%		9%		8%

		適切なパートナーが見つからない		13		14		6		5		19																適切なパートナーが見つからない		10%		10%		4%		3%		10%

		その他（具体的に）		9		7		10		7		9																その他（具体的に）		7%		5%		6%		4%		5%

		計		362		521		550		524		521																計

		3-22　SDGs推進に一番影響力のあるセクターはどこだと考えますか？ （必須） スイシンイチバンエイキョウリョクカンガ																										3-22　SDGs推進に一番影響力のあるセクターはどこだと考えますか？ （必須） スイシンイチバンエイキョウリョクカンガ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		企業		14		18		22		35																		企業		10%		12%		13%		19%

		株主・投資家				10		19		22		31																株主・投資家		0%		7%		12%		12%		17%

		顧客・消費者		6		24		28		28		49																顧客		0%		16%		17%		16%		26%

		政府・政府系団体（JICA等含む）
※2016までは自治体含む フク		79		60		57		43		39																政府・自治体・政府系団体（JICA等含む）		58%		41%		35%		24%		21%

		（国内）地方自治体						2		2		3																（国内）地方自治体						1%		1%		2%

		NGO/NPO		7		5		2		1		5																NGO/NPO		5%		3%		1%		1%		3%

		アカデミア		1		0		0		1		2																アカデミア		1%		0%		0%		1%		1%

		国連･国際機関								6		5																国連･国際機関								3%		3%

		全セクターが等しく影響力を持っている		22		22		24		38		37																全セクターが等しく影響力を持っている		16%		15%		15%		21%		20%

		金融機関										2																金融機関										1%

		業界団体										6																業界団体										3%

		その他（具体的に）		0		1		2		3		4																その他（具体的に）		0%		1%		1%		2%		2%

		わからない		7		7		7		1		3																わからない		5%		5%		4%		1%		2%

		計		136		147		163		180		186																計		100%		100%		100%		100%		100%

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-23　自社でSDGsを推進するために重要なパートナーはどこだと考えますか？　
下記よりあてはまるものを選択ください。（複数選択可） ジシャジュウヨウ																										3-23　自社でSDGsを推進するために重要なパートナーはどこだと考えますか？　
下記よりあてはまるものを選択ください。（複数選択可） ジシャジュウヨウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020																2015		2016		2017		2018		2019		2020

		自社だけ ジシャ		46		9		6		8		2																自社だけ ジシャ		34%		6%		4%		4%		1%

		顧客 コキャク		46		88		78																				顧客 コキャク		34%		60%		48%

		消費者 ショウヒシャ				48		44																				消費者 ショウヒシャ		0%		33%		27%

		顧客･消費者								106		125																顧客･消費者								59%		67%

		株主・投資家				44		57		65		89																株主・投資家		0%		30%		35%		36%		48%

		金融機関										42																金融機関										23%

		取引先		49		82		92		114		119																取引先		37%		56%		56%		63%		64%

		同業他社		30		42		44		49		60																同業他社		22%		29%		27%		27%		32%

		異業種他社		19		34		35		48		64																異業種他社		14%		23%		21%		27%		34%

		業界団体 ギョウカイダンタイ						63		70		87																業界団体 ギョウカイダンタイ						39%		39%		47%

		政府・自治体・政府系団体　（JICA等含む）		88		91		85		92		85																政府・自治体・政府系団体　（JICA等含む）		66%		62%		52%		51%		46%

		（国内）地方自治体						54		61		74																（国内）地方自治体						33%		34%		40%

		外国政府/自治体/政府関係団体						51		42		53																外国政府/自治体/政府関係団体						31%		23%		28%

		NGO/NPO		68		79		67		74		87																NGO/NPO		51%		54%		41%		41%		47%

		アカデミア　		16		25		36		38		55																アカデミア　		12%		17%		22%		21%		30%

		国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						42		65		64																国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						26%		36%		34%

		その他（具体的に）		49		7		6		2		4																その他（具体的に）		37%		5%		4%		1%		2%

		特にない トク		9		6		9		4		4																特にない トク		7%		4%		6%		2%		2%

		計		420		555		769		838																		計

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-24　（3-12について、特にない以外の方へ）取組事例を具体的に記入ください。また、そのパートナーが重要と考える理由は何ですか（期待する役割は何ですか）？（任意） トクイ�������������������"��4��7��:�"=�$B�'F�+ニンイ

		3-24'!A1

		3-25　パートナーのなかでSDGsでのかかわりが増しているところはありますか？（必須、複数回答可）																										3-25　パートナーのなかでSDGsでのかかわりが増しているところはありますか？（必須、複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		顧客						27																				顧客						17%

		消費者						11																				消費者						7%

		顧客･消費者								33		57																顧客･消費者								18%		31%

		株主・投資家						26		29		62																株主・投資家						16%		16%		33%

		金融機関										23																金融機関										12%

		取引先						27		53		65																取引先						17%		29%		35%

		同業他社						12		17		15																同業他社						7%		9%		8%

		異業種他社						12		20		23																異業種他社						7%		11%		12%

		業界団体						15		28		36																業界団体						9%		16%		19%

		日本政府/政府系団体（JICA等含む）						26		40		33																日本政府/政府系団体（JICA等含む）						16%		22%		18%

		（国内）地方自治体						19		30		53																（国内）地方自治体						12%		17%		28%

		外国政府/地方自治体/政府系団体						12		10		11																外国政府/地方自治体/政府系団体						7%		6%		6%

		NGO/NPO						42		33		43																NGO/NPO						26%		18%		23%

		アカデミア						19		15		30																アカデミア						12%		8%		16%

		国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						20		30		21																国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						12%		17%		11%

		その他（具体的に）						5		1		8																その他（具体的に）						3%		1%		4%

		特にない						58		40		31																特にない						36%		22%		17%

								331		379		511

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-25 ﾊﾟｰﾄﾅｰのなかでSDGsの取組みで連携したいが､できていないところはありますか？（必須、複数回答可）																										3-25 ﾊﾟｰﾄﾅｰのなかでSDGsの取組みで連携したいが､できていないところはありますか？（必須、複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		顧客･消費者										34																顧客･消費者										18%

		株主・投資家										17																株主・投資家										9%

		金融機関										7																金融機関										4%

		取引先										22																取引先										12%

		同業他社										19																同業他社										10%

		異業種他社										21																異業種他社										11%

		業界団体										19																業界団体										10%

		日本政府/政府系団体（JICA等含む）										11																日本政府/政府系団体（JICA等含む）										6%

		（国内）地方自治体										4																（国内）地方自治体										2%

		外国政府/地方自治体/政府系団体										13																外国政府/地方自治体/政府系団体										7%

		NGO/NPO										15																NGO/NPO										11%

		アカデミア										21																アカデミア										8%

		国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ										12																国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ										6%

		その他（具体的に）										4																その他（具体的に）										2%

		特にない										80																特にない										43%

												299

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-25　SDGsに関連する以下の取組のうち､過去1年間の取組状況を4段階でお答えください｡

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018								2019								2020

		正の影響度1～4（積極的に取組んでいる→取組んでいない） セイエイキョウドセッキョクテキトリクトリク								1		2		3		4		1		2		3		4						2018検算 ケンザン		2019検算 ケンザン

		本業を通じたSDGsへの貢献																84		80		15		7								186

		CSR調達								55		82		24		19		58		77		32		19						180		186

		気候変動(温室効果ｶﾞｽ削減)への対応																79		71		21		15								186

		気候変動(適応)および防災への対応																56		90		29		11								186

		人権ﾃﾞｭｰﾃﾞﾘｼﾞｪﾝｽ								37		69		46		28		43		72		47		24						180		186

		TCFD(気候関連財務情報開示ﾀｽｸﾌｫｰｽ)への対応								23		52		41		64		48		37		39		62						180		186

		ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ問題								30		43		56		51		37		64		60		25						180		186

		国内貧困問題								12		28		64		76		11		25		79		71						180		186

		外国人労働者･技能実習生の労働問題								24		44		51		61		29		45		62		50						180		186

		ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ/女性活躍								91		63		14		12		75		73		26		12						180		186

		腐敗防止								81		51		27		21		76		66		30		14						180		186

		地方創生･自治体SDGsとの連携								39		54		53		34		45		52		57		32						180		186

		ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(AI･loTなど)とSDGsの取組								48		46		52		34		43		48		68		27						180		186

		情報開示のための統合報告書などﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞにおけるSDGsの記述
※2018年までは「ﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞにおけるSDGsの取組」 ネン								62		72		31		15		94		56		22		14						180		186

		その他､特に注力している取組(具体的に)

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		3-26 ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ経営と働き方改革に関する以下の取組のうち､御社の取組状況を4段階でお答えください｡

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018								2019		2020

		正の影響度1～4（積極的に取組んでいる→取組んでいない） セイエイキョウドセッキョクテキトリクトリク								1		2		3		4		前年度と同主旨の質問なし												2018検算 ケンザン

		ﾄｯﾌﾟのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ発揮								101		50		23		6														180

		女性の管理職以上への登用								78		68		23		11														180

		有休の産前休業･産後休業の取得支援								114		52		7		7														180

		男性が利用可能な育児休業の取得支援								95		55		19		11														180

		親の介護･看護のための支援推進								98		65		12		5														180

		ﾃﾚﾜｰｸ･ﾘﾓｰﾄﾜｰｸの推進								77		47		35		21														180

		社員のﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽの推進								104		62		13		1														180

		暴力､ﾊﾗｽﾒﾝﾄ(ﾊﾟﾜﾊﾗ､ｾｸﾊﾗなど)のない職場環境整備								116		53		8		3														180

		仕事中･通勤中における女性特有の健康､安全､衛生の取組								47		75		43		15														180

		ｻﾌﾟﾗｲﾔｰのｼﾞｪﾝﾀﾞｰ平等､ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨの促進								24		53		64		39														180

		その他､特に注力している取組(具体的に)								41		30		11		54														136

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		3-26　（「地方創生」「地方の抱える課題の解消」の観点から）地方自治体との連携によりSDGsへの取り組む可能性はありますか？（必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		ある						57		前年度と同主旨の質問なし		前年度と同主旨の質問なし

		今はないが検討したい イマケントウ						60

		ない						38

		その他 タ						8

								163

		3-27  過去１年間に貴社・団体が公開・開示した情報（報告書やWebなど）のうち、SDGsに関する掲載はありますか？ （複数回答可・必須） ケイサイフクスウカイトウカ																										3-27  過去１年間に貴社・団体が公開・開示した情報（報告書やWebなど）のうち、SDGsに関する掲載はありますか？ （複数回答可・必須） ケイサイフクスウカイトウカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		掲載がある　				54																						掲載がある　				37%

		トップメッセージなどの課題認識表明						71		111		133																トップメッセージなどの課題認識表明						44%		62%		72%

		重要課題・方針への反映　						57		91		113																重要課題・方針への反映　						35%		51%		61%

		CSR活動とのマッピング						54		103		99																CSR活動とのマッピング						33%		57%		53%

		注目するＳＤＧｓ目標の宣言						29		49		68																注目するＳＤＧｓ目標の宣言						18%		27%		37%

		事業との紐づけ						45		95		111																事業との紐づけ						28%		53%		60%

		新プロジェクトの立ち上げ発表						8		14		18																新プロジェクトの立ち上げ発表						5%		8%		10%

		その他（具体的に）						15		10		6																その他（具体的に）						9%		6%		3%

		特に掲載はない				93		46		20		14																特に掲載はない				63%		28%		11%		8%

		計		0		147		325		493		562																計		0		100%		1.9938650307

		3-28　過去一年間に貴社・団体が開示したSDGsに関する情報で定量的なデータがありましたら以下に記載ください。（自由記述）

		3-28'!A1

		3-29  （掲載がある方へ）GCNJでは、SDGs事例集を作成する予定ですが、情報提供をしていただけますか？ （必須） ケイサイカタジレイシュウサクセイヨテイジョウホウテイキョウ																										3-29  （掲載がある方へ）GCNJでは、SDGs事例集を作成する予定ですが、情報提供をしていただけますか？ （必須） ケイサイカタジレイシュウサクセイヨテイジョウホウテイキョウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社長･経営層が受けてもよい								9		前年度と同主旨の質問なし																社長･経営層が受けてもよい								5%		前年度と同主旨の質問なし

		提供してもよい				37		69		64																		提供してもよい				69%		42%		36%

		提供しない				17		61		107																		提供しない				31%		37%		59%

		空白 クウハク						33																				空白 クウハク						20%

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		3-30 SDGsｳｫｯｼｭという用語(実態が伴っていないのに､SDGsに対応しているように見せかけること)を知っていますか?(必須)																										3-30 SDGsｳｫｯｼｭという用語(実態が伴っていないのに､SDGsに対応しているように見せかけること)を知っていますか?(必須)

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		はい										142																はい										76%

		いいえ										44																いいえ										24%

												186

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-32 今後のSDGsの取組に向けて､どのようなことを知りたいですか?（必須、複数回答可）																										3-32 今後のSDGsの取組に向けて､どのようなことを知りたいですか?（必須、複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		海外企業によるSDGs取組の優良事例										87																海外企業によるSDGs取組の優良事例										47%

		国内企業によるSDGs取組の優良事例										120																国内企業によるSDGs取組の優良事例										65%

		SDGsｳｫｯｼｭの事例										73																SDGsｳｫｯｼｭの事例										39%

		ﾄｯﾌﾟのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを引き出す方法										39																ﾄｯﾌﾟのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを引き出す方法										21%

		社内でのSDGsの浸透方法										106																社内でのSDGsの浸透方法										57%

		SDGsに取り組むための組織体制のあり方										71																SDGsに取り組むための組織体制のあり方										38%

		経営理念やﾋﾞｼﾞｮﾝへの統合方法										71																経営理念やﾋﾞｼﾞｮﾝへの統合方法										38%

		KPIの設定方法										107																KPIの設定方法										58%

		中長期目標の設定方法										86																中長期目標の設定方法										46%

		SDGs取組に関する測定･評価方法										124																SDGs取組に関する測定･評価方法										67%

		情報開示･ﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞの方法										66																情報開示･ﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞの方法										3%

		その他(自由回答)										6																その他(自由回答)										35%

		特になし										2																特になし										1%

												958

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-33 情報交換のために海外企業が参加するﾈｯﾄﾜｰｸへの参加に関心がありますか?（必須）																										3-33 情報交換のために海外企業が参加するﾈｯﾄﾜｰｸへの参加に関心がありますか?（必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		はい										95																はい										51%

		いいえ										91																いいえ										49%

												186

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク



2015年は上位5を選択

2015年は上位5を選択

2015年は上位5を選択

2015年は上位5を選択



3)SDGsの取組みに関する質問 
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グラフ一覧(15vs16)

		



ステップ1「SDGsを理解する」

ステップ2「優先課題を決定する」

ステップ3「目標を設定する」

ステップ4「経営へ統合する」

ステップ5「報告とコミュニケーションを行う」

SDG Compassの進捗度



4_2018特有の質問(ESGへの取組)

		



特に現状と変える予定はない

専任組織を設立する

SDGsに貢献できる新しいプロジェクトを立ち上げる

SDGs関連のフィランソロピー活動（寄付等）を行う

自社のCSRの重点課題に反映する

自社の戦略・経営計画に反映する

外部との連携・パートナーシップを強化する

社内啓発を強化する

評価の仕組み・指標を検討する

その他（具体的に）

わからない



4_SCに関する回答結果

		



CEO

取締役会

経営執行会議体

経営企画部門

CSR部門

IR部門

新規事業開発

事業部門

社内横断プロジェクト

特にない

その他



		4-1 貴社・貴団体にとって「持続可能な消費と生産」という課題は組織上のまたは経営戦略上の重要な課題であると考えますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		はい				110

		いいえ				3

		どちらともいえない				34

		計		0		147

		4-2 商品の流通システムが国境を超える今、原材料・商品の購入において環境・社会問題に配慮した様々
な認証制度があります。どのような認証制度が重要だと考えますか？ （任意） ニンイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		4-3 貴社・貴団体は「持続可能な消費と生産」のどの分野に取り組んでいますか？（複数選択可） （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		資源の有効活用　				118

		廃棄物の管理・削減				122

		持続可能な化学物質管理				78

		消費者・顧客への環境情報の提供				100

		持続可能なビルや建物の建築				28

		持続可能な観光の推進 ジゾクカノウカンコウスイシン				3

		その他（具体的に）				13

		特にない トク				6

		計		0		468

		4-4 貴社・貴団体において「持続可能な消費と生産」の課題に取り組んでいる主な部署はどこですか？（複数選択可） （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		経営企画・戦略				37

		研究開発				43

		人事				5

		財務				4

		マーケティング				18

		広報				11

		物流・調達				54

		CSR(企業の社会的責任)・環境				106

		その他（具体的に）				40

		特にない トク				12

		計		0		330

		4-5 貴社・貴団体が「持続可能な消費と生産」の課題に取り組む理由を教えてください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		ブランドイメージの向上 コウジョウ				31

		新しい製品・サービス開発 アタラセイヒンカイハツ				34

		新たな投資と投資のリターン アラトウシトウシ				3

		売り上げの増加 ウアゾウカ				15

		費用の削減 ヒヨウサクゲン				15

		従業員の満足度の向上 ジュウギョウインマンゾクドコウジョウ				5

		見返りを求めないボランティア活動 ミカエモトカツドウ				4

		その他（具体的に） タグタイテキ				32

		特にない トク				8

		計		0		147

		4-6 貴社・貴団体が「持続可能な消費と生産」を推進する上でどのような障害があると考えられますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社会の関心の薄さ シャカイカンシンウス				40

		消費者・顧客の関心の薄さ ショウヒシャコキャクカンシンウス				27

		実施に向けた技術やノウハウの欠如				35

		高い初期投資 タカショキトウシ				14

		その他（具体的に） タグタイテキ				7

		特にない トク				24

		計		0		147





		＜SDGs実態調査:2015 vs 2016＞ ジッタイチョウサ

		2-2 貴社・団体内でのSDGsの認知度について、あてはまる状況を下記より選択してください。（複数選択可）  （必須） ナイ

		3-2　SDGs各目標について、貴社・貴団体（バリューチェーンも含む）の事業が及ぼす経済・環境・社会面への影響を教えてください。　 オシ

						2015				2016

				目標9 モクヒョウ		第1位 ダイイ				第4位 ダイイ

				目標13 モクヒョウ		第4位 ダイイ				第1位 ダイイ

		3-3　SDGs各目標について、主要ステークホルダーによる貴社・貴団体に対する評価・決定への影響を教えてください。　 カクシュヨウキシャキダンタイタイヒョウカケッテイエイキョウオシ

						2015				2016

				目標7 モクヒョウ		第5位 ダイイ				第1位 ダイイ

				目標13 モクヒョウ		第1位 ダイイ				第3位 ダイイ

		3-10 SDGsに取組む場合にどのようなことが課題になっていますか？（複数選択可） （必須） トクバアイカダイフクスウセンタクカ

		3-11　SDGs推進に一番影響力のあるセクターはどこだと考えますか？ （必須） スイシンイチバンエイキョウリョクカンガ

		3-12　自社でSDGsを推進するために重要なパートナーはどこだと考えますか？　
下記よりあてはまるものを選択ください。（複数選択可） ジシャジュウヨウ





		2015		2015		2015		2015		2015

		2016		2016		2016		2016		2016



主にCSR担当に定着している

経営陣に定着している

中間管理職に定着している

関連会社などステークホルダーにも定着している

わからない

社内/団体内でのSDGs認知度

0.6119402985

0.2014925373

0.0373134328

0.1492537313

0.8367346939

0.2789115646

0.0544217687

0.0272108844

0.1156462585



		0		0		0		0		0		0		0		0		0



SDGsにおける課題



		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0



SDGs推進における最も影響力のあるセクター



		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0



SDGs推進において最も重要なパートナー



		01.<水産・農林業>水産・農林業		01.<水産・農林業>水産・農林業

		02.<鉱業>鉱業		02.<鉱業>鉱業

		03.<建設業>建設業		03.<建設業>建設業

		04.<製造業>食料品		04.<製造業>食料品

		05.<製造業>繊維製品		05.<製造業>繊維製品

		06.<製造業>パルプ・紙		06.<製造業>パルプ・紙

		07.<製造業>化学		07.<製造業>化学

		08.<製造業>医薬品		08.<製造業>医薬品

		09.<製造業>石油・石炭製品		09.<製造業>石油・石炭製品

		10.<製造業>ゴム製品		10.<製造業>ゴム製品

		11.<製造業>ガラス・土石製品		11.<製造業>ガラス・土石製品

		13.<製造業>非鉄金属		13.<製造業>非鉄金属

		14.<製造業>金属製品		14.<製造業>金属製品

		15.<製造業>機械		15.<製造業>機械

		16.<製造業>電気機器		16.<製造業>電気機器

		17.<製造業>輸送用機器		17.<製造業>輸送用機器

		18.<製造業>精密機器		18.<製造業>精密機器

		19.<製造業>その他製品		19.<製造業>その他製品

		20.<電気・ガス業>電気・ガス業		20.<電気・ガス業>電気・ガス業

		21.<運輸・情報通信業>陸・海・空運業		21.<運輸・情報通信業>陸・海・空運業

		22.<運輸・情報通信業>倉庫・運輸関連		22.<運輸・情報通信業>倉庫・運輸関連

		23.<運輸・情報通信業>情報・通信業		23.<運輸・情報通信業>情報・通信業

		24.<商業>卸売業・小売業		24.<商業>卸売業・小売業

		25.<金融・保険業>銀行・証券/先物取引・保険・その他金融		25.<金融・保険業>銀行・証券/先物取引・保険・その他金融

		26.<不動産業>不動産業		26.<不動産業>不動産業

		27.<サービス業>サービス業		27.<サービス業>サービス業

		28.学術・協会		28.学術・協会

		29.自治体		29.自治体

		30.NPO/NGO団体		30.NPO/NGO団体



2015

2016

業種

0.0074626866

0.0136054422

0.0149253731

0.0068027211

0.0223880597

0.0340136054

0.0447761194

0.0408163265

0.0223880597

0.0136054422

0.0149253731

0.0136054422

0.1044776119

0.0884353741

0.0223880597

0.0204081633

0.0149253731

0.0068027211

0.0223880597

0.0204081633

0.0149253731

0.0340136054

0.0149253731

0.0204081633

0.0074626866

0.0136054422

0.0597014925

0.0476190476

0.1492537313

0.156462585

0

0

0.0373134328

0.0136054422

0.0597014925

0.0272108844

0.0074626866

0.0544217687

0.0149253731

0.0136054422

0.0074626866

0.0204081633

0.052238806

0.0340136054

0.0746268657

0.074829932

0.0447761194

0.0544217687

0.0074626866

0.0068027211

0.1044776119

0.1156462585

0.0373134328

0.0408163265

0.0074626866

0.0068027211

0.0074626866

0.0068027211



		

				4-1 貴社･団体ではESGへの取組はどの程度重点を置いていますか､4段階でお答えください｡ （必須）

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019												2015		2016		2017		2018		2019		2020

				1.とても重点を置いている										82																				44%

				2.ある程度重点を置いている										68																				37%

				3.あまり重点を置いていない										25																				13%

				4.重点を置いていない										11																				6%

														186

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

				4-2 貴社･団体における以下のESGの取組について､取組状況を4段階でお答えください｡（必須）

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019

				取組状況1～4（積極的に取り組んでいる→取り組んでいない） トリクミジョウキョウセッキョクテキトクトク										1		2		3		4														2019検算 ケンザン

				ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ(投資家との対話､地域住民との対話､専門家との対話など)										52		86		33		15														186

				ﾘｽｸ分析とESG課題の把握(ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの見直し､気候ﾘｽｸの分析･把握､ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ体制など)										48		75		47		16														186

				ﾘｽｸ分析とESG課題の把握(ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの見直し､気候ﾘｽｸの分析･把握､ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ体制など)										44		82		42		18														186

				情報開示(CDPやTCFDへの対応､開示内容や方法の見直し､評価機関対応など)										61		64		33		28														186

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

				4-6 貴社･団体のSDGs/ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨの取組みの資金調達において､以下のいずれかを活用したことがありますか､もしくは活用を予定していますか｡(必須､複数回答可)

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2015		2016		2017		2018		2019		2020

				ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨｰﾎﾞﾝﾄﾞ										5																				3%

				ｸﾞﾘｰﾝﾎﾞﾝﾄﾞ										14																				8%

				ｿｰｼｬﾙﾎﾞﾝﾄﾞ										6																				3%

				ｸﾞﾘｰﾝﾛｰﾝ										4																				2%

				ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨﾘﾝｸﾛｰﾝ										6																				3%

				その他(具体的に)										17																				9%

				特にない										146																				78%

														198

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

				4-7 (上記4-6で｢特にない｣を選択した方へ)これら資金調達方法を活用したことがなく､活用予定もない場合､その理由は何ですか?(任意)

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2015		2016		2017		2018		2019		2020

				追加ｺｽﾄがかかる										7																				4%

				調達資金使途の事業の特定が困難										2																				1%

				社内での合意形成が困難										9																				5%

				通常社債･ﾛｰﾝで資金調達が可能だから										15																				8%

				｢4-6｣の資金調達方法を認識していなかった										11																				6%

				｢4-6｣の資金調達方法を検討したことがないので特に理由はない										76																				41%

				その他(具体的に)										17																				9%

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク





		

		4-1 サプライチェーン上のパートナー・取引先に対しどの程度国連グローバルコンパクト10原則の支持を考慮していますか？１－５までのレベルに合わせて回答ください。（必須）　1=考慮しない　5=必須である（1-5から一つを選択）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				考慮する コウリョ		62		20														38%		11%

				少しは考慮する スココウリョ		35		51														21%		28%

				考慮しない コウリョ		29		57														18%		32%

				かなり考慮する コウリョ		19		23														12%		13%

				必須である ヒッス		18		29														11%		16%

						163		180

		4-2　4-1 で（1）と回答した方に伺います。サプライチェーン上のパートナーや取引先に10原則の支持を求めていない理由を教えてください。（必須、複数回答可）_資金リソースの欠如　

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				優先事項でない ユウセンジコウ		13		7														8%		4%

				その他 タ		12		7														7%		4%

				わからない		7		4														4%		2%

				キャパシティ不足 フソク		6		0														4%		0%

				10原則を調達方針に反映する知見がない　		6		2														4%		1%

				CSR関連のデータがない カンレン		3		1														2%		1%

				資金リソースの欠如 シキンケツジョ		2		1														1%		1%

				事業価値向上に明確に関連すると思われない　		2		0														1%		0%

						51		22

		4-3　4-1 で（2）から（5）のいずれかを回答した方に伺います。サプライチェーン上のパートナーや取引先にどのようなことを求めていますか？（必須、複数回答可）_関連文書（契約書、発注書など）に反映

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				関連文書（契約書、発注書など）に反映		58		64														36%		36%

				潜在的なパートナーに対しCSRのデューデリジェンスを実施　		30		33														18%		18%

				調達スタッフの研修にCSR調達を反映　		30		43														18%		24%

				その他 タ		28		24														17%		13%

				取引先の改善策のレビュー		25		35														15%		19%

				ステークホルダーと取引先のエンゲージメントを推進		17		21														10%		12%

				取引先に対し関連課題の研修を実施		12		27														7%		15%

				CSR調達に関し優れた取引先を表彰		11		13														7%		7%

				取引先のゴール設定・レビュー活動を支援		11		18														7%		10%

				何もしていない		6		8														4%		4%

				わからない		5		8														3%		4%

		4-4　どの階層の取引先に対しCSRにかかわるデューデリジェンスを行っていますか？

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				一次取引先　		112		102														69%		57%

				その他 タ		38		4														23%		2%

				契約額の大きい取引先　		31		33														19%		18%

				リスクアセスメント実施後認定された取引先　		19		15														12%		8%

				二次取引先　		4		12														2%		7%

				すべての階層の取引先　		4		7														2%		4%

				把握していない				10																6%

						208		173

				*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		4-5　サプライチェーンの管理においてどのガイドラインを使用していますか？（必須）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				自社独自のガイドライン　		110		118														67%		66%

				使用していない シヨウ		24		27														15%		15%

				業界共通のガイドライン　		12		26														7%		14%

				その他ガイドライン		9		18														6%		10%

				わからない		8		16														5%		9%

						163		205

		4-6　取引条件に認証制度を取り入れていますか？（必須）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				いいえ		114		125														70%		69%

				わからない		21		17														13%		9%

				その他 タ		16		15														10%		8%

				はい		12		23														7%		13%

						163		180

		4-7　4-6に該当する場合、どの認証制度を活用していますか？（必須、複数回答可）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				わからない		22		12														13%		7%

				FSC		14		29														9%		16%

				その他 タ		12		9														7%		5%

				MSC		3		3														2%		2%

				RSPO		3		11														2%		6%

				ASC		1		3														1%		2%
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SDGsの推進活動主体

• 2017年にCSR部門が77％だったのが、2019年には60％まで減少
• CEO、経営執行会議体、経営企画部門等、経営に関わるほぼすべての部門・
主体が増加（とくに、経営企画部門は17→38％と顕著な増加）

2015年:n=134
2016年:n=147
2017年:n=163
2018年:n=180
2019年:n=185
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0)初めに

		【GCNJ　会員アソシエイト向けSDGs実態調査】について カイインムジッタイチョウサ

		１．		概要 ガイヨウ

				No.		項目 コウモク		内容 ナイヨウ		備考 ビコウ

				01		名称 メイショウ		GCNJ会員・アソシエイト会員　SDGsへの取組状況に関する実態調査

				02		趣旨 シュシ		・GCNJ会員企業・団体のSDGsの取り組み状況の実態把握
・SDGsの啓発・広報活動の基礎資料とするため

				03		実施時期 ジッシジキ		9月（アンケート開始）～12月（レポート和文完成） ガツカイシガツワブンカンセイ		16年度実績ベース、作業スケジュールは下記参照 ネンドジッセキサギョウカキサンショウ

				04		実施者 ジッシシャ		GCNJ

				05		対象者 タイショウシャ		GCNJ会員・アソシエイト会員

				06		方法 ホウホウ		1)WEBアンケート
2)追加ヒアリング		1)Synergy!
2)情報開示OK会員/アソシエイト,NGO/NPO,省庁 他関係外部機関 ジョウホウカイジカイインショウチョウホカカンケイガイブキカン

				07		レポート		アンケート結果分析及びまとめ ケッカブンセキオヨ		日英版作成及び出版 ニチエイバンサクセイオヨシュッパン

		２．		作業内容＆スケジュール（目安） サギョウナイヨウメヤス

				No.		項目 コウモク		内容 ナイヨウ		時期、要領等 ジキヨウリョウナド

				01		プロジェクト全般 ゼンパン		方針及び実施スケジュール検討＆確定 ホウシンオヨジッシケントウカクテイ		~8/M:実施スキーム＋提携先/パートナー テイケイサキ

				02		アンケート		方針及び実施スケジュール検討＆確定 ホウシンオヨジッシケントウカクテイ		~8/M:SDGs TFやIGES等関係機関からのアイデアインプット？ ナドカンケイキカン

								アンケート作成＆Synergy!設計 サクセイセッケイ		~9/B:

				03				アンケート実施 ジッシ		9/B~M:回答率は50％以上必須 カイトウリツイジョウヒッス

				04		データ解析 カイセキ		データ集計 シュウケイ		9/M~E:エクセルデータ集計・作業が大変な場合は外注？ シュウケイサギョウタイヘンバアイガイチュウ

								データ解析&ヒアリング		9/E~:データ解析[クロス分析　他] カイセキブンセキホカ

										9/E~:ヒアリング[訪問先選定/アポ取り→ヒアリング実施→ヒアリングまとめ]
→ヒアリングは必要に応じ随時実施する ホウモンサキセンテイトジッシヒツヨウオウズイジジッシ

								一次結果まとめ&公表		10/B~M:単純集計結果のまとめ、公表(PPT/会員サイト掲載) タンジュンシュウケイケッカコウヒョウカイインケイサイ

				05		レポート（和文） ワブン		方針及び実施スケジュール検討＆確定 ホウシンオヨジッシケントウカクテイ		10/E~:構成、資料価値/ターゲット等の検討 コウセイシリョウカチナドケントウ

								執筆 シッピツ		11/M~:

								校正・出版、プレスリリース コウセイシュッパン		12/M~1/M

		３．		その他 ホカ

				1)		経年変化を見る目的から、同様の設問を採用する（ベースは16年度版、但し、設問の意図が正しく伝わるよう表現は適宜変更可） ケイネンヘンカミモクテキドウヨウセツモンサイヨウネンドバンタダセツモンイトタダツタヒョウゲンテキギヘンコウカ

				2)		元データで作業せず、必ずコピーを取って作業する（事故防止） モトサギョウカナラトサギョウジコボウシ

				3)		データシートにはデータのみ記載、グラフは別シートに作成 キサイベツサクセイ

				4)		ヒアリングは方針が決まったら早めにコンタクトする（特に省庁は時期によっては対応が難しい場合あり） ホウシンキハヤトクショウチョウジキタイオウムズカバアイ





1)業種

		1業種 ギョウシュ				2015		2016		2017		2018		2019		2020		2015		2016		2017		2018		2019		2020

				01.<水産・農林業>水産・農林業		1		2		1								1%		1%		1%

				02.<鉱業>鉱業		2		1		2								1%		1%		1%

				03.<建設業>建設業		3		5		4								2%		3%		2%

				04.<製造業>食料品		6		6		8								4%		4%		5%				64.2%

				05.<製造業>繊維製品		3		2		2								2%		1%		1%

				06.<製造業>パルプ・紙		2		2		3								1%		1%		2%

				07.<製造業>化学		14		13		19								10%		9%		12%

				08.<製造業>医薬品		3		3		5								2%		2%		3%

				09.<製造業>石油・石炭製品		2		1		3								1%		1%		2%

				10.<製造業>ゴム製品		3		3		2								2%		2%		1%

				11.<製造業>ガラス・土石製品		2		5		3								1%		3%		2%

				13.<製造業>非鉄金属		2		3		4								1%		2%		2%

				14.<製造業>金属製品		1		2		1								1%		1%		1%

				15.<製造業>機械		8		7		8								6%		5%		5%

				16.<製造業>電気機器		20		23		22								15%		16%		13%

				17.<製造業>輸送用機器 ユソウヨウ		0		0		2								0%		0%		1%

				18.<製造業>精密機器		5		2		7								4%		1%		4%

				19.<製造業>その他製品		8		4		7								6%		3%		4%

				20.<電気・ガス業>電気・ガス業		1		8		3								1%		5%		2%

				21.<運輸・情報通信業>陸・海・空運業		2		2		6								1%		1%		4%

				22.<運輸・情報通信業>倉庫・運輸関連		1		3		1								1%		2%		1%

				23.<運輸・情報通信業>情報・通信業		7		5		6								5%		3%		4%

				24.<商業>卸売業・小売業		10		11		13								7%		7%		8%

				25.<金融・保険業>銀行・証券/先物取引・保険・その他金融		6		8		10								4%		5%		6%

				26.<不動産業>不動産業		1		1		2								1%		1%		1%

				27.<サービス業>サービス業		14		17		12								10%		12%		7%

				28.学術・協会		5		6		4								4%		4%		2%

				29.自治体		1		1		1								1%		1%		1%

				30.NPO/NGO団体		1		1		2								1%		1%		1%

				総計		134		147		163





1)事業対象・規模

				1事業対象 ジギョウタイショウ

						2015		2016		2017		2018		2019		2020				2015		2016		2017		2018		2019		2020

				国際・世界（グローバル）				104		129		130		136								71%		79%		72%		73%

				国際・地方（リージョナル）				7		6		5		6								5%		4%		3%		3%

				国内・全国（ナショナル）				27		16		33		25								18%		10%		18%		13%

				国内・地方（ローカル）				9		12		12		19								6%		7%		7%		10%

				計 ケイ				147		163		180		186

				従業員数 ジュウギョウインスウ

						2015		2016		2017		2018		2019		2020				2015		2016		2017		2018		2019		2020

				10-249				22		16		29		33								15%		10%		16%		18%

				250-4999				38		46		46		56								26%		28%		26%		30%

				5000-50000				61		73		73		71								41%		45%		41%		38%

				50000以上 イジョウ				26		28		32		26								18%		17%		18%		14%

				計 ケイ				147		163		180		186

				売上規模 ウリアゲキボ

						2015		2016		2017		2018		2019		2020				2015		2016		2017		2018		2019		2020

				25億円未満				15		11		18		21								10%		7%		10%		11%

				25億円-250億円未満				12		12		17		14								8%		7%		9%		8%

				250億円-1000億円未満				12		15		16		18								8%		9%		9%		10%

				1000億円以上				102		122		120		122								69%		75%		67%		66%

				該当なし ガイトウ				6		3		9		11								4%		2%		5%		6%

				計 ケイ				147		163		180		186

				1-12 貴社本社/団体本部所在地（地域）				2016		2017		2018		2019		2020								2017		2018		2019		2020

				北海道・東北		1		3		1		2		0								2%		1%		1%		0%

				首都圏
(東京･神奈川･埼玉･千葉)		2		110		122		128		122								75%		75%		71%		66%

				関東(上記｢首都圏｣以外)･甲信越		3		2		7		6		14								1%		4%		3%		8%

				北陸 ホクリク		4		1		1		2		2								1%		1%		1%		1%

				東海 トウカイ		5		6		5		7		9								4%		3%		4%		5%

				近畿 キンキ		6		23		27		32		38								16%		17%		18%		20%

				中国･四国		7		1				0		0								1%				0%		0%

				九州･沖縄		8		1				1		0												1%		0%

				その他		9						2		1												1%		1%

								147		163		180		186

				アンケート回答回数 カイトウカイスウ				2016		2017		2018		2019		2020						2016		2017		2018		2019		2020

				はい(今回が初めての回答です)										67														36%

				いいえ										119														64%

														186

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク





2)SDGs認知度に対する質問

		2-1 貴社・団体内では、SDGsをどのように認識しているか？（複数選択可） （必須） ニンシキヒッス																		グラフ用 ヨウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		持続可能性に関わる価値の向上				116		125		148		163														79%		77%		82%		88%

		ステークホルダーとの関係強化				89		89		107		128														61%		55%		59%		69%

		将来のビジネスチャンス				88		94		125		129														60%		58%		69%		69%

		社会と市場の安定化				84		84		105		100														57%		52%		58%		54%

		企業の存在価値向上						121		144		153																74%		80%		82%

		重要と認識しているが明確な目的は模索中						32		17		13																20%		9%		7%

		投資家対応						48		49		57																29%		27%		31%

		特に重要であるとの認識はない				7		2		0		0														5%		1%		0%		0%

		その他（具体的に）				7		7		9		9														5%		4%		5%		5%

		計 ケイ				391		602

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-2 貴社・団体内でのSDGsの認知度について、あてはまる状況を下記より選択してください。（複数選択可）  （必須） ナイ																				2-2 貴社・団体内でのSDGsの認知度について、あてはまる状況を下記より選択してください。（複数選択可）  （必須） ナイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		主にCSR担当に定着している		82		123		140		152		144												61%		84%		86%		84%		77%

		経営陣に定着している		27		41		59		107		144												20%		28%		36%		59%		77%

		中間管理職に定着している		5		8		15		33		61												4%		5%		9%		18%		33%

		従業員にも定着している						13		30		39																8%		17%		21%

		関連会社などステークホルダーにも定着している				4		4		8		13														3%		2%		4%		7%

		わからない		20		17		11		5		4												15%		12%		7%		3%		2%

		計 ケイ		134		193		242		335		405

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-2 この1年間でSDGsに対する社会の認知度について､貴社･団体としてはどのように認識されていますか?(必須)...(ＳＡ)																				2-2 この1年間でSDGsに対する社会の認知度について､貴社･団体としてはどのように認識されていますか?(必須)...(ＳＡ)

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		認知がかなり進んだ						24		59		80																15%		33%		43%

		認知が少し進んだ						116		105		99																71%		58%		53%

		変わらない						19		16		5																12%		9%		3%

		認知が後退した						0		0		0																0%		0%		0%

		わからない						4		0		2																2%		0%		1%

		計 ケイ		0		0		163		180		186

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-3 貴社・団体内でのSDGsの認知度向上のために、どのような活動をしていますか？（複数選択可） （必須） ナイコウジョウカツドウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		研修（e-Learningも含む）				36		50		71		100														24%		31%		39%		54%

		WEBでの周知				36		51		79		105														24%		31%		44%		56%

		社報等（紙媒体）での周知				41		66		93		114														28%		40%		52%		61%

		トップメッセージ				40		65		100		121														27%		40%		56%		65%

		専任組織の立上				2		3		14		25														1%		2%		8%		13%

		新入社員オリエンテーション						37		65		81																23%		36%		44%

		管理職研修 カンリショクケンシュウ						24		43		66																15%		24%		35%

		業績評価への連動						1		3		3																1%		2%		2%

		行動憲章・行動規範への掲載						6		9		27																4%		5%		15%

		経営方針説明会などでの言及						27		57		74																17%		32%		40%

		SDGsﾊﾞｯｼﾞ等のｸﾞｯｽﾞの社員への配布								48		83																		27%		45%

		啓発ﾎﾟｽﾀｰなど								18		26																		10%		14%

		外部ｾﾐﾅｰへの参加										101																				54%

		その他				30		35		43		38														20%		21%		24%		20%

		特にない トク				45		25		7		1														31%		15%		4%		1%

		計 ケイ		0		230		390

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		2-4 （2-3　特にない以外の方へ）貴社・団体内でのSDGsの認知度向上の活動は、どこを対象にしていますか？（複数選択可） （必須） トクイガイカタナイコウジョウカツドウタイショウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社内				79		87		93		150														54%		53%		52%		81%

		グループ会社全体（国内）				59		67		68		117														40%		41%		38%		63%

		グループ会社全体（海外）				45		52		52		88														31%		32%		29%		47%

		サプライチェーン（一次取引先）				13		12		25		33														9%		7%		14%		18%

		地域社会 チイキシャカイ						14		20		35																9%		11%		19%

		その他				5		11		9		18														3%		7%		5%		10%

		計 ケイ		0		201		243		267		441

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-5　関心のあるSDGsに関するツール（複数選択可） （必須） カンシンカン

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDG Compass				115		102		121		122														78%		31%		67%		66%

		SDGs Industry Matrix				62		51		53		42														42%		1%		29%		23%

		Poverty Footprint				11		2		1		0														7%		47%		1%		0%

		GRIガイドライン						77		94		87																6%		52%		47%

		PwC Navigating the SDGs						9		7		4																53%		4%		2%

		GCNJが提供している資料(webを含む）						86		64		81																0%		36%		44%

		経団連行動憲章実行の手引き(第7版)								58		54																0%		32%		29%

		経団連SDGs特設ｻｲﾄ								40		38																13%		22%		20%

		その他				5		21		32		36														3%		1%		18%		19%

		活用していない カツヨウ						2

		計 ケイ		0		193		350

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク



CSR担当だけが知っている

経営陣も知っている

経営陣だけでなく、一般社員も知っている

SDGsが何か知らない、わからない　

CSR担当だけが知っている

経営陣も知っている

経営陣だけでなく、一般社員も知っている



2)SDGs認知度に対する質問

		



主にCSR担当に定着している

経営陣に定着している

中間管理職に定着している

従業員にも定着している

関連会社などステークホルダーにも定着している



3)SDGsの取組みに関する質問 

		※黄色は2017年度質問項目（茂木　3-1～9） キイロネンドシツモンコウモクモテギ

								（2017年度追加選択肢　以下「赤」） ネンドツイカセンタクシイカアカ

		3-1 貴社・団体内でのSDGsの推進活動は、どちらの組織が主体ですか？ （必須） ナイスイシンカツドウソシキシュタイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								2017		2018		2019				2020

		CEO						13		26		35								CEO		8%		14%		19%

		取締役会				3		8		11		17								取締役会		5%		6%		9%

		経営執行会議体				6		13		10		30								経営執行会議体		8%		6%		16%

		経営企画部門 ケイエイキカクブモン						28		45		71								経営企画部門 ケイエイキカクブモン		17%		25%		38%

		CSR部門				100		126		127		111								CSR部門		77%		71%		60%

		IR部門 ブモン						11		9		23								IR部門 ブモン		7%		5%		12%

		新規事業開発 シンキジギョウカイハツ						3		11		12								新規事業開発 シンキジギョウカイハツ		2%		6%		6%

		事業部門				11		9		21		24								事業部門		6%		12%		13%

		社内横断プロジェクト シャナイオウダン						11		17		15								社内横断プロジェクト シャナイオウダン		7%		9%		8%

		総務部門										3								特にない		7%		15%		2%

		法務部門										41								その他		12%		3%		20%

		広報部門										28

		特にない				17		12		27		3

		その他				10		20		6		37

		計 ケイ		0		147		163		180		186

		3-2　貴社・団体の取締役会（あるいは該当する会議体）ではどのぐらいの頻度でCSR/SDGsにかかわる方針や戦略の検討・評価を行っていますか？

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020

		必要に応じて議論 ヒツヨウオウギロン						65		97		114												40%		54%		61%

		通常議事の一部として議論 ツウジョウギジイチブギロン						13		29		28												8%		16%		15%

		取締役会では議事にあげず トリシマリヤクカイギジ						20		23		20												12%		13%		11%

		下位会議体にて議論 カイカイギタイギロン						27																17%		0%		0%

		わからない						8		10		7												5%		6%		4%

		その他 タ						30		21		17												18%		12%		9%

		計 ケイ						163		180		186

		3-3　上3-2で検討・評価を行っていると回答された方に伺います。方針策定後の戦略検討・評価は行っていますか？

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020

		必要に応じて議論 ヒツヨウオウギロン						73		82		111												45%		46%		60%

		通常議事の一部として議論 ツウジョウギジイチブギロン						19		27		30												12%		15%		16%

		取締役会では議事にあげず トリシマリヤクカイギジ						6		6		27												4%		3%		15%

		わからない						6		12		10												4%		7%		5%

		その他 タ						17		10		1												10%		6%		1%

		計 ケイ						121		137		179

		3-5 SDGsに関連した今後の取組状況を教えてください。 （必須）　　⇒　2017年度3－4に該当 カンレンコンゴトリクミジョウキョウオシネンドガイトウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020

		2030年までの取組計画がある				8		13		18		27												8%		10%		15%

		長期（5-10年）の取組がある				15		8		9		14												5%		5%		8%

		中期（3-5年）の取組がある				48		67		67		86												41%		37%		46%

		短期（年次、1-2年）の取組がある				38		28		38		33												17%		21%		18%

		わからない				38		47		48		26												29%		27%		14%

		計		0		147		163		180		186

		3-5　貴社・団体ではSDGs各目標の内、どの目標を重点に選んで活動していますか？当てはまる目標をすべて選択してください。（必須、複数回答可）																																2018		2019

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020				増加差異 ゾウカサイ		増加差異 ゾウカサイ

		目標1 モクヒョウ						27		37		44												17%		21%		24%						4%		3%

		目標2 モクヒョウ						24		41		47												15%		23%		25%						8%		2%

		目標3 モクヒョウ						82		116		121												50%		64%		65%						14%		1%

		目標4 モクヒョウ						48		70		81												29%		39%		44%						9%		5%

		目標5 モクヒョウ						71		93		101												44%		52%		54%						8%		3%

		目標6 モクヒョウ						49		66		62												30%		37%		33%						7%		-3%

		目標7 モクヒョウ						75		102		109												46%		57%		59%						11%		2%

		目標8 モクヒョウ						98		117		121												60%		65%		65%						5%		0%

		目標9 モクヒョウ						64		107		109												39%		59%		59%						20%		-1%

		目標10 モクヒョウ						35		57		72												21%		32%		39%						10%		7%

		目標11 モクヒョウ						56		91		102												34%		51%		55%						16%		4%

		目標12 モクヒョウ						83		112		129												51%		62%		69%						11%		7%

		目標13 モクヒョウ						103		130		136												63%		72%		73%						9%		1%

		目標14 モクヒョウ						38		46		57												23%		26%		31%						2%		5%

		目標15 モクヒョウ						55		72		65												34%		40%		35%						6%		-5%

		目標16 モクヒョウ						39		55		76												24%		31%		41%						7%		10%

		目標17 モクヒョウ						48		77		98												29%		43%		53%						13%		10%

		していない						18		3		4												11%		2%		2%						-9%		0%

		わからない						7		6		4												4%		3%		2%						-1%		-1%

		計 ケイ						1,020		1,398		1,538

		3-6　各SDG目標の中で、貴社・団体の事業に正の影響をもたらすものについて、1～4（低い→高い）の4段階でお答えください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017								2018								2019								2020

		正の影響度1～4（低い→高い） セイエイキョウドヒクタカ						1		2		3		4		1		2		3		4		1		2		3		4										2017検算 ケンザン		2018検算 ケンザン		2019検算 ケンザン

		目標1 モクヒョウ						59		54		35		15		68		51		38		23		68		56		32		30										163		180		186

		目標2 モクヒョウ						73		51		22		17		68		58		30		24		70		62		29		25										163		180		186

		目標3 モクヒョウ						14		21		66		62		13		23		56		88		13		26		54		93										163		180		186

		目標4 モクヒョウ						27		41		62		33		28		36		69		47		24		41		65		56										163		180		186

		目標5 モクヒョウ						16		37		67		43		19		43		60		58		17		38		65		66										163		180		186

		目標6 モクヒョウ						37		55		44		27		37		49		48		46		38		61		47		40										163		180		186

		目標7 モクヒョウ						17		36		46		64		18		23		48		91		20		28		49		89										163		180		186

		目標8 モクヒョウ						6		25		57		75		11		31		59		79		8		32		59		87										163		180		186

		目標9 モクヒョウ						23		33		48		59		25		27		51		77		15		35		51		85										163		180		186

		目標10 モクヒョウ						36		58		59		10		46		52		47		35		29		60		55		42										163		180		186

		目標11 モクヒョウ						29		37		49		48		23		38		47		72		17		36		57		76										163		180		186

		目標12 モクヒョウ						10		24		57		72		16		24		49		91		13		22		46		105										163		180		186

		目標13 モクヒョウ						19		20		49		75		22		21		50		87		14		29		48		95										163		180		186

		目標14 モクヒョウ						68		45		32		18		57		51		42		30		46		55		51		34										163		180		186

		目標15 モクヒョウ						43		52		39		29		44		44		49		43		39		61		49		37										163		180		186

		目標16 モクヒョウ						29		50		50		34		40		48		52		40		33		51		53		49										163		180		186

		目標17 モクヒョウ						22		39		49		53		18		35		56		71		15		26		65		80										163		180		186

		3-7　各SDG目標の中で、貴社・団体の事業に負の影響をもたらすものについて、1～4（低い→高い）の4段階でお答えください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017								2018								2019								2020

		正の影響度1～4（低い→高い） セイエイキョウドヒクタカ						1		2		3		4		1		2		3		4		1		2		3		4										2017検算 ケンザン		2018検算 ケンザン		2019検算 ケンザン

		目標1 モクヒョウ						120		32		10		1		130		28		10		12		135		34		7		10										163		173		186

		目標2 モクヒョウ						126		23		11		3		132		31		10		7		137		30		11		8										163		169		186

		目標3 モクヒョウ						103		28		22		10		105		32		24		19		111		35		21		19										163		165		186

		目標4 モクヒョウ						108		30		19		6		115		36		16		13		122		34		19		11										163		170		186

		目標5 モクヒョウ						96		30		24		13		104		32		26		18		105		38		25		18										163		171		186

		目標6 モクヒョウ						95		39		21		8		100		36		27		17		99		44		24		19										163		168		186

		目標7 モクヒョウ						85		35		24		19		81		38		32		29		83		43		36		24										163		159		186

		目標8 モクヒョウ						97		21		28		17		93		36		25		26		100		32		27		27										163		159		186

		目標9 モクヒョウ						109		25		17		12		106		33		16		25		106		38		19		23										163		160		186

		目標10 モクヒョウ						104		40		17		2		106		42		20		12		112		42		16		16										163		165		186

		目標11 モクヒョウ						106		30		16		11		104		41		13		22		105		37		21		23										163		161		186

		目標12 モクヒョウ						82		32		30		19		87		33		30		30		90		37		24		35										163		168		186

		目標13 モクヒョウ						67		25		39		32		72		31		36		41		80		35		29		42										163		168		186

		目標14 モクヒョウ						108		32		17		6		101		45		21		13		104		41		27		14										163		156		186

		目標15 モクヒョウ						90		44		17		12		96		40		28		16		101		40		28		17										163		169		186

		目標16 モクヒョウ						101		26		26		10		102		38		24		16		106		38		22		20										163		164		186

		目標17 モクヒョウ						99		37		15		12		108		33		15		24		109		41		14		22										163		172		186

		3-8　各種調査・報告において、内外企業のSDGsの先進事例とされたものの中で、以下のいずれかに該当するものがありますか？

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019

		大変興味深く感じられたものがある						72		86		100												44%		46%		54%

		自社への取組みを図ろうとしたものがある						17		20		26												10%		11%		14%

		すでに自社に取り込んだものがある						8		13		22												5%		7%		12%

		特になし トク						66		61		38												40%		34%		20%

		計 ケイ						163		180		186

		3-9　上記質問で(1)、(2)、(3)のいずれかを選んだ方にお聞きします。お差支えなければ、それぞれの具体例と、その理由・動機をご記入ください。（自由記述)

		3-2　SDGs各目標について、貴社・貴団体（バリューチェーンも含む）の事業が及ぼす経済・環境・社会面への影響を教えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） オシヨワツヨダンカイコタ																										3-2　SDGs各目標について、貴社・貴団体（バリューチェーンも含む）の事業が及ぼす経済・環境・社会面への影響を教えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） オシヨワツヨダンカイコタ

		年度 ネンド		2015				2016								2017		2018		2019		2020								2015		2016		2017		2018		2019		2020

		影響度1～4（弱い→強い） エイキョウド		1				1		2		3		4		前年度と同主旨の質問なし ゼンネンドドウシュシシツモン		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし								目標9 モクヒョウ		第1位 ダイイ		第4位 ダイイ		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし ドウシュシシツモン

		目標1 モクヒョウ		12				71		44		22		10														目標13 モクヒョウ		第4位 ダイイ		第1位 ダイイ

		目標2 モクヒョウ		20				72		47		14		14

		目標3 モクヒョウ		54				19		35		45		48

		目標4 モクヒョウ		29				27		56		41		23

		目標5 モクヒョウ		20				29		43		51		24

		目標6 モクヒョウ		23				28		38		41		40

		目標7 モクヒョウ		51				27		30		28		62

		目標8 モクヒョウ		24				10		35		53		49

		目標9 モクヒョウ		61				30		43		22		52

		目標10 モクヒョウ		8				50		55		32		10

		目標11 モクヒョウ		36				27		36		43		41

		目標12 モクヒョウ		53				18		22		47		60

		目標13 モクヒョウ		44				24		29		28		66

		目標14 モクヒョウ		8				69		34		24		20

		目標15 モクヒョウ		21				42		54		28		23

		目標16 モクヒョウ		12				41		57		32		17

		目標17 モクヒョウ		22				20		43		54		30

		3-3　SDGs各目標について、主要ステークホルダーによる貴社・貴団体に対する評価・決定への影響を教
えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） カクシュヨウキシャキダンタイタイヒョウカケッテイエイキョウオシ																										3-3　SDGs各目標について、主要ステークホルダーによる貴社・貴団体に対する評価・決定への影響を教
えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） カクシュヨウキシャキダンタイタイヒョウカケッテイエイキョウオシ

		年度 ネンド		2015				2016								2017		2018		2019		2020								2015		2016		2017		2018		2019		2020

		影響度1～4（弱い→強い） エイキョウド		1				1		2		3		4		前年度と同主旨の質問なし ゼンネンドドウシュシシツモン		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし								目標7 モクヒョウ		第5位 ダイイ		第1位 ダイイ		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし ドウシュシシツモン

		目標1 モクヒョウ		17				76		44		16		11														目標13 モクヒョウ		第1位 ダイイ		第3位 ダイイ

		目標2 モクヒョウ		18				83		37		14		13

		目標3 モクヒョウ		50				24		42		38		43

		目標4 モクヒョウ		28				36		51		37		23

		目標5 モクヒョウ		42				33		42		46		26

		目標6 モクヒョウ		27				37		29		46		35

		目標7 モクヒョウ		42		→		29		34		27		57

		目標8 モクヒョウ		44				14		40		48		45

		目標9 モクヒョウ		51				39		39		29		40

		目標10 モクヒョウ		11				57		57		22		11

		目標11 モクヒョウ		22				33		37		43		34

		目標12 モクヒョウ		50				25		31		36		55

		目標13 モクヒョウ		61		→		28		29		36		54

		目標14 モクヒョウ		12				69		39		23		16

		目標15 モクヒョウ		34				50		48		31		18

		目標16 モクヒョウ		15				50		45		36		16

		目標17 モクヒョウ		25				27		42		51		27

		3　GCNJより、SDGsの企業行動指針となるガイドライン「SDG Compass」の日本語版が公開されましたが、それについて伺います。 （必須） コウカイウカガ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		読んで取組の参考にしている				99		前年度と同主旨の質問なし ゼンネンドドウシュシシツモン		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		読んだが、参考にはしていない				22

		読んでいない				24

		この刊行物は記憶にない				2

		3　SDGsをGRIやISO26000などと対比したうえでCSR活動・評価・報告に取り組んでいますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		対比している タイヒ				41		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		対比していない タイヒ				106

		3 SDGsに先進的に取り組んでいる海外の企業の活動について、関心はありますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		関心がある カンシン				134		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		関心がない カンシン				13

		計		0		147

		3（関心がある方へ）海外の先進的事例について、具体的にどういった点に関心がありますか？（複数選択可） （必須） カンシンカタカイガイセンシンテキジレイグタイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDGsに取組んだきっかけ				50		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		SDGsに取組むアプローチの仕方				122

		企業内部の実施体制				99

		本国政府との関係				43

		その他（具体的に）				13

		計		0		327

		泉記載済み イズミキサイズ

		3-10 SDG Compassによると、「経済・環境・社会面への影響度」も「ステークホルダーの評価・決定」も高いものが優先課題になりうるとのことですが、上記3-2と3-3でどちらも「3」、あるいは「4」と比較的影響度が強いと回答いただいた目標は、貴社・団体において、過去1年間に優先的に取り組むべき課題として、特定されていますか？　 （必須） ケイザイカンキョウシャカイメンエイキョウドヒョウカケッテイタカユウセンカダイジョウキヒカクテキエイキョウドツヨカイトウモクヒョウキシャダンタイカコネンカンユウセンテキトクカダイトクテイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020																2015		2016		2017		2018		2019		2020				2016		2017

		優先課題となっている				93		66		前年度と同主旨の質問なし		前年度と同主旨の質問なし																優先課題となっている				63%		40%		前年度と同主旨の質問なし						優先課題となっている		63%		40%

		優先課題となっていない				25		24																				優先課題となっていない				17%		15%								優先課題となっていない		17%		15%

		わからない				29		48																				わからない				20%		29%								わからない		20%		29%

		空白 クウハク						25																				無回答 ムカイトウ						15%								無回答 ムカイトウ				15%

		計		0		147		163

		3-11　今後、SDGsの取り込みをどう考えますか？(必須・複数回答可) ヒッスフクスウカイトウカ																										3-11　今後、SDGsの取り込みをどう考えますか？(必須・複数回答可) ヒッスフクスウカイトウカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2017		2018		2019						2020

		特に現状と変える予定はない						15		12		19																特に現状と変える予定はない		9%		7%		10%

		専任組織を設立する						2		5		5																専任組織を設立する		1%		3%		3%

		SDGsに貢献できる新しいプロジェクトを立ち上げる						17		33		40																SDGsに貢献できる新しいプロジェクトを立ち上げる		10%		18%		22%

		SDGs関連のフィランソロピー活動（寄付等）を行う						7		16		16																SDGs関連のフィランソロピー活動（寄付等）を行う		4%		9%		9%

		自社のCSRの重点課題に反映する						102		104		87																自社のCSRの重点課題に反映する		63%		58%		47%

		自社の戦略・経営計画に反映する						79		107		126																自社の戦略・経営計画に反映する		48%		59%		68%

		外部との連携・パートナーシップを強化する						56		82		91																外部との連携・パートナーシップを強化する		34%		46%		49%

		社内啓発を強化する						103		125		129																社内啓発を強化する		63%		69%		69%

		評価の仕組み・指標を検討する						29		45		58																評価の仕組み・指標を検討する		18%		25%		31%

		その他（具体的に）						5		6		5																その他（具体的に）		3%		3%		3%

		わからない						5		5		2																わからない		3%		3%		1%

								420		540		578

		3-12　GPIFによるESG投資インデックスの選定を受け、貴社のSDGsの取組に（今後の予定を含め）何らかの変化はありますか？（必須）																										3-12　GPIFによるESG投資インデックスの選定を受け、貴社のSDGsの取組に（今後の予定を含め）何らかの変化はありますか？（必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		ある						70		65		前年度と同主旨の質問なし																ある						43%		36%		前年度と同主旨の質問なし

		ない						39		61																		ない						24%		34%

		わからない						54		54																		わからない						33%		30%

								163

		3-13　上記質問で、(1)または(2)を選んだ方にお聞きします。お差支えなければ、その理由をできるだけ具体的にご記入ください。（自由記述）

		Sheet1!A1

		3-14  SDGsに関するパートナーシップについて、過去1年間にどのステークホルダーと連携していますか？
（複数選択可） （必須） カンカコネンカンレンケイフクスウセンタクカ																										3-14  SDGsに関するパートナーシップについて、過去1年間にどのステークホルダーと連携していますか？
（複数選択可） （必須） カンカコネンカンレンケイフクスウセンタクカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		従業員 ジュウギョウイン				78		88		107		132																従業員 ジュウギョウイン				53%		54%		59%		71%

		顧客 コキャク				53		55		65		87																顧客 コキャク				36%		34%		36%		47%

		消費者 ショウヒシャ				24		29		30		32																消費者 ショウヒシャ				16%		18%		17%		17%

		取引先 トリヒキサキ				51		62		83		102																取引先 トリヒキサキ				35%		38%		46%		55%

		株主・投資家 カブヌシトウシカ				22		35		48		62																株主・投資家 カブヌシトウシカ				15%		21%		27%		33%

		日本政府・政府系団体（JICA等含む）
※2016年は自治体含む ネンジチタイフク				44		42		61		69																日本政府・政府系団体（JICA等含む）
※2016年は自治体含む ネンジチタイフク				30%		26%		34%		37%

		地方自治体 チホウジチタイ						43		67		83																地方自治体 チホウジチタイ				0%		26%		37%		45%

		外国政府・自治体・政府系団体				27		32		44		39																外国政府・自治体・政府系団体				18%		20%		24%		21%

		国連・国際機関				39		43		58		55																国連・国際機関				27%		26%		32%		30%

		NGO/NPO　				66		68		93		88																NGO/NPO　				45%		42%		52%		47%

		アカデミア				32		38		52		58																アカデミア				22%		23%		29%		31%

		その他 タ				11		8		10		16																その他 タ				7%		5%		6%		9%

		特にない トク				35		38		26		12																特にない トク				24%		23%		14%		6%

		計		0		482		581		744		835																計

		3-15　SDGsに関連した取り組みを展開している地域はどこですか？（複数選択可） （必須） トクテンカイチイキ																										3-15　SDGsに関連した取り組みを展開している地域はどこですか？（複数選択可） （必須） トクテンカイチイキ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		国内 コクナイ				114		133		158		171																国内 コクナイ				78%		82%		88%		92%

		海外 カイガイ				84		88		101		109																海外 カイガイ				57%		54%		56%		59%

		特にない トク				27		25		16		10																特にない トク				18%		15%		9%		5%

		計		0		225		246		275		290																計

		3-16 （読んで取組の参考にしている方へ）現在の進捗はどのステップですか？ （必須） ヨトリクミサンコウカタゲンザイシンチョク																										3-16 （読んで取組の参考にしている方へ）現在の進捗はどのステップですか？ （必須） ヨトリクミサンコウカタゲンザイシンチョク

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2016		2017		2018		2019				2020

		ステップ1「SDGsを理解する」				53		70		55		35																ステップ1「SDGsを理解する」		54%		43%		31%		19%

		ステップ2「優先課題を決定する」				22		45		51		48																ステップ2「優先課題を決定する」		22%		28%		28%		26%

		ステップ3「目標を設定する」				11		22		30		49																ステップ3「目標を設定する」		11%		13%		17%		26%

		ステップ4「経営へ統合する」				9		13		22		28																ステップ4「経営へ統合する」		9%		8%		12%		15%

		ステップ5「報告とコミュニケーションを行う」				4		13		22		26																ステップ5「報告とコミュニケーションを行う」		4%		8%		12%		14%

		計		0		99		163		180		186

		3-17　上記で選択いただいた現状は昨年から進展していますか？1〜5（変更ない→大幅に進展した）の5段階でお答えください。 （必須）																										3-17　上記で選択いただいた現状は昨年から進展していますか？1〜5（変更ない→大幅に進展した）の5段階でお答えください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		1（昨年と変わらない）						39		42		25																1（昨年と変わらない）						24%		23%		13%

		2（やや進展した）						80		78		84																2（やや進展した）						49%		43%		45%

		3（進展した）						27		42		48																3（進展した）						17%		23%		26%

		4（かなり進展した）						15		11		25																4（かなり進展した）						9%		6%		13%

		5（大幅に進展した）						2		7		4																5（大幅に進展した）						1%		4%		2%

								163		180		186

		3-18　SDGsを事業機会と課題の整理に活用した結果、次のステップにつながる取り組みがみつかりましたか？具体的に教えてください。

		3-18'!A1

		3-19　ステップ４「経営へ統合する」を選択された企業・団体に伺います。どのような進展があったか、あてはまるものをすべて選択してください。（複数回答可）																										3-19　ステップ４「経営へ統合する」を選択された企業・団体に伺います。どのような進展があったか、あてはまるものをすべて選択してください。（複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		経営者にSDGsを本業化する共通のコンセンサスができた						14		12		16																経営者にSDGsを本業化する共通のコンセンサスができた						9%		7%		9%

		SDGsを全社的な目標や報酬体系に組み込んだ						6		5		11																SDGsを全社的な目標や報酬体系に組み込んだ						4%		3%		6%

		SDGsまたは持続可能性を専門とする部署を設置した						1		4		8																SDGsまたは持続可能性を専門とする部署を設置した						1%		2%		4%

		関連部門との協業体制が構築された						8		12		8																関連部門との協業体制が構築された						5%		7%		4%

		事業部門におけるSDGsの理解と浸透が進み事業化に向けた態勢ができつつある						8		9		13																事業部門におけるSDGsの理解と浸透が進み事業化に向けた態勢ができつつある						5%		5%		7%

		パートナーシップに関する方針が明確になった						3		2		4																パートナーシップに関する方針が明確になった						2%		1%		2%

		その他（具体的に）						3		3		1																その他（具体的に）						2%		2%		1%

		わからない						6		0		0																わからない						4%		0%		0%

		3-20　3-17で2-5を選択した方にお聞きします。取り組みが進んだ要因は何だと思いますか？ （複数回答可）																										3-20　3-17で2-5を選択した方にお聞きします。取り組みが進んだ要因は何だと思いますか？ （複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		世間の認知度の高まり						60		77		121																世間の認知度の高まり						37%		43%		65%

		国連グローバルコンパクトからの情報発信強化						21		19		24																国連グローバルコンパクトからの情報発信強化						13%		11%		13%

		トップの意識の変化　						35		60		94																トップの意識の変化　						21%		33%		51%

		CSR部門の活動の活発化						58		63		73																CSR部門の活動の活発化						36%		35%		39%

		事業機会の顕在化						19		20		35																事業機会の顕在化						12%		11%		19%

		国連ＧＣへの署名						15		17		29																国連ＧＣへの署名						9%		9%		16%

		その他（具体的に）						10		12		12																その他（具体的に）						6%		7%		6%

		わからない						3		1		0																わからない						2%		1%		0%

								221		269		388

		3-18 SDGsに取組み始めてから､事業や予算に関してどのような変化がありましたか?（複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDGsに即していない事業の見直しを始めた										5																SDGsに即していない事業の見直しを始めた										3%

		SDGsに即していない事業の予算や人員の削減をした										0																SDGsに即していない事業の予算や人員の削減をした										0%

		SDGsに即していない事業から撤退をした										0																SDGsに即していない事業から撤退をした										0%

		SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やした										41																SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やした										22%

		SDGsに貢献する事業を新たに始めた										34																SDGsに貢献する事業を新たに始めた										18%

		SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えた										4																SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えた										2%

		SDGs担当部署の予算を増やした										26																SDGs担当部署の予算を増やした										14%

		SDGsについて学ぶための予算を増やした										49																SDGsについて学ぶための予算を増やした										26%

		その他(具体的に)										15																その他(具体的に)										8%

		特に変わっていない										75																特に変わっていない										40%

												249

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-19 SDGsに関連して､今後､事業や予算をどのように変えることを検討していますか?（複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDGsに即していない事業の内容見直しを検討中										7																SDGsに即していない事業の見直しを始めた										4%

		SDGsに即していない事業の予算や人員の削減を検討中										0																SDGsに即していない事業の予算や人員の削減をした										0%

		SDGsに即していない事業からの撤退を検討中										0																SDGsに即していない事業から撤退をした										0%

		SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やすことを検討中										42																SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やした										23%

		SDGsに貢献する事業を新たに始めることを検討中										53																SDGsに貢献する事業を新たに始めた										28%

		SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えることを検討中										10																SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えた										5%

		SDGs担当部署の予算を増やすことを検討中										26																SDGs担当部署の予算を増やした										14%

		SDGsについて学ぶための予算を増やすことを検討中										31																SDGsについて学ぶための予算を増やした										17%

		その他(具体的に)										15																その他(具体的に)										8%

		特に検討していない										59																特に変わっていない										32%

												243

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-21 SDGsに取組む場合にどのようなことが課題になっていますか？（複数選択可） （必須） トクバアイカダイフクスウセンタクカ																										3-10 SDGsに取組む場合にどのようなことが課題になっていますか？（複数選択可） （必須） トクバアイカダイフクスウセンタクカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020																2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社会的な認知度が高まっていない		94		92		77		50		31																社会的な認知度が高まっていない		70%		63%		47%		28%		17%

		社内の理解度が低い		83		97																						社内の理解度が低い		62%		66%

		社内での展開方法が未確定		62		97		85		80		80																社内での展開方法が未確定		46%		66%		52%		44%		43%

		トップのコミットメントが弱い　		35		45		51		35		29																トップのコミットメントが弱い　		26%		31%		31%		19%		16%

		中間管理職の理解度が低い						77		87		79																中間管理職の理解度が低い						47%		48%		42%

		一般職層の理解度が低い						65		85		76																一般職層の理解度が低い						40%		47%		41%

		管掌役員の理解度が低い						32		33		12																管掌役員の理解度が低い						20%		18%		6%

		定量的な指標など評価方法がわからない		66		76		76		77		94																定量的な指標など評価方法がわからない		49%		52%		47%		43%		51%

		リソース（資金・能力・技術等）の不足				49		41		48		77																リソース（資金・能力・技術等）の不足				33%		25%		27%		41%

		政府の方針徹底、関与が希薄　				44		30		17		15																政府の方針徹底、関与が希薄　				30%		18%		9%		8%

		適切なパートナーが見つからない		13		14		6		5		19																適切なパートナーが見つからない		10%		10%		4%		3%		10%

		その他（具体的に）		9		7		10		7		9																その他（具体的に）		7%		5%		6%		4%		5%

		計		362		521		550		524		521																計

		3-22　SDGs推進に一番影響力のあるセクターはどこだと考えますか？ （必須） スイシンイチバンエイキョウリョクカンガ																										3-22　SDGs推進に一番影響力のあるセクターはどこだと考えますか？ （必須） スイシンイチバンエイキョウリョクカンガ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		企業		14		18		22		35																		企業		10%		12%		13%		19%

		株主・投資家				10		19		22		31																株主・投資家		0%		7%		12%		12%		17%

		顧客・消費者		6		24		28		28		49																顧客		0%		16%		17%		16%		26%

		政府・政府系団体（JICA等含む）
※2016までは自治体含む フク		79		60		57		43		39																政府・自治体・政府系団体（JICA等含む）		58%		41%		35%		24%		21%

		（国内）地方自治体						2		2		3																（国内）地方自治体						1%		1%		2%

		NGO/NPO		7		5		2		1		5																NGO/NPO		5%		3%		1%		1%		3%

		アカデミア		1		0		0		1		2																アカデミア		1%		0%		0%		1%		1%

		国連･国際機関								6		5																国連･国際機関								3%		3%

		全セクターが等しく影響力を持っている		22		22		24		38		37																全セクターが等しく影響力を持っている		16%		15%		15%		21%		20%

		金融機関										2																金融機関										1%

		業界団体										6																業界団体										3%

		その他（具体的に）		0		1		2		3		4																その他（具体的に）		0%		1%		1%		2%		2%

		わからない		7		7		7		1		3																わからない		5%		5%		4%		1%		2%

		計		136		147		163		180		186																計		100%		100%		100%		100%		100%

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-23　自社でSDGsを推進するために重要なパートナーはどこだと考えますか？　
下記よりあてはまるものを選択ください。（複数選択可） ジシャジュウヨウ																										3-23　自社でSDGsを推進するために重要なパートナーはどこだと考えますか？　
下記よりあてはまるものを選択ください。（複数選択可） ジシャジュウヨウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020																2015		2016		2017		2018		2019		2020

		自社だけ ジシャ		46		9		6		8		2																自社だけ ジシャ		34%		6%		4%		4%		1%

		顧客 コキャク		46		88		78																				顧客 コキャク		34%		60%		48%

		消費者 ショウヒシャ				48		44																				消費者 ショウヒシャ		0%		33%		27%

		顧客･消費者								106		125																顧客･消費者								59%		67%

		株主・投資家				44		57		65		89																株主・投資家		0%		30%		35%		36%		48%

		金融機関										42																金融機関										23%

		取引先		49		82		92		114		119																取引先		37%		56%		56%		63%		64%

		同業他社		30		42		44		49		60																同業他社		22%		29%		27%		27%		32%

		異業種他社		19		34		35		48		64																異業種他社		14%		23%		21%		27%		34%

		業界団体 ギョウカイダンタイ						63		70		87																業界団体 ギョウカイダンタイ						39%		39%		47%

		政府・自治体・政府系団体　（JICA等含む）		88		91		85		92		85																政府・自治体・政府系団体　（JICA等含む）		66%		62%		52%		51%		46%

		（国内）地方自治体						54		61		74																（国内）地方自治体						33%		34%		40%

		外国政府/自治体/政府関係団体						51		42		53																外国政府/自治体/政府関係団体						31%		23%		28%

		NGO/NPO		68		79		67		74		87																NGO/NPO		51%		54%		41%		41%		47%

		アカデミア　		16		25		36		38		55																アカデミア　		12%		17%		22%		21%		30%

		国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						42		65		64																国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						26%		36%		34%

		その他（具体的に）		49		7		6		2		4																その他（具体的に）		37%		5%		4%		1%		2%

		特にない トク		9		6		9		4		4																特にない トク		7%		4%		6%		2%		2%

		計		420		555		769		838																		計

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-24　（3-12について、特にない以外の方へ）取組事例を具体的に記入ください。また、そのパートナーが重要と考える理由は何ですか（期待する役割は何ですか）？（任意） トクイ�������������������"��4��7��:�"=�$B�'F�+ニンイ

		3-24'!A1

		3-25　パートナーのなかでSDGsでのかかわりが増しているところはありますか？（必須、複数回答可）																										3-25　パートナーのなかでSDGsでのかかわりが増しているところはありますか？（必須、複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		顧客						27																				顧客						17%

		消費者						11																				消費者						7%

		顧客･消費者								33		57																顧客･消費者								18%		31%

		株主・投資家						26		29		62																株主・投資家						16%		16%		33%

		金融機関										23																金融機関										12%

		取引先						27		53		65																取引先						17%		29%		35%

		同業他社						12		17		15																同業他社						7%		9%		8%

		異業種他社						12		20		23																異業種他社						7%		11%		12%

		業界団体						15		28		36																業界団体						9%		16%		19%

		日本政府/政府系団体（JICA等含む）						26		40		33																日本政府/政府系団体（JICA等含む）						16%		22%		18%

		（国内）地方自治体						19		30		53																（国内）地方自治体						12%		17%		28%

		外国政府/地方自治体/政府系団体						12		10		11																外国政府/地方自治体/政府系団体						7%		6%		6%

		NGO/NPO						42		33		43																NGO/NPO						26%		18%		23%

		アカデミア						19		15		30																アカデミア						12%		8%		16%

		国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						20		30		21																国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						12%		17%		11%

		その他（具体的に）						5		1		8																その他（具体的に）						3%		1%		4%

		特にない						58		40		31																特にない						36%		22%		17%

								331		379		511

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-25 ﾊﾟｰﾄﾅｰのなかでSDGsの取組みで連携したいが､できていないところはありますか？（必須、複数回答可）																										3-25 ﾊﾟｰﾄﾅｰのなかでSDGsの取組みで連携したいが､できていないところはありますか？（必須、複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		顧客･消費者										34																顧客･消費者										18%

		株主・投資家										17																株主・投資家										9%

		金融機関										7																金融機関										4%

		取引先										22																取引先										12%

		同業他社										19																同業他社										10%

		異業種他社										21																異業種他社										11%

		業界団体										19																業界団体										10%

		日本政府/政府系団体（JICA等含む）										11																日本政府/政府系団体（JICA等含む）										6%

		（国内）地方自治体										4																（国内）地方自治体										2%

		外国政府/地方自治体/政府系団体										13																外国政府/地方自治体/政府系団体										7%

		NGO/NPO										15																NGO/NPO										11%

		アカデミア										21																アカデミア										8%

		国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ										12																国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ										6%

		その他（具体的に）										4																その他（具体的に）										2%

		特にない										80																特にない										43%

												299

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-25　SDGsに関連する以下の取組のうち､過去1年間の取組状況を4段階でお答えください｡

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018								2019								2020

		正の影響度1～4（積極的に取組んでいる→取組んでいない） セイエイキョウドセッキョクテキトリクトリク								1		2		3		4		1		2		3		4						2018検算 ケンザン		2019検算 ケンザン

		本業を通じたSDGsへの貢献																84		80		15		7								186

		CSR調達								55		82		24		19		58		77		32		19						180		186

		気候変動(温室効果ｶﾞｽ削減)への対応																79		71		21		15								186

		気候変動(適応)および防災への対応																56		90		29		11								186

		人権ﾃﾞｭｰﾃﾞﾘｼﾞｪﾝｽ								37		69		46		28		43		72		47		24						180		186

		TCFD(気候関連財務情報開示ﾀｽｸﾌｫｰｽ)への対応								23		52		41		64		48		37		39		62						180		186

		ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ問題								30		43		56		51		37		64		60		25						180		186

		国内貧困問題								12		28		64		76		11		25		79		71						180		186

		外国人労働者･技能実習生の労働問題								24		44		51		61		29		45		62		50						180		186

		ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ/女性活躍								91		63		14		12		75		73		26		12						180		186

		腐敗防止								81		51		27		21		76		66		30		14						180		186

		地方創生･自治体SDGsとの連携								39		54		53		34		45		52		57		32						180		186

		ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(AI･loTなど)とSDGsの取組								48		46		52		34		43		48		68		27						180		186

		情報開示のための統合報告書などﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞにおけるSDGsの記述
※2018年までは「ﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞにおけるSDGsの取組」 ネン								62		72		31		15		94		56		22		14						180		186

		その他､特に注力している取組(具体的に)

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		3-26 ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ経営と働き方改革に関する以下の取組のうち､御社の取組状況を4段階でお答えください｡

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018								2019		2020

		正の影響度1～4（積極的に取組んでいる→取組んでいない） セイエイキョウドセッキョクテキトリクトリク								1		2		3		4		前年度と同主旨の質問なし												2018検算 ケンザン

		ﾄｯﾌﾟのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ発揮								101		50		23		6														180

		女性の管理職以上への登用								78		68		23		11														180

		有休の産前休業･産後休業の取得支援								114		52		7		7														180

		男性が利用可能な育児休業の取得支援								95		55		19		11														180

		親の介護･看護のための支援推進								98		65		12		5														180

		ﾃﾚﾜｰｸ･ﾘﾓｰﾄﾜｰｸの推進								77		47		35		21														180

		社員のﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽの推進								104		62		13		1														180

		暴力､ﾊﾗｽﾒﾝﾄ(ﾊﾟﾜﾊﾗ､ｾｸﾊﾗなど)のない職場環境整備								116		53		8		3														180

		仕事中･通勤中における女性特有の健康､安全､衛生の取組								47		75		43		15														180

		ｻﾌﾟﾗｲﾔｰのｼﾞｪﾝﾀﾞｰ平等､ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨの促進								24		53		64		39														180

		その他､特に注力している取組(具体的に)								41		30		11		54														136

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		3-26　（「地方創生」「地方の抱える課題の解消」の観点から）地方自治体との連携によりSDGsへの取り組む可能性はありますか？（必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		ある						57		前年度と同主旨の質問なし		前年度と同主旨の質問なし

		今はないが検討したい イマケントウ						60

		ない						38

		その他 タ						8

								163

		3-27  過去１年間に貴社・団体が公開・開示した情報（報告書やWebなど）のうち、SDGsに関する掲載はありますか？ （複数回答可・必須） ケイサイフクスウカイトウカ																										3-27  過去１年間に貴社・団体が公開・開示した情報（報告書やWebなど）のうち、SDGsに関する掲載はありますか？ （複数回答可・必須） ケイサイフクスウカイトウカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		掲載がある　				54																						掲載がある　				37%

		トップメッセージなどの課題認識表明						71		111		133																トップメッセージなどの課題認識表明						44%		62%		72%

		重要課題・方針への反映　						57		91		113																重要課題・方針への反映　						35%		51%		61%

		CSR活動とのマッピング						54		103		99																CSR活動とのマッピング						33%		57%		53%

		注目するＳＤＧｓ目標の宣言						29		49		68																注目するＳＤＧｓ目標の宣言						18%		27%		37%

		事業との紐づけ						45		95		111																事業との紐づけ						28%		53%		60%

		新プロジェクトの立ち上げ発表						8		14		18																新プロジェクトの立ち上げ発表						5%		8%		10%

		その他（具体的に）						15		10		6																その他（具体的に）						9%		6%		3%

		特に掲載はない				93		46		20		14																特に掲載はない				63%		28%		11%		8%

		計		0		147		325		493		562																計		0		100%		1.9938650307

		3-28　過去一年間に貴社・団体が開示したSDGsに関する情報で定量的なデータがありましたら以下に記載ください。（自由記述）

		3-28'!A1

		3-29  （掲載がある方へ）GCNJでは、SDGs事例集を作成する予定ですが、情報提供をしていただけますか？ （必須） ケイサイカタジレイシュウサクセイヨテイジョウホウテイキョウ																										3-29  （掲載がある方へ）GCNJでは、SDGs事例集を作成する予定ですが、情報提供をしていただけますか？ （必須） ケイサイカタジレイシュウサクセイヨテイジョウホウテイキョウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社長･経営層が受けてもよい								9		前年度と同主旨の質問なし																社長･経営層が受けてもよい								5%		前年度と同主旨の質問なし

		提供してもよい				37		69		64																		提供してもよい				69%		42%		36%

		提供しない				17		61		107																		提供しない				31%		37%		59%

		空白 クウハク						33																				空白 クウハク						20%

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		3-30 SDGsｳｫｯｼｭという用語(実態が伴っていないのに､SDGsに対応しているように見せかけること)を知っていますか?(必須)																										3-30 SDGsｳｫｯｼｭという用語(実態が伴っていないのに､SDGsに対応しているように見せかけること)を知っていますか?(必須)

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		はい										142																はい										76%

		いいえ										44																いいえ										24%

												186

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-32 今後のSDGsの取組に向けて､どのようなことを知りたいですか?（必須、複数回答可）																										3-32 今後のSDGsの取組に向けて､どのようなことを知りたいですか?（必須、複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		海外企業によるSDGs取組の優良事例										87																海外企業によるSDGs取組の優良事例										47%

		国内企業によるSDGs取組の優良事例										120																国内企業によるSDGs取組の優良事例										65%

		SDGsｳｫｯｼｭの事例										73																SDGsｳｫｯｼｭの事例										39%

		ﾄｯﾌﾟのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを引き出す方法										39																ﾄｯﾌﾟのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを引き出す方法										21%

		社内でのSDGsの浸透方法										106																社内でのSDGsの浸透方法										57%

		SDGsに取り組むための組織体制のあり方										71																SDGsに取り組むための組織体制のあり方										38%

		経営理念やﾋﾞｼﾞｮﾝへの統合方法										71																経営理念やﾋﾞｼﾞｮﾝへの統合方法										38%

		KPIの設定方法										107																KPIの設定方法										58%

		中長期目標の設定方法										86																中長期目標の設定方法										46%

		SDGs取組に関する測定･評価方法										124																SDGs取組に関する測定･評価方法										67%

		情報開示･ﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞの方法										66																情報開示･ﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞの方法										3%

		その他(自由回答)										6																その他(自由回答)										35%

		特になし										2																特になし										1%

												958

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-33 情報交換のために海外企業が参加するﾈｯﾄﾜｰｸへの参加に関心がありますか?（必須）																										3-33 情報交換のために海外企業が参加するﾈｯﾄﾜｰｸへの参加に関心がありますか?（必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		はい										95																はい										51%

		いいえ										91																いいえ										49%

												186

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク



2015年は上位5を選択

2015年は上位5を選択

2015年は上位5を選択

2015年は上位5を選択
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グラフ一覧(15vs16)

		



ステップ1「SDGsを理解する」

ステップ2「優先課題を決定する」

ステップ3「目標を設定する」

ステップ4「経営へ統合する」

ステップ5「報告とコミュニケーションを行う」

SDG Compassの進捗度



4_2018特有の質問(ESGへの取組)

		



特に現状と変える予定はない

専任組織を設立する

SDGsに貢献できる新しいプロジェクトを立ち上げる

SDGs関連のフィランソロピー活動（寄付等）を行う

自社のCSRの重点課題に反映する

自社の戦略・経営計画に反映する

外部との連携・パートナーシップを強化する

社内啓発を強化する

評価の仕組み・指標を検討する

その他（具体的に）

わからない



4_SCに関する回答結果

		



CEO

取締役会

経営執行会議体

経営企画部門

CSR部門

IR部門

新規事業開発

事業部門

社内横断プロジェクト

特にない

その他



		4-1 貴社・貴団体にとって「持続可能な消費と生産」という課題は組織上のまたは経営戦略上の重要な課題であると考えますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		はい				110

		いいえ				3

		どちらともいえない				34

		計		0		147

		4-2 商品の流通システムが国境を超える今、原材料・商品の購入において環境・社会問題に配慮した様々
な認証制度があります。どのような認証制度が重要だと考えますか？ （任意） ニンイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		4-3 貴社・貴団体は「持続可能な消費と生産」のどの分野に取り組んでいますか？（複数選択可） （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		資源の有効活用　				118

		廃棄物の管理・削減				122

		持続可能な化学物質管理				78

		消費者・顧客への環境情報の提供				100

		持続可能なビルや建物の建築				28

		持続可能な観光の推進 ジゾクカノウカンコウスイシン				3

		その他（具体的に）				13

		特にない トク				6

		計		0		468

		4-4 貴社・貴団体において「持続可能な消費と生産」の課題に取り組んでいる主な部署はどこですか？（複数選択可） （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		経営企画・戦略				37

		研究開発				43

		人事				5

		財務				4

		マーケティング				18

		広報				11

		物流・調達				54

		CSR(企業の社会的責任)・環境				106

		その他（具体的に）				40

		特にない トク				12

		計		0		330

		4-5 貴社・貴団体が「持続可能な消費と生産」の課題に取り組む理由を教えてください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		ブランドイメージの向上 コウジョウ				31

		新しい製品・サービス開発 アタラセイヒンカイハツ				34

		新たな投資と投資のリターン アラトウシトウシ				3

		売り上げの増加 ウアゾウカ				15

		費用の削減 ヒヨウサクゲン				15

		従業員の満足度の向上 ジュウギョウインマンゾクドコウジョウ				5

		見返りを求めないボランティア活動 ミカエモトカツドウ				4

		その他（具体的に） タグタイテキ				32

		特にない トク				8

		計		0		147

		4-6 貴社・貴団体が「持続可能な消費と生産」を推進する上でどのような障害があると考えられますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社会の関心の薄さ シャカイカンシンウス				40

		消費者・顧客の関心の薄さ ショウヒシャコキャクカンシンウス				27

		実施に向けた技術やノウハウの欠如				35

		高い初期投資 タカショキトウシ				14

		その他（具体的に） タグタイテキ				7

		特にない トク				24

		計		0		147





		＜SDGs実態調査:2015 vs 2016＞ ジッタイチョウサ

		2-2 貴社・団体内でのSDGsの認知度について、あてはまる状況を下記より選択してください。（複数選択可）  （必須） ナイ

		3-2　SDGs各目標について、貴社・貴団体（バリューチェーンも含む）の事業が及ぼす経済・環境・社会面への影響を教えてください。　 オシ

						2015				2016

				目標9 モクヒョウ		第1位 ダイイ				第4位 ダイイ

				目標13 モクヒョウ		第4位 ダイイ				第1位 ダイイ

		3-3　SDGs各目標について、主要ステークホルダーによる貴社・貴団体に対する評価・決定への影響を教えてください。　 カクシュヨウキシャキダンタイタイヒョウカケッテイエイキョウオシ

						2015				2016

				目標7 モクヒョウ		第5位 ダイイ				第1位 ダイイ

				目標13 モクヒョウ		第1位 ダイイ				第3位 ダイイ

		3-10 SDGsに取組む場合にどのようなことが課題になっていますか？（複数選択可） （必須） トクバアイカダイフクスウセンタクカ

		3-11　SDGs推進に一番影響力のあるセクターはどこだと考えますか？ （必須） スイシンイチバンエイキョウリョクカンガ

		3-12　自社でSDGsを推進するために重要なパートナーはどこだと考えますか？　
下記よりあてはまるものを選択ください。（複数選択可） ジシャジュウヨウ





		2015		2015		2015		2015		2015

		2016		2016		2016		2016		2016



主にCSR担当に定着している

経営陣に定着している

中間管理職に定着している

関連会社などステークホルダーにも定着している

わからない

社内/団体内でのSDGs認知度

0.6119402985

0.2014925373

0.0373134328

0.1492537313

0.8367346939

0.2789115646

0.0544217687

0.0272108844

0.1156462585



		0		0		0		0		0		0		0		0		0



SDGsにおける課題



		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0



SDGs推進における最も影響力のあるセクター



		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0



SDGs推進において最も重要なパートナー



		01.<水産・農林業>水産・農林業		01.<水産・農林業>水産・農林業

		02.<鉱業>鉱業		02.<鉱業>鉱業

		03.<建設業>建設業		03.<建設業>建設業

		04.<製造業>食料品		04.<製造業>食料品

		05.<製造業>繊維製品		05.<製造業>繊維製品

		06.<製造業>パルプ・紙		06.<製造業>パルプ・紙

		07.<製造業>化学		07.<製造業>化学

		08.<製造業>医薬品		08.<製造業>医薬品

		09.<製造業>石油・石炭製品		09.<製造業>石油・石炭製品

		10.<製造業>ゴム製品		10.<製造業>ゴム製品

		11.<製造業>ガラス・土石製品		11.<製造業>ガラス・土石製品

		13.<製造業>非鉄金属		13.<製造業>非鉄金属

		14.<製造業>金属製品		14.<製造業>金属製品

		15.<製造業>機械		15.<製造業>機械

		16.<製造業>電気機器		16.<製造業>電気機器

		17.<製造業>輸送用機器		17.<製造業>輸送用機器

		18.<製造業>精密機器		18.<製造業>精密機器

		19.<製造業>その他製品		19.<製造業>その他製品

		20.<電気・ガス業>電気・ガス業		20.<電気・ガス業>電気・ガス業

		21.<運輸・情報通信業>陸・海・空運業		21.<運輸・情報通信業>陸・海・空運業

		22.<運輸・情報通信業>倉庫・運輸関連		22.<運輸・情報通信業>倉庫・運輸関連

		23.<運輸・情報通信業>情報・通信業		23.<運輸・情報通信業>情報・通信業

		24.<商業>卸売業・小売業		24.<商業>卸売業・小売業

		25.<金融・保険業>銀行・証券/先物取引・保険・その他金融		25.<金融・保険業>銀行・証券/先物取引・保険・その他金融

		26.<不動産業>不動産業		26.<不動産業>不動産業

		27.<サービス業>サービス業		27.<サービス業>サービス業

		28.学術・協会		28.学術・協会

		29.自治体		29.自治体

		30.NPO/NGO団体		30.NPO/NGO団体



2015

2016

業種

0.0074626866

0.0136054422

0.0149253731

0.0068027211

0.0223880597

0.0340136054

0.0447761194

0.0408163265

0.0223880597

0.0136054422

0.0149253731

0.0136054422

0.1044776119

0.0884353741

0.0223880597

0.0204081633

0.0149253731

0.0068027211

0.0223880597

0.0204081633

0.0149253731

0.0340136054

0.0149253731

0.0204081633

0.0074626866

0.0136054422

0.0597014925

0.0476190476

0.1492537313

0.156462585

0

0

0.0373134328

0.0136054422

0.0597014925

0.0272108844

0.0074626866

0.0544217687

0.0149253731

0.0136054422

0.0074626866

0.0204081633

0.052238806

0.0340136054

0.0746268657

0.074829932

0.0447761194

0.0544217687

0.0074626866

0.0068027211

0.1044776119

0.1156462585

0.0373134328

0.0408163265

0.0074626866

0.0068027211

0.0074626866

0.0068027211



		

				4-1 貴社･団体ではESGへの取組はどの程度重点を置いていますか､4段階でお答えください｡ （必須）

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019												2015		2016		2017		2018		2019		2020

				1.とても重点を置いている										82																				44%

				2.ある程度重点を置いている										68																				37%

				3.あまり重点を置いていない										25																				13%

				4.重点を置いていない										11																				6%

														186

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

				4-2 貴社･団体における以下のESGの取組について､取組状況を4段階でお答えください｡（必須）

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019

				取組状況1～4（積極的に取り組んでいる→取り組んでいない） トリクミジョウキョウセッキョクテキトクトク										1		2		3		4														2019検算 ケンザン

				ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ(投資家との対話､地域住民との対話､専門家との対話など)										52		86		33		15														186

				ﾘｽｸ分析とESG課題の把握(ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの見直し､気候ﾘｽｸの分析･把握､ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ体制など)										48		75		47		16														186

				ﾘｽｸ分析とESG課題の把握(ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの見直し､気候ﾘｽｸの分析･把握､ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ体制など)										44		82		42		18														186

				情報開示(CDPやTCFDへの対応､開示内容や方法の見直し､評価機関対応など)										61		64		33		28														186

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

				4-6 貴社･団体のSDGs/ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨの取組みの資金調達において､以下のいずれかを活用したことがありますか､もしくは活用を予定していますか｡(必須､複数回答可)

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2015		2016		2017		2018		2019		2020

				ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨｰﾎﾞﾝﾄﾞ										5																				3%

				ｸﾞﾘｰﾝﾎﾞﾝﾄﾞ										14																				8%

				ｿｰｼｬﾙﾎﾞﾝﾄﾞ										6																				3%

				ｸﾞﾘｰﾝﾛｰﾝ										4																				2%

				ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨﾘﾝｸﾛｰﾝ										6																				3%

				その他(具体的に)										17																				9%

				特にない										146																				78%

														198

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

				4-7 (上記4-6で｢特にない｣を選択した方へ)これら資金調達方法を活用したことがなく､活用予定もない場合､その理由は何ですか?(任意)

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2015		2016		2017		2018		2019		2020

				追加ｺｽﾄがかかる										7																				4%

				調達資金使途の事業の特定が困難										2																				1%

				社内での合意形成が困難										9																				5%

				通常社債･ﾛｰﾝで資金調達が可能だから										15																				8%

				｢4-6｣の資金調達方法を認識していなかった										11																				6%

				｢4-6｣の資金調達方法を検討したことがないので特に理由はない										76																				41%

				その他(具体的に)										17																				9%

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク





		

		4-1 サプライチェーン上のパートナー・取引先に対しどの程度国連グローバルコンパクト10原則の支持を考慮していますか？１－５までのレベルに合わせて回答ください。（必須）　1=考慮しない　5=必須である（1-5から一つを選択）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				考慮する コウリョ		62		20														38%		11%

				少しは考慮する スココウリョ		35		51														21%		28%

				考慮しない コウリョ		29		57														18%		32%

				かなり考慮する コウリョ		19		23														12%		13%

				必須である ヒッス		18		29														11%		16%

						163		180

		4-2　4-1 で（1）と回答した方に伺います。サプライチェーン上のパートナーや取引先に10原則の支持を求めていない理由を教えてください。（必須、複数回答可）_資金リソースの欠如　

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				優先事項でない ユウセンジコウ		13		7														8%		4%

				その他 タ		12		7														7%		4%

				わからない		7		4														4%		2%

				キャパシティ不足 フソク		6		0														4%		0%

				10原則を調達方針に反映する知見がない　		6		2														4%		1%

				CSR関連のデータがない カンレン		3		1														2%		1%

				資金リソースの欠如 シキンケツジョ		2		1														1%		1%

				事業価値向上に明確に関連すると思われない　		2		0														1%		0%

						51		22

		4-3　4-1 で（2）から（5）のいずれかを回答した方に伺います。サプライチェーン上のパートナーや取引先にどのようなことを求めていますか？（必須、複数回答可）_関連文書（契約書、発注書など）に反映

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				関連文書（契約書、発注書など）に反映		58		64														36%		36%

				潜在的なパートナーに対しCSRのデューデリジェンスを実施　		30		33														18%		18%

				調達スタッフの研修にCSR調達を反映　		30		43														18%		24%

				その他 タ		28		24														17%		13%

				取引先の改善策のレビュー		25		35														15%		19%

				ステークホルダーと取引先のエンゲージメントを推進		17		21														10%		12%

				取引先に対し関連課題の研修を実施		12		27														7%		15%

				CSR調達に関し優れた取引先を表彰		11		13														7%		7%

				取引先のゴール設定・レビュー活動を支援		11		18														7%		10%

				何もしていない		6		8														4%		4%

				わからない		5		8														3%		4%

		4-4　どの階層の取引先に対しCSRにかかわるデューデリジェンスを行っていますか？

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				一次取引先　		112		102														69%		57%

				その他 タ		38		4														23%		2%

				契約額の大きい取引先　		31		33														19%		18%

				リスクアセスメント実施後認定された取引先　		19		15														12%		8%

				二次取引先　		4		12														2%		7%

				すべての階層の取引先　		4		7														2%		4%

				把握していない				10																6%

						208		173

				*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		4-5　サプライチェーンの管理においてどのガイドラインを使用していますか？（必須）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				自社独自のガイドライン　		110		118														67%		66%

				使用していない シヨウ		24		27														15%		15%

				業界共通のガイドライン　		12		26														7%		14%

				その他ガイドライン		9		18														6%		10%

				わからない		8		16														5%		9%

						163		205

		4-6　取引条件に認証制度を取り入れていますか？（必須）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				いいえ		114		125														70%		69%

				わからない		21		17														13%		9%

				その他 タ		16		15														10%		8%

				はい		12		23														7%		13%

						163		180

		4-7　4-6に該当する場合、どの認証制度を活用していますか？（必須、複数回答可）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				わからない		22		12														13%		7%

				FSC		14		29														9%		16%

				その他 タ		12		9														7%		5%

				MSC		3		3														2%		2%

				RSPO		3		11														2%		6%

				ASC		1		3														1%		2%
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今後のSDGsの取り組み

• 「CSRの重点課題に反映する」が3年連続で減少

• 一方、「自社の戦略・経営計画に反映する」が3年連続で増加し、両者の数値が逆転

• 「評価の仕組み・指標を検討する」、「SDGsに貢献できる新しいプロジェクトを立ち上げる」、
「外部との連携・パートナーシップを強化する」も3年連続で増加

2015年:n=134
2016年:n=147
2017年:n=163
2018年:n=180
2019年:n=185


Graph1

		2017		2017		2017		2017		2017		2017		2017		2017		2017		2017		2017

		2018		2018		2018		2018		2018		2018		2018		2018		2018		2018		2018

		2019		2019		2019		2019		2019		2019		2019		2019		2019		2019		2019



特に現状と変える予定はない

専任組織を設立する

SDGsに貢献できる新規PJを立ち上げる

SDGs関連の寄付等を行う

自社のCSRの重点課題に反映する

自社の戦略・経営計画に反映する

外部との連携・パートナーシップを強化する

社内啓発を強化する

評価の仕組み・指標を検討する

その他（具体的に）

わからない

0.0920245399

0.0122699387

0.1042944785

0.0429447853

0.6257668712

0.4846625767

0.3435582822

0.6319018405

0.1779141104

0.0306748466

0.0306748466

0.0666666667

0.0277777778

0.1833333333

0.0888888889

0.5777777778

0.5944444444

0.4555555556

0.6944444444

0.25

0.0333333333

0.0277777778

0.1021505376

0.0268817204

0.2150537634

0.0860215054

0.4677419355

0.6774193548

0.4892473118

0.6935483871

0.311827957

0.0268817204

0.0107526882



0)初めに

		【GCNJ　会員アソシエイト向けSDGs実態調査】について カイインムジッタイチョウサ

		１．		概要 ガイヨウ

				No.		項目 コウモク		内容 ナイヨウ		備考 ビコウ

				01		名称 メイショウ		GCNJ会員・アソシエイト会員　SDGsへの取組状況に関する実態調査

				02		趣旨 シュシ		・GCNJ会員企業・団体のSDGsの取り組み状況の実態把握
・SDGsの啓発・広報活動の基礎資料とするため

				03		実施時期 ジッシジキ		9月（アンケート開始）～12月（レポート和文完成） ガツカイシガツワブンカンセイ		16年度実績ベース、作業スケジュールは下記参照 ネンドジッセキサギョウカキサンショウ

				04		実施者 ジッシシャ		GCNJ

				05		対象者 タイショウシャ		GCNJ会員・アソシエイト会員

				06		方法 ホウホウ		1)WEBアンケート
2)追加ヒアリング		1)Synergy!
2)情報開示OK会員/アソシエイト,NGO/NPO,省庁 他関係外部機関 ジョウホウカイジカイインショウチョウホカカンケイガイブキカン

				07		レポート		アンケート結果分析及びまとめ ケッカブンセキオヨ		日英版作成及び出版 ニチエイバンサクセイオヨシュッパン

		２．		作業内容＆スケジュール（目安） サギョウナイヨウメヤス

				No.		項目 コウモク		内容 ナイヨウ		時期、要領等 ジキヨウリョウナド

				01		プロジェクト全般 ゼンパン		方針及び実施スケジュール検討＆確定 ホウシンオヨジッシケントウカクテイ		~8/M:実施スキーム＋提携先/パートナー テイケイサキ

				02		アンケート		方針及び実施スケジュール検討＆確定 ホウシンオヨジッシケントウカクテイ		~8/M:SDGs TFやIGES等関係機関からのアイデアインプット？ ナドカンケイキカン

								アンケート作成＆Synergy!設計 サクセイセッケイ		~9/B:

				03				アンケート実施 ジッシ		9/B~M:回答率は50％以上必須 カイトウリツイジョウヒッス

				04		データ解析 カイセキ		データ集計 シュウケイ		9/M~E:エクセルデータ集計・作業が大変な場合は外注？ シュウケイサギョウタイヘンバアイガイチュウ

								データ解析&ヒアリング		9/E~:データ解析[クロス分析　他] カイセキブンセキホカ

										9/E~:ヒアリング[訪問先選定/アポ取り→ヒアリング実施→ヒアリングまとめ]
→ヒアリングは必要に応じ随時実施する ホウモンサキセンテイトジッシヒツヨウオウズイジジッシ

								一次結果まとめ&公表		10/B~M:単純集計結果のまとめ、公表(PPT/会員サイト掲載) タンジュンシュウケイケッカコウヒョウカイインケイサイ

				05		レポート（和文） ワブン		方針及び実施スケジュール検討＆確定 ホウシンオヨジッシケントウカクテイ		10/E~:構成、資料価値/ターゲット等の検討 コウセイシリョウカチナドケントウ

								執筆 シッピツ		11/M~:

								校正・出版、プレスリリース コウセイシュッパン		12/M~1/M

		３．		その他 ホカ

				1)		経年変化を見る目的から、同様の設問を採用する（ベースは16年度版、但し、設問の意図が正しく伝わるよう表現は適宜変更可） ケイネンヘンカミモクテキドウヨウセツモンサイヨウネンドバンタダセツモンイトタダツタヒョウゲンテキギヘンコウカ

				2)		元データで作業せず、必ずコピーを取って作業する（事故防止） モトサギョウカナラトサギョウジコボウシ

				3)		データシートにはデータのみ記載、グラフは別シートに作成 キサイベツサクセイ

				4)		ヒアリングは方針が決まったら早めにコンタクトする（特に省庁は時期によっては対応が難しい場合あり） ホウシンキハヤトクショウチョウジキタイオウムズカバアイ





1)業種

		1業種 ギョウシュ				2015		2016		2017		2018		2019		2020		2015		2016		2017		2018		2019		2020

				01.<水産・農林業>水産・農林業		1		2		1								1%		1%		1%

				02.<鉱業>鉱業		2		1		2								1%		1%		1%

				03.<建設業>建設業		3		5		4								2%		3%		2%

				04.<製造業>食料品		6		6		8								4%		4%		5%				64.2%

				05.<製造業>繊維製品		3		2		2								2%		1%		1%

				06.<製造業>パルプ・紙		2		2		3								1%		1%		2%

				07.<製造業>化学		14		13		19								10%		9%		12%

				08.<製造業>医薬品		3		3		5								2%		2%		3%

				09.<製造業>石油・石炭製品		2		1		3								1%		1%		2%

				10.<製造業>ゴム製品		3		3		2								2%		2%		1%

				11.<製造業>ガラス・土石製品		2		5		3								1%		3%		2%

				13.<製造業>非鉄金属		2		3		4								1%		2%		2%

				14.<製造業>金属製品		1		2		1								1%		1%		1%

				15.<製造業>機械		8		7		8								6%		5%		5%

				16.<製造業>電気機器		20		23		22								15%		16%		13%

				17.<製造業>輸送用機器 ユソウヨウ		0		0		2								0%		0%		1%

				18.<製造業>精密機器		5		2		7								4%		1%		4%

				19.<製造業>その他製品		8		4		7								6%		3%		4%

				20.<電気・ガス業>電気・ガス業		1		8		3								1%		5%		2%

				21.<運輸・情報通信業>陸・海・空運業		2		2		6								1%		1%		4%

				22.<運輸・情報通信業>倉庫・運輸関連		1		3		1								1%		2%		1%

				23.<運輸・情報通信業>情報・通信業		7		5		6								5%		3%		4%

				24.<商業>卸売業・小売業		10		11		13								7%		7%		8%

				25.<金融・保険業>銀行・証券/先物取引・保険・その他金融		6		8		10								4%		5%		6%

				26.<不動産業>不動産業		1		1		2								1%		1%		1%

				27.<サービス業>サービス業		14		17		12								10%		12%		7%

				28.学術・協会		5		6		4								4%		4%		2%

				29.自治体		1		1		1								1%		1%		1%

				30.NPO/NGO団体		1		1		2								1%		1%		1%

				総計		134		147		163





1)事業対象・規模

				1事業対象 ジギョウタイショウ

						2015		2016		2017		2018		2019		2020				2015		2016		2017		2018		2019		2020

				国際・世界（グローバル）				104		129		130		136								71%		79%		72%		73%

				国際・地方（リージョナル）				7		6		5		6								5%		4%		3%		3%

				国内・全国（ナショナル）				27		16		33		25								18%		10%		18%		13%

				国内・地方（ローカル）				9		12		12		19								6%		7%		7%		10%

				計 ケイ				147		163		180		186

				従業員数 ジュウギョウインスウ

						2015		2016		2017		2018		2019		2020				2015		2016		2017		2018		2019		2020

				10-249				22		16		29		33								15%		10%		16%		18%

				250-4999				38		46		46		56								26%		28%		26%		30%

				5000-50000				61		73		73		71								41%		45%		41%		38%

				50000以上 イジョウ				26		28		32		26								18%		17%		18%		14%

				計 ケイ				147		163		180		186

				売上規模 ウリアゲキボ

						2015		2016		2017		2018		2019		2020				2015		2016		2017		2018		2019		2020

				25億円未満				15		11		18		21								10%		7%		10%		11%

				25億円-250億円未満				12		12		17		14								8%		7%		9%		8%

				250億円-1000億円未満				12		15		16		18								8%		9%		9%		10%

				1000億円以上				102		122		120		122								69%		75%		67%		66%

				該当なし ガイトウ				6		3		9		11								4%		2%		5%		6%

				計 ケイ				147		163		180		186

				1-12 貴社本社/団体本部所在地（地域）				2016		2017		2018		2019		2020								2017		2018		2019		2020

				北海道・東北		1		3		1		2		0								2%		1%		1%		0%

				首都圏
(東京･神奈川･埼玉･千葉)		2		110		122		128		122								75%		75%		71%		66%

				関東(上記｢首都圏｣以外)･甲信越		3		2		7		6		14								1%		4%		3%		8%

				北陸 ホクリク		4		1		1		2		2								1%		1%		1%		1%

				東海 トウカイ		5		6		5		7		9								4%		3%		4%		5%

				近畿 キンキ		6		23		27		32		38								16%		17%		18%		20%

				中国･四国		7		1				0		0								1%				0%		0%

				九州･沖縄		8		1				1		0												1%		0%

				その他		9						2		1												1%		1%

								147		163		180		186

				アンケート回答回数 カイトウカイスウ				2016		2017		2018		2019		2020						2016		2017		2018		2019		2020

				はい(今回が初めての回答です)										67														36%

				いいえ										119														64%

														186

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク





2)SDGs認知度に対する質問

		2-1 貴社・団体内では、SDGsをどのように認識しているか？（複数選択可） （必須） ニンシキヒッス																		グラフ用 ヨウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		持続可能性に関わる価値の向上				116		125		148		163														79%		77%		82%		88%

		ステークホルダーとの関係強化				89		89		107		128														61%		55%		59%		69%

		将来のビジネスチャンス				88		94		125		129														60%		58%		69%		69%

		社会と市場の安定化				84		84		105		100														57%		52%		58%		54%

		企業の存在価値向上						121		144		153																74%		80%		82%

		重要と認識しているが明確な目的は模索中						32		17		13																20%		9%		7%

		投資家対応						48		49		57																29%		27%		31%

		特に重要であるとの認識はない				7		2		0		0														5%		1%		0%		0%

		その他（具体的に）				7		7		9		9														5%		4%		5%		5%

		計 ケイ				391		602

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-2 貴社・団体内でのSDGsの認知度について、あてはまる状況を下記より選択してください。（複数選択可）  （必須） ナイ																				2-2 貴社・団体内でのSDGsの認知度について、あてはまる状況を下記より選択してください。（複数選択可）  （必須） ナイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		主にCSR担当に定着している		82		123		140		152		144												61%		84%		86%		84%		77%

		経営陣に定着している		27		41		59		107		144												20%		28%		36%		59%		77%

		中間管理職に定着している		5		8		15		33		61												4%		5%		9%		18%		33%

		従業員にも定着している						13		30		39																8%		17%		21%

		関連会社などステークホルダーにも定着している				4		4		8		13														3%		2%		4%		7%

		わからない		20		17		11		5		4												15%		12%		7%		3%		2%

		計 ケイ		134		193		242		335		405

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-2 この1年間でSDGsに対する社会の認知度について､貴社･団体としてはどのように認識されていますか?(必須)...(ＳＡ)																				2-2 この1年間でSDGsに対する社会の認知度について､貴社･団体としてはどのように認識されていますか?(必須)...(ＳＡ)

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		認知がかなり進んだ						24		59		80																15%		33%		43%

		認知が少し進んだ						116		105		99																71%		58%		53%

		変わらない						19		16		5																12%		9%		3%

		認知が後退した						0		0		0																0%		0%		0%

		わからない						4		0		2																2%		0%		1%

		計 ケイ		0		0		163		180		186

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-3 貴社・団体内でのSDGsの認知度向上のために、どのような活動をしていますか？（複数選択可） （必須） ナイコウジョウカツドウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		研修（e-Learningも含む）				36		50		71		100														24%		31%		39%		54%

		WEBでの周知				36		51		79		105														24%		31%		44%		56%

		社報等（紙媒体）での周知				41		66		93		114														28%		40%		52%		61%

		トップメッセージ				40		65		100		121														27%		40%		56%		65%

		専任組織の立上				2		3		14		25														1%		2%		8%		13%

		新入社員オリエンテーション						37		65		81																23%		36%		44%

		管理職研修 カンリショクケンシュウ						24		43		66																15%		24%		35%

		業績評価への連動						1		3		3																1%		2%		2%

		行動憲章・行動規範への掲載						6		9		27																4%		5%		15%

		経営方針説明会などでの言及						27		57		74																17%		32%		40%

		SDGsﾊﾞｯｼﾞ等のｸﾞｯｽﾞの社員への配布								48		83																		27%		45%

		啓発ﾎﾟｽﾀｰなど								18		26																		10%		14%

		外部ｾﾐﾅｰへの参加										101																				54%

		その他				30		35		43		38														20%		21%		24%		20%

		特にない トク				45		25		7		1														31%		15%		4%		1%

		計 ケイ		0		230		390

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		2-4 （2-3　特にない以外の方へ）貴社・団体内でのSDGsの認知度向上の活動は、どこを対象にしていますか？（複数選択可） （必須） トクイガイカタナイコウジョウカツドウタイショウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社内				79		87		93		150														54%		53%		52%		81%

		グループ会社全体（国内）				59		67		68		117														40%		41%		38%		63%

		グループ会社全体（海外）				45		52		52		88														31%		32%		29%		47%

		サプライチェーン（一次取引先）				13		12		25		33														9%		7%		14%		18%

		地域社会 チイキシャカイ						14		20		35																9%		11%		19%

		その他				5		11		9		18														3%		7%		5%		10%

		計 ケイ		0		201		243		267		441

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		2-5　関心のあるSDGsに関するツール（複数選択可） （必須） カンシンカン

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDG Compass				115		102		121		122														78%		31%		67%		66%

		SDGs Industry Matrix				62		51		53		42														42%		1%		29%		23%

		Poverty Footprint				11		2		1		0														7%		47%		1%		0%

		GRIガイドライン						77		94		87																6%		52%		47%

		PwC Navigating the SDGs						9		7		4																53%		4%		2%

		GCNJが提供している資料(webを含む）						86		64		81																0%		36%		44%

		経団連行動憲章実行の手引き(第7版)								58		54																0%		32%		29%

		経団連SDGs特設ｻｲﾄ								40		38																13%		22%		20%

		その他				5		21		32		36														3%		1%		18%		19%

		活用していない カツヨウ						2

		計 ケイ		0		193		350

		*赤字：2017新規質問項目 アカジシンキシツモンコウモク

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク



CSR担当だけが知っている

経営陣も知っている

経営陣だけでなく、一般社員も知っている

SDGsが何か知らない、わからない　

CSR担当だけが知っている

経営陣も知っている

経営陣だけでなく、一般社員も知っている



2)SDGs認知度に対する質問

		



主にCSR担当に定着している

経営陣に定着している

中間管理職に定着している

従業員にも定着している

関連会社などステークホルダーにも定着している



3)SDGsの取組みに関する質問 

		※黄色は2017年度質問項目（茂木　3-1～9） キイロネンドシツモンコウモクモテギ

								（2017年度追加選択肢　以下「赤」） ネンドツイカセンタクシイカアカ

		3-1 貴社・団体内でのSDGsの推進活動は、どちらの組織が主体ですか？ （必須） ナイスイシンカツドウソシキシュタイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020								2017		2018		2019				2020

		CEO						13		26		35								CEO		8%		14%		19%

		取締役会				3		8		11		17								取締役会		5%		6%		9%

		経営執行会議体				6		13		10		30								経営執行会議体		8%		6%		16%

		経営企画部門 ケイエイキカクブモン						28		45		71								経営企画部門 ケイエイキカクブモン		17%		25%		38%

		CSR部門				100		126		127		111								CSR部門		77%		71%		60%

		IR部門 ブモン						11		9		23								IR部門 ブモン		7%		5%		12%

		新規事業開発 シンキジギョウカイハツ						3		11		12								新規事業開発 シンキジギョウカイハツ		2%		6%		6%

		事業部門				11		9		21		24								事業部門		6%		12%		13%

		社内横断プロジェクト シャナイオウダン						11		17		15								社内横断プロジェクト シャナイオウダン		7%		9%		8%

		総務部門										3								特にない		7%		15%		2%

		法務部門										41								その他		12%		3%		20%

		広報部門										28

		特にない				17		12		27		3

		その他				10		20		6		37

		計 ケイ		0		147		163		180		186

		3-2　貴社・団体の取締役会（あるいは該当する会議体）ではどのぐらいの頻度でCSR/SDGsにかかわる方針や戦略の検討・評価を行っていますか？

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020

		必要に応じて議論 ヒツヨウオウギロン						65		97		114												40%		54%		61%

		通常議事の一部として議論 ツウジョウギジイチブギロン						13		29		28												8%		16%		15%

		取締役会では議事にあげず トリシマリヤクカイギジ						20		23		20												12%		13%		11%

		下位会議体にて議論 カイカイギタイギロン						27																17%		0%		0%

		わからない						8		10		7												5%		6%		4%

		その他 タ						30		21		17												18%		12%		9%

		計 ケイ						163		180		186

		3-3　上3-2で検討・評価を行っていると回答された方に伺います。方針策定後の戦略検討・評価は行っていますか？

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020

		必要に応じて議論 ヒツヨウオウギロン						73		82		111												45%		46%		60%

		通常議事の一部として議論 ツウジョウギジイチブギロン						19		27		30												12%		15%		16%

		取締役会では議事にあげず トリシマリヤクカイギジ						6		6		27												4%		3%		15%

		わからない						6		12		10												4%		7%		5%

		その他 タ						17		10		1												10%		6%		1%

		計 ケイ						121		137		179

		3-5 SDGsに関連した今後の取組状況を教えてください。 （必須）　　⇒　2017年度3－4に該当 カンレンコンゴトリクミジョウキョウオシネンドガイトウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020

		2030年までの取組計画がある				8		13		18		27												8%		10%		15%

		長期（5-10年）の取組がある				15		8		9		14												5%		5%		8%

		中期（3-5年）の取組がある				48		67		67		86												41%		37%		46%

		短期（年次、1-2年）の取組がある				38		28		38		33												17%		21%		18%

		わからない				38		47		48		26												29%		27%		14%

		計		0		147		163		180		186

		3-5　貴社・団体ではSDGs各目標の内、どの目標を重点に選んで活動していますか？当てはまる目標をすべて選択してください。（必須、複数回答可）																																2018		2019

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019		2020				増加差異 ゾウカサイ		増加差異 ゾウカサイ

		目標1 モクヒョウ						27		37		44												17%		21%		24%						4%		3%

		目標2 モクヒョウ						24		41		47												15%		23%		25%						8%		2%

		目標3 モクヒョウ						82		116		121												50%		64%		65%						14%		1%

		目標4 モクヒョウ						48		70		81												29%		39%		44%						9%		5%

		目標5 モクヒョウ						71		93		101												44%		52%		54%						8%		3%

		目標6 モクヒョウ						49		66		62												30%		37%		33%						7%		-3%

		目標7 モクヒョウ						75		102		109												46%		57%		59%						11%		2%

		目標8 モクヒョウ						98		117		121												60%		65%		65%						5%		0%

		目標9 モクヒョウ						64		107		109												39%		59%		59%						20%		-1%

		目標10 モクヒョウ						35		57		72												21%		32%		39%						10%		7%

		目標11 モクヒョウ						56		91		102												34%		51%		55%						16%		4%

		目標12 モクヒョウ						83		112		129												51%		62%		69%						11%		7%

		目標13 モクヒョウ						103		130		136												63%		72%		73%						9%		1%

		目標14 モクヒョウ						38		46		57												23%		26%		31%						2%		5%

		目標15 モクヒョウ						55		72		65												34%		40%		35%						6%		-5%

		目標16 モクヒョウ						39		55		76												24%		31%		41%						7%		10%

		目標17 モクヒョウ						48		77		98												29%		43%		53%						13%		10%

		していない						18		3		4												11%		2%		2%						-9%		0%

		わからない						7		6		4												4%		3%		2%						-1%		-1%

		計 ケイ						1,020		1,398		1,538

		3-6　各SDG目標の中で、貴社・団体の事業に正の影響をもたらすものについて、1～4（低い→高い）の4段階でお答えください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017								2018								2019								2020

		正の影響度1～4（低い→高い） セイエイキョウドヒクタカ						1		2		3		4		1		2		3		4		1		2		3		4										2017検算 ケンザン		2018検算 ケンザン		2019検算 ケンザン

		目標1 モクヒョウ						59		54		35		15		68		51		38		23		68		56		32		30										163		180		186

		目標2 モクヒョウ						73		51		22		17		68		58		30		24		70		62		29		25										163		180		186

		目標3 モクヒョウ						14		21		66		62		13		23		56		88		13		26		54		93										163		180		186

		目標4 モクヒョウ						27		41		62		33		28		36		69		47		24		41		65		56										163		180		186

		目標5 モクヒョウ						16		37		67		43		19		43		60		58		17		38		65		66										163		180		186

		目標6 モクヒョウ						37		55		44		27		37		49		48		46		38		61		47		40										163		180		186

		目標7 モクヒョウ						17		36		46		64		18		23		48		91		20		28		49		89										163		180		186

		目標8 モクヒョウ						6		25		57		75		11		31		59		79		8		32		59		87										163		180		186

		目標9 モクヒョウ						23		33		48		59		25		27		51		77		15		35		51		85										163		180		186

		目標10 モクヒョウ						36		58		59		10		46		52		47		35		29		60		55		42										163		180		186

		目標11 モクヒョウ						29		37		49		48		23		38		47		72		17		36		57		76										163		180		186

		目標12 モクヒョウ						10		24		57		72		16		24		49		91		13		22		46		105										163		180		186

		目標13 モクヒョウ						19		20		49		75		22		21		50		87		14		29		48		95										163		180		186

		目標14 モクヒョウ						68		45		32		18		57		51		42		30		46		55		51		34										163		180		186

		目標15 モクヒョウ						43		52		39		29		44		44		49		43		39		61		49		37										163		180		186

		目標16 モクヒョウ						29		50		50		34		40		48		52		40		33		51		53		49										163		180		186

		目標17 モクヒョウ						22		39		49		53		18		35		56		71		15		26		65		80										163		180		186

		3-7　各SDG目標の中で、貴社・団体の事業に負の影響をもたらすものについて、1～4（低い→高い）の4段階でお答えください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017								2018								2019								2020

		正の影響度1～4（低い→高い） セイエイキョウドヒクタカ						1		2		3		4		1		2		3		4		1		2		3		4										2017検算 ケンザン		2018検算 ケンザン		2019検算 ケンザン

		目標1 モクヒョウ						120		32		10		1		130		28		10		12		135		34		7		10										163		173		186

		目標2 モクヒョウ						126		23		11		3		132		31		10		7		137		30		11		8										163		169		186

		目標3 モクヒョウ						103		28		22		10		105		32		24		19		111		35		21		19										163		165		186

		目標4 モクヒョウ						108		30		19		6		115		36		16		13		122		34		19		11										163		170		186

		目標5 モクヒョウ						96		30		24		13		104		32		26		18		105		38		25		18										163		171		186

		目標6 モクヒョウ						95		39		21		8		100		36		27		17		99		44		24		19										163		168		186

		目標7 モクヒョウ						85		35		24		19		81		38		32		29		83		43		36		24										163		159		186

		目標8 モクヒョウ						97		21		28		17		93		36		25		26		100		32		27		27										163		159		186

		目標9 モクヒョウ						109		25		17		12		106		33		16		25		106		38		19		23										163		160		186

		目標10 モクヒョウ						104		40		17		2		106		42		20		12		112		42		16		16										163		165		186

		目標11 モクヒョウ						106		30		16		11		104		41		13		22		105		37		21		23										163		161		186

		目標12 モクヒョウ						82		32		30		19		87		33		30		30		90		37		24		35										163		168		186

		目標13 モクヒョウ						67		25		39		32		72		31		36		41		80		35		29		42										163		168		186

		目標14 モクヒョウ						108		32		17		6		101		45		21		13		104		41		27		14										163		156		186

		目標15 モクヒョウ						90		44		17		12		96		40		28		16		101		40		28		17										163		169		186

		目標16 モクヒョウ						101		26		26		10		102		38		24		16		106		38		22		20										163		164		186

		目標17 モクヒョウ						99		37		15		12		108		33		15		24		109		41		14		22										163		172		186

		3-8　各種調査・報告において、内外企業のSDGsの先進事例とされたものの中で、以下のいずれかに該当するものがありますか？

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2017		2018		2019

		大変興味深く感じられたものがある						72		86		100												44%		46%		54%

		自社への取組みを図ろうとしたものがある						17		20		26												10%		11%		14%

		すでに自社に取り込んだものがある						8		13		22												5%		7%		12%

		特になし トク						66		61		38												40%		34%		20%

		計 ケイ						163		180		186

		3-9　上記質問で(1)、(2)、(3)のいずれかを選んだ方にお聞きします。お差支えなければ、それぞれの具体例と、その理由・動機をご記入ください。（自由記述)

		3-2　SDGs各目標について、貴社・貴団体（バリューチェーンも含む）の事業が及ぼす経済・環境・社会面への影響を教えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） オシヨワツヨダンカイコタ																										3-2　SDGs各目標について、貴社・貴団体（バリューチェーンも含む）の事業が及ぼす経済・環境・社会面への影響を教えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） オシヨワツヨダンカイコタ

		年度 ネンド		2015				2016								2017		2018		2019		2020								2015		2016		2017		2018		2019		2020

		影響度1～4（弱い→強い） エイキョウド		1				1		2		3		4		前年度と同主旨の質問なし ゼンネンドドウシュシシツモン		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし								目標9 モクヒョウ		第1位 ダイイ		第4位 ダイイ		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし ドウシュシシツモン

		目標1 モクヒョウ		12				71		44		22		10														目標13 モクヒョウ		第4位 ダイイ		第1位 ダイイ

		目標2 モクヒョウ		20				72		47		14		14

		目標3 モクヒョウ		54				19		35		45		48

		目標4 モクヒョウ		29				27		56		41		23

		目標5 モクヒョウ		20				29		43		51		24

		目標6 モクヒョウ		23				28		38		41		40

		目標7 モクヒョウ		51				27		30		28		62

		目標8 モクヒョウ		24				10		35		53		49

		目標9 モクヒョウ		61				30		43		22		52

		目標10 モクヒョウ		8				50		55		32		10

		目標11 モクヒョウ		36				27		36		43		41

		目標12 モクヒョウ		53				18		22		47		60

		目標13 モクヒョウ		44				24		29		28		66

		目標14 モクヒョウ		8				69		34		24		20

		目標15 モクヒョウ		21				42		54		28		23

		目標16 モクヒョウ		12				41		57		32		17

		目標17 モクヒョウ		22				20		43		54		30

		3-3　SDGs各目標について、主要ステークホルダーによる貴社・貴団体に対する評価・決定への影響を教
えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） カクシュヨウキシャキダンタイタイヒョウカケッテイエイキョウオシ																										3-3　SDGs各目標について、主要ステークホルダーによる貴社・貴団体に対する評価・決定への影響を教
えてください。　1～4（弱い→強い）の4段階でお答えください。  （必須） カクシュヨウキシャキダンタイタイヒョウカケッテイエイキョウオシ

		年度 ネンド		2015				2016								2017		2018		2019		2020								2015		2016		2017		2018		2019		2020

		影響度1～4（弱い→強い） エイキョウド		1				1		2		3		4		前年度と同主旨の質問なし ゼンネンドドウシュシシツモン		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし								目標7 モクヒョウ		第5位 ダイイ		第1位 ダイイ		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし ドウシュシシツモン

		目標1 モクヒョウ		17				76		44		16		11														目標13 モクヒョウ		第1位 ダイイ		第3位 ダイイ

		目標2 モクヒョウ		18				83		37		14		13

		目標3 モクヒョウ		50				24		42		38		43

		目標4 モクヒョウ		28				36		51		37		23

		目標5 モクヒョウ		42				33		42		46		26

		目標6 モクヒョウ		27				37		29		46		35

		目標7 モクヒョウ		42		→		29		34		27		57

		目標8 モクヒョウ		44				14		40		48		45

		目標9 モクヒョウ		51				39		39		29		40

		目標10 モクヒョウ		11				57		57		22		11

		目標11 モクヒョウ		22				33		37		43		34

		目標12 モクヒョウ		50				25		31		36		55

		目標13 モクヒョウ		61		→		28		29		36		54

		目標14 モクヒョウ		12				69		39		23		16

		目標15 モクヒョウ		34				50		48		31		18

		目標16 モクヒョウ		15				50		45		36		16

		目標17 モクヒョウ		25				27		42		51		27

		3　GCNJより、SDGsの企業行動指針となるガイドライン「SDG Compass」の日本語版が公開されましたが、それについて伺います。 （必須） コウカイウカガ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		読んで取組の参考にしている				99		前年度と同主旨の質問なし ゼンネンドドウシュシシツモン		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		読んだが、参考にはしていない				22

		読んでいない				24

		この刊行物は記憶にない				2

		3　SDGsをGRIやISO26000などと対比したうえでCSR活動・評価・報告に取り組んでいますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		対比している タイヒ				41		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		対比していない タイヒ				106

		3 SDGsに先進的に取り組んでいる海外の企業の活動について、関心はありますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		関心がある カンシン				134		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		関心がない カンシン				13

		計		0		147

		3（関心がある方へ）海外の先進的事例について、具体的にどういった点に関心がありますか？（複数選択可） （必須） カンシンカタカイガイセンシンテキジレイグタイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDGsに取組んだきっかけ				50		前年度と同主旨の質問なし		同主旨の質問なし		同主旨の質問なし

		SDGsに取組むアプローチの仕方				122

		企業内部の実施体制				99

		本国政府との関係				43

		その他（具体的に）				13

		計		0		327

		泉記載済み イズミキサイズ

		3-10 SDG Compassによると、「経済・環境・社会面への影響度」も「ステークホルダーの評価・決定」も高いものが優先課題になりうるとのことですが、上記3-2と3-3でどちらも「3」、あるいは「4」と比較的影響度が強いと回答いただいた目標は、貴社・団体において、過去1年間に優先的に取り組むべき課題として、特定されていますか？　 （必須） ケイザイカンキョウシャカイメンエイキョウドヒョウカケッテイタカユウセンカダイジョウキヒカクテキエイキョウドツヨカイトウモクヒョウキシャダンタイカコネンカンユウセンテキトクカダイトクテイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020																2015		2016		2017		2018		2019		2020				2016		2017

		優先課題となっている				93		66		前年度と同主旨の質問なし		前年度と同主旨の質問なし																優先課題となっている				63%		40%		前年度と同主旨の質問なし						優先課題となっている		63%		40%

		優先課題となっていない				25		24																				優先課題となっていない				17%		15%								優先課題となっていない		17%		15%

		わからない				29		48																				わからない				20%		29%								わからない		20%		29%

		空白 クウハク						25																				無回答 ムカイトウ						15%								無回答 ムカイトウ				15%

		計		0		147		163

		3-11　今後、SDGsの取り込みをどう考えますか？(必須・複数回答可) ヒッスフクスウカイトウカ																										3-11　今後、SDGsの取り込みをどう考えますか？(必須・複数回答可) ヒッスフクスウカイトウカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2017		2018		2019						2020

		特に現状と変える予定はない						15		12		19																特に現状と変える予定はない		9%		7%		10%

		専任組織を設立する						2		5		5																専任組織を設立する		1%		3%		3%

		SDGsに貢献できる新しいプロジェクトを立ち上げる						17		33		40																SDGsに貢献できる新規PJを立ち上げる シンキ		10%		18%		22%

		SDGs関連のフィランソロピー活動（寄付等）を行う						7		16		16																SDGs関連の寄付等を行う		4%		9%		9%

		自社のCSRの重点課題に反映する						102		104		87																自社のCSRの重点課題に反映する		63%		58%		47%

		自社の戦略・経営計画に反映する						79		107		126																自社の戦略・経営計画に反映する		48%		59%		68%

		外部との連携・パートナーシップを強化する						56		82		91																外部との連携・パートナーシップを強化する		34%		46%		49%

		社内啓発を強化する						103		125		129																社内啓発を強化する		63%		69%		69%

		評価の仕組み・指標を検討する						29		45		58																評価の仕組み・指標を検討する		18%		25%		31%

		その他（具体的に）						5		6		5																その他（具体的に）		3%		3%		3%

		わからない						5		5		2																わからない		3%		3%		1%

								420		540		578

		3-12　GPIFによるESG投資インデックスの選定を受け、貴社のSDGsの取組に（今後の予定を含め）何らかの変化はありますか？（必須）																										3-12　GPIFによるESG投資インデックスの選定を受け、貴社のSDGsの取組に（今後の予定を含め）何らかの変化はありますか？（必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		ある						70		65		前年度と同主旨の質問なし																ある						43%		36%		前年度と同主旨の質問なし

		ない						39		61																		ない						24%		34%

		わからない						54		54																		わからない						33%		30%

								163

		3-13　上記質問で、(1)または(2)を選んだ方にお聞きします。お差支えなければ、その理由をできるだけ具体的にご記入ください。（自由記述）

		Sheet1!A1

		3-14  SDGsに関するパートナーシップについて、過去1年間にどのステークホルダーと連携していますか？
（複数選択可） （必須） カンカコネンカンレンケイフクスウセンタクカ																										3-14  SDGsに関するパートナーシップについて、過去1年間にどのステークホルダーと連携していますか？
（複数選択可） （必須） カンカコネンカンレンケイフクスウセンタクカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		従業員 ジュウギョウイン				78		88		107		132																従業員 ジュウギョウイン				53%		54%		59%		71%

		顧客 コキャク				53		55		65		87																顧客 コキャク				36%		34%		36%		47%

		消費者 ショウヒシャ				24		29		30		32																消費者 ショウヒシャ				16%		18%		17%		17%

		取引先 トリヒキサキ				51		62		83		102																取引先 トリヒキサキ				35%		38%		46%		55%

		株主・投資家 カブヌシトウシカ				22		35		48		62																株主・投資家 カブヌシトウシカ				15%		21%		27%		33%

		日本政府・政府系団体（JICA等含む）
※2016年は自治体含む ネンジチタイフク				44		42		61		69																日本政府・政府系団体（JICA等含む）
※2016年は自治体含む ネンジチタイフク				30%		26%		34%		37%

		地方自治体 チホウジチタイ						43		67		83																地方自治体 チホウジチタイ				0%		26%		37%		45%

		外国政府・自治体・政府系団体				27		32		44		39																外国政府・自治体・政府系団体				18%		20%		24%		21%

		国連・国際機関				39		43		58		55																国連・国際機関				27%		26%		32%		30%

		NGO/NPO　				66		68		93		88																NGO/NPO　				45%		42%		52%		47%

		アカデミア				32		38		52		58																アカデミア				22%		23%		29%		31%

		その他 タ				11		8		10		16																その他 タ				7%		5%		6%		9%

		特にない トク				35		38		26		12																特にない トク				24%		23%		14%		6%

		計		0		482		581		744		835																計

		3-15　SDGsに関連した取り組みを展開している地域はどこですか？（複数選択可） （必須） トクテンカイチイキ																										3-15　SDGsに関連した取り組みを展開している地域はどこですか？（複数選択可） （必須） トクテンカイチイキ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		国内 コクナイ				114		133		158		171																国内 コクナイ				78%		82%		88%		92%

		海外 カイガイ				84		88		101		109																海外 カイガイ				57%		54%		56%		59%

		特にない トク				27		25		16		10																特にない トク				18%		15%		9%		5%

		計		0		225		246		275		290																計

		3-16 （読んで取組の参考にしている方へ）現在の進捗はどのステップですか？ （必須） ヨトリクミサンコウカタゲンザイシンチョク																										3-16 （読んで取組の参考にしている方へ）現在の進捗はどのステップですか？ （必須） ヨトリクミサンコウカタゲンザイシンチョク

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2016		2017		2018		2019				2020

		ステップ1「SDGsを理解する」				53		70		55		35																ステップ1「SDGsを理解する」		54%		43%		31%		19%

		ステップ2「優先課題を決定する」				22		45		51		48																ステップ2「優先課題を決定する」		22%		28%		28%		26%

		ステップ3「目標を設定する」				11		22		30		49																ステップ3「目標を設定する」		11%		13%		17%		26%

		ステップ4「経営へ統合する」				9		13		22		28																ステップ4「経営へ統合する」		9%		8%		12%		15%

		ステップ5「報告とコミュニケーションを行う」				4		13		22		26																ステップ5「報告とコミュニケーションを行う」		4%		8%		12%		14%

		計		0		99		163		180		186

		3-17　上記で選択いただいた現状は昨年から進展していますか？1〜5（変更ない→大幅に進展した）の5段階でお答えください。 （必須）																										3-17　上記で選択いただいた現状は昨年から進展していますか？1〜5（変更ない→大幅に進展した）の5段階でお答えください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		1（昨年と変わらない）						39		42		25																1（昨年と変わらない）						24%		23%		13%

		2（やや進展した）						80		78		84																2（やや進展した）						49%		43%		45%

		3（進展した）						27		42		48																3（進展した）						17%		23%		26%

		4（かなり進展した）						15		11		25																4（かなり進展した）						9%		6%		13%

		5（大幅に進展した）						2		7		4																5（大幅に進展した）						1%		4%		2%

								163		180		186

		3-18　SDGsを事業機会と課題の整理に活用した結果、次のステップにつながる取り組みがみつかりましたか？具体的に教えてください。

		3-18'!A1

		3-19　ステップ４「経営へ統合する」を選択された企業・団体に伺います。どのような進展があったか、あてはまるものをすべて選択してください。（複数回答可）																										3-19　ステップ４「経営へ統合する」を選択された企業・団体に伺います。どのような進展があったか、あてはまるものをすべて選択してください。（複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		経営者にSDGsを本業化する共通のコンセンサスができた						14		12		16																経営者にSDGsを本業化する共通のコンセンサスができた						9%		7%		9%

		SDGsを全社的な目標や報酬体系に組み込んだ						6		5		11																SDGsを全社的な目標や報酬体系に組み込んだ						4%		3%		6%

		SDGsまたは持続可能性を専門とする部署を設置した						1		4		8																SDGsまたは持続可能性を専門とする部署を設置した						1%		2%		4%

		関連部門との協業体制が構築された						8		12		8																関連部門との協業体制が構築された						5%		7%		4%

		事業部門におけるSDGsの理解と浸透が進み事業化に向けた態勢ができつつある						8		9		13																事業部門におけるSDGsの理解と浸透が進み事業化に向けた態勢ができつつある						5%		5%		7%

		パートナーシップに関する方針が明確になった						3		2		4																パートナーシップに関する方針が明確になった						2%		1%		2%

		その他（具体的に）						3		3		1																その他（具体的に）						2%		2%		1%

		わからない						6		0		0																わからない						4%		0%		0%

		3-20　3-17で2-5を選択した方にお聞きします。取り組みが進んだ要因は何だと思いますか？ （複数回答可）																										3-20　3-17で2-5を選択した方にお聞きします。取り組みが進んだ要因は何だと思いますか？ （複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		世間の認知度の高まり						60		77		121																世間の認知度の高まり						37%		43%		65%

		国連グローバルコンパクトからの情報発信強化						21		19		24																国連グローバルコンパクトからの情報発信強化						13%		11%		13%

		トップの意識の変化　						35		60		94																トップの意識の変化　						21%		33%		51%

		CSR部門の活動の活発化						58		63		73																CSR部門の活動の活発化						36%		35%		39%

		事業機会の顕在化						19		20		35																事業機会の顕在化						12%		11%		19%

		国連ＧＣへの署名						15		17		29																国連ＧＣへの署名						9%		9%		16%

		その他（具体的に）						10		12		12																その他（具体的に）						6%		7%		6%

		わからない						3		1		0																わからない						2%		1%		0%

								221		269		388

		3-18 SDGsに取組み始めてから､事業や予算に関してどのような変化がありましたか?（複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDGsに即していない事業の見直しを始めた										5																SDGsに即していない事業の見直しを始めた										3%

		SDGsに即していない事業の予算や人員の削減をした										0																SDGsに即していない事業の予算や人員の削減をした										0%

		SDGsに即していない事業から撤退をした										0																SDGsに即していない事業から撤退をした										0%

		SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やした										41																SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やした										22%

		SDGsに貢献する事業を新たに始めた										34																SDGsに貢献する事業を新たに始めた										18%

		SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えた										4																SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えた										2%

		SDGs担当部署の予算を増やした										26																SDGs担当部署の予算を増やした										14%

		SDGsについて学ぶための予算を増やした										49																SDGsについて学ぶための予算を増やした										26%

		その他(具体的に)										15																その他(具体的に)										8%

		特に変わっていない										75																特に変わっていない										40%

												249

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-19 SDGsに関連して､今後､事業や予算をどのように変えることを検討していますか?（複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		SDGsに即していない事業の内容見直しを検討中										7																SDGsに即していない事業の見直しを始めた										4%

		SDGsに即していない事業の予算や人員の削減を検討中										0																SDGsに即していない事業の予算や人員の削減をした										0%

		SDGsに即していない事業からの撤退を検討中										0																SDGsに即していない事業から撤退をした										0%

		SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やすことを検討中										42																SDGsに貢献する事業への予算や人員を増やした										23%

		SDGsに貢献する事業を新たに始めることを検討中										53																SDGsに貢献する事業を新たに始めた										28%

		SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えることを検討中										10																SDGsへの貢献を､他社･他機関との取引条件に加えた										5%

		SDGs担当部署の予算を増やすことを検討中										26																SDGs担当部署の予算を増やした										14%

		SDGsについて学ぶための予算を増やすことを検討中										31																SDGsについて学ぶための予算を増やした										17%

		その他(具体的に)										15																その他(具体的に)										8%

		特に検討していない										59																特に変わっていない										32%

												243

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-21 SDGsに取組む場合にどのようなことが課題になっていますか？（複数選択可） （必須） トクバアイカダイフクスウセンタクカ																										3-10 SDGsに取組む場合にどのようなことが課題になっていますか？（複数選択可） （必須） トクバアイカダイフクスウセンタクカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020																2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社会的な認知度が高まっていない		94		92		77		50		31																社会的な認知度が高まっていない		70%		63%		47%		28%		17%

		社内の理解度が低い		83		97																						社内の理解度が低い		62%		66%

		社内での展開方法が未確定		62		97		85		80		80																社内での展開方法が未確定		46%		66%		52%		44%		43%

		トップのコミットメントが弱い　		35		45		51		35		29																トップのコミットメントが弱い　		26%		31%		31%		19%		16%

		中間管理職の理解度が低い						77		87		79																中間管理職の理解度が低い						47%		48%		42%

		一般職層の理解度が低い						65		85		76																一般職層の理解度が低い						40%		47%		41%

		管掌役員の理解度が低い						32		33		12																管掌役員の理解度が低い						20%		18%		6%

		定量的な指標など評価方法がわからない		66		76		76		77		94																定量的な指標など評価方法がわからない		49%		52%		47%		43%		51%

		リソース（資金・能力・技術等）の不足				49		41		48		77																リソース（資金・能力・技術等）の不足				33%		25%		27%		41%

		政府の方針徹底、関与が希薄　				44		30		17		15																政府の方針徹底、関与が希薄　				30%		18%		9%		8%

		適切なパートナーが見つからない		13		14		6		5		19																適切なパートナーが見つからない		10%		10%		4%		3%		10%

		その他（具体的に）		9		7		10		7		9																その他（具体的に）		7%		5%		6%		4%		5%

		計		362		521		550		524		521																計

		3-22　SDGs推進に一番影響力のあるセクターはどこだと考えますか？ （必須） スイシンイチバンエイキョウリョクカンガ																										3-22　SDGs推進に一番影響力のあるセクターはどこだと考えますか？ （必須） スイシンイチバンエイキョウリョクカンガ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		企業		14		18		22		35																		企業		10%		12%		13%		19%

		株主・投資家				10		19		22		31																株主・投資家		0%		7%		12%		12%		17%

		顧客・消費者		6		24		28		28		49																顧客		0%		16%		17%		16%		26%

		政府・政府系団体（JICA等含む）
※2016までは自治体含む フク		79		60		57		43		39																政府・自治体・政府系団体（JICA等含む）		58%		41%		35%		24%		21%

		（国内）地方自治体						2		2		3																（国内）地方自治体						1%		1%		2%

		NGO/NPO		7		5		2		1		5																NGO/NPO		5%		3%		1%		1%		3%

		アカデミア		1		0		0		1		2																アカデミア		1%		0%		0%		1%		1%

		国連･国際機関								6		5																国連･国際機関								3%		3%

		全セクターが等しく影響力を持っている		22		22		24		38		37																全セクターが等しく影響力を持っている		16%		15%		15%		21%		20%

		金融機関										2																金融機関										1%

		業界団体										6																業界団体										3%

		その他（具体的に）		0		1		2		3		4																その他（具体的に）		0%		1%		1%		2%		2%

		わからない		7		7		7		1		3																わからない		5%		5%		4%		1%		2%

		計		136		147		163		180		186																計		100%		100%		100%		100%		100%

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-23　自社でSDGsを推進するために重要なパートナーはどこだと考えますか？　
下記よりあてはまるものを選択ください。（複数選択可） ジシャジュウヨウ																										3-23　自社でSDGsを推進するために重要なパートナーはどこだと考えますか？　
下記よりあてはまるものを選択ください。（複数選択可） ジシャジュウヨウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020																2015		2016		2017		2018		2019		2020

		自社だけ ジシャ		46		9		6		8		2																自社だけ ジシャ		34%		6%		4%		4%		1%

		顧客 コキャク		46		88		78																				顧客 コキャク		34%		60%		48%

		消費者 ショウヒシャ				48		44																				消費者 ショウヒシャ		0%		33%		27%

		顧客･消費者								106		125																顧客･消費者								59%		67%

		株主・投資家				44		57		65		89																株主・投資家		0%		30%		35%		36%		48%

		金融機関										42																金融機関										23%

		取引先		49		82		92		114		119																取引先		37%		56%		56%		63%		64%

		同業他社		30		42		44		49		60																同業他社		22%		29%		27%		27%		32%

		異業種他社		19		34		35		48		64																異業種他社		14%		23%		21%		27%		34%

		業界団体 ギョウカイダンタイ						63		70		87																業界団体 ギョウカイダンタイ						39%		39%		47%

		政府・自治体・政府系団体　（JICA等含む）		88		91		85		92		85																政府・自治体・政府系団体　（JICA等含む）		66%		62%		52%		51%		46%

		（国内）地方自治体						54		61		74																（国内）地方自治体						33%		34%		40%

		外国政府/自治体/政府関係団体						51		42		53																外国政府/自治体/政府関係団体						31%		23%		28%

		NGO/NPO		68		79		67		74		87																NGO/NPO		51%		54%		41%		41%		47%

		アカデミア　		16		25		36		38		55																アカデミア　		12%		17%		22%		21%		30%

		国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						42		65		64																国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						26%		36%		34%

		その他（具体的に）		49		7		6		2		4																その他（具体的に）		37%		5%		4%		1%		2%

		特にない トク		9		6		9		4		4																特にない トク		7%		4%		6%		2%		2%

		計		420		555		769		838																		計

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-24　（3-12について、特にない以外の方へ）取組事例を具体的に記入ください。また、そのパートナーが重要と考える理由は何ですか（期待する役割は何ですか）？（任意） トクイ�������������������"��4��7��:�"=�$B�'F�+ニンイ

		3-24'!A1

		3-25　パートナーのなかでSDGsでのかかわりが増しているところはありますか？（必須、複数回答可）																										3-25　パートナーのなかでSDGsでのかかわりが増しているところはありますか？（必須、複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		顧客						27																				顧客						17%

		消費者						11																				消費者						7%

		顧客･消費者								33		57																顧客･消費者								18%		31%

		株主・投資家						26		29		62																株主・投資家						16%		16%		33%

		金融機関										23																金融機関										12%

		取引先						27		53		65																取引先						17%		29%		35%

		同業他社						12		17		15																同業他社						7%		9%		8%

		異業種他社						12		20		23																異業種他社						7%		11%		12%

		業界団体						15		28		36																業界団体						9%		16%		19%

		日本政府/政府系団体（JICA等含む）						26		40		33																日本政府/政府系団体（JICA等含む）						16%		22%		18%

		（国内）地方自治体						19		30		53																（国内）地方自治体						12%		17%		28%

		外国政府/地方自治体/政府系団体						12		10		11																外国政府/地方自治体/政府系団体						7%		6%		6%

		NGO/NPO						42		33		43																NGO/NPO						26%		18%		23%

		アカデミア						19		15		30																アカデミア						12%		8%		16%

		国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						20		30		21																国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ						12%		17%		11%

		その他（具体的に）						5		1		8																その他（具体的に）						3%		1%		4%

		特にない						58		40		31																特にない						36%		22%		17%

								331		379		511

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-25 ﾊﾟｰﾄﾅｰのなかでSDGsの取組みで連携したいが､できていないところはありますか？（必須、複数回答可）																										3-25 ﾊﾟｰﾄﾅｰのなかでSDGsの取組みで連携したいが､できていないところはありますか？（必須、複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		顧客･消費者										34																顧客･消費者										18%

		株主・投資家										17																株主・投資家										9%

		金融機関										7																金融機関										4%

		取引先										22																取引先										12%

		同業他社										19																同業他社										10%

		異業種他社										21																異業種他社										11%

		業界団体										19																業界団体										10%

		日本政府/政府系団体（JICA等含む）										11																日本政府/政府系団体（JICA等含む）										6%

		（国内）地方自治体										4																（国内）地方自治体										2%

		外国政府/地方自治体/政府系団体										13																外国政府/地方自治体/政府系団体										7%

		NGO/NPO										15																NGO/NPO										11%

		アカデミア										21																アカデミア										8%

		国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ										12																国連・国連組織 コクレンコクレンソシキ										6%

		その他（具体的に）										4																その他（具体的に）										2%

		特にない										80																特にない										43%

												299

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-25　SDGsに関連する以下の取組のうち､過去1年間の取組状況を4段階でお答えください｡

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018								2019								2020

		正の影響度1～4（積極的に取組んでいる→取組んでいない） セイエイキョウドセッキョクテキトリクトリク								1		2		3		4		1		2		3		4						2018検算 ケンザン		2019検算 ケンザン

		本業を通じたSDGsへの貢献																84		80		15		7								186

		CSR調達								55		82		24		19		58		77		32		19						180		186

		気候変動(温室効果ｶﾞｽ削減)への対応																79		71		21		15								186

		気候変動(適応)および防災への対応																56		90		29		11								186

		人権ﾃﾞｭｰﾃﾞﾘｼﾞｪﾝｽ								37		69		46		28		43		72		47		24						180		186

		TCFD(気候関連財務情報開示ﾀｽｸﾌｫｰｽ)への対応								23		52		41		64		48		37		39		62						180		186

		ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ問題								30		43		56		51		37		64		60		25						180		186

		国内貧困問題								12		28		64		76		11		25		79		71						180		186

		外国人労働者･技能実習生の労働問題								24		44		51		61		29		45		62		50						180		186

		ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ/女性活躍								91		63		14		12		75		73		26		12						180		186

		腐敗防止								81		51		27		21		76		66		30		14						180		186

		地方創生･自治体SDGsとの連携								39		54		53		34		45		52		57		32						180		186

		ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(AI･loTなど)とSDGsの取組								48		46		52		34		43		48		68		27						180		186

		情報開示のための統合報告書などﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞにおけるSDGsの記述
※2018年までは「ﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞにおけるSDGsの取組」 ネン								62		72		31		15		94		56		22		14						180		186

		その他､特に注力している取組(具体的に)

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		3-26 ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ経営と働き方改革に関する以下の取組のうち､御社の取組状況を4段階でお答えください｡

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018								2019		2020

		正の影響度1～4（積極的に取組んでいる→取組んでいない） セイエイキョウドセッキョクテキトリクトリク								1		2		3		4		前年度と同主旨の質問なし												2018検算 ケンザン

		ﾄｯﾌﾟのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ発揮								101		50		23		6														180

		女性の管理職以上への登用								78		68		23		11														180

		有休の産前休業･産後休業の取得支援								114		52		7		7														180

		男性が利用可能な育児休業の取得支援								95		55		19		11														180

		親の介護･看護のための支援推進								98		65		12		5														180

		ﾃﾚﾜｰｸ･ﾘﾓｰﾄﾜｰｸの推進								77		47		35		21														180

		社員のﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽの推進								104		62		13		1														180

		暴力､ﾊﾗｽﾒﾝﾄ(ﾊﾟﾜﾊﾗ､ｾｸﾊﾗなど)のない職場環境整備								116		53		8		3														180

		仕事中･通勤中における女性特有の健康､安全､衛生の取組								47		75		43		15														180

		ｻﾌﾟﾗｲﾔｰのｼﾞｪﾝﾀﾞｰ平等､ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨの促進								24		53		64		39														180

		その他､特に注力している取組(具体的に)								41		30		11		54														136

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		3-26　（「地方創生」「地方の抱える課題の解消」の観点から）地方自治体との連携によりSDGsへの取り組む可能性はありますか？（必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		ある						57		前年度と同主旨の質問なし		前年度と同主旨の質問なし

		今はないが検討したい イマケントウ						60

		ない						38

		その他 タ						8

								163

		3-27  過去１年間に貴社・団体が公開・開示した情報（報告書やWebなど）のうち、SDGsに関する掲載はありますか？ （複数回答可・必須） ケイサイフクスウカイトウカ																										3-27  過去１年間に貴社・団体が公開・開示した情報（報告書やWebなど）のうち、SDGsに関する掲載はありますか？ （複数回答可・必須） ケイサイフクスウカイトウカ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		掲載がある　				54																						掲載がある　				37%

		トップメッセージなどの課題認識表明						71		111		133																トップメッセージなどの課題認識表明						44%		62%		72%

		重要課題・方針への反映　						57		91		113																重要課題・方針への反映　						35%		51%		61%

		CSR活動とのマッピング						54		103		99																CSR活動とのマッピング						33%		57%		53%

		注目するＳＤＧｓ目標の宣言						29		49		68																注目するＳＤＧｓ目標の宣言						18%		27%		37%

		事業との紐づけ						45		95		111																事業との紐づけ						28%		53%		60%

		新プロジェクトの立ち上げ発表						8		14		18																新プロジェクトの立ち上げ発表						5%		8%		10%

		その他（具体的に）						15		10		6																その他（具体的に）						9%		6%		3%

		特に掲載はない				93		46		20		14																特に掲載はない				63%		28%		11%		8%

		計		0		147		325		493		562																計		0		100%		1.9938650307

		3-28　過去一年間に貴社・団体が開示したSDGsに関する情報で定量的なデータがありましたら以下に記載ください。（自由記述）

		3-28'!A1

		3-29  （掲載がある方へ）GCNJでは、SDGs事例集を作成する予定ですが、情報提供をしていただけますか？ （必須） ケイサイカタジレイシュウサクセイヨテイジョウホウテイキョウ																										3-29  （掲載がある方へ）GCNJでは、SDGs事例集を作成する予定ですが、情報提供をしていただけますか？ （必須） ケイサイカタジレイシュウサクセイヨテイジョウホウテイキョウ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社長･経営層が受けてもよい								9		前年度と同主旨の質問なし																社長･経営層が受けてもよい								5%		前年度と同主旨の質問なし

		提供してもよい				37		69		64																		提供してもよい				69%		42%		36%

		提供しない				17		61		107																		提供しない				31%		37%		59%

		空白 クウハク						33																				空白 クウハク						20%

		*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		3-30 SDGsｳｫｯｼｭという用語(実態が伴っていないのに､SDGsに対応しているように見せかけること)を知っていますか?(必須)																										3-30 SDGsｳｫｯｼｭという用語(実態が伴っていないのに､SDGsに対応しているように見せかけること)を知っていますか?(必須)

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		はい										142																はい										76%

		いいえ										44																いいえ										24%

												186

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-32 今後のSDGsの取組に向けて､どのようなことを知りたいですか?（必須、複数回答可）																										3-32 今後のSDGsの取組に向けて､どのようなことを知りたいですか?（必須、複数回答可）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		海外企業によるSDGs取組の優良事例										87																海外企業によるSDGs取組の優良事例										47%

		国内企業によるSDGs取組の優良事例										120																国内企業によるSDGs取組の優良事例										65%

		SDGsｳｫｯｼｭの事例										73																SDGsｳｫｯｼｭの事例										39%

		ﾄｯﾌﾟのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを引き出す方法										39																ﾄｯﾌﾟのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを引き出す方法										21%

		社内でのSDGsの浸透方法										106																社内でのSDGsの浸透方法										57%

		SDGsに取り組むための組織体制のあり方										71																SDGsに取り組むための組織体制のあり方										38%

		経営理念やﾋﾞｼﾞｮﾝへの統合方法										71																経営理念やﾋﾞｼﾞｮﾝへの統合方法										38%

		KPIの設定方法										107																KPIの設定方法										58%

		中長期目標の設定方法										86																中長期目標の設定方法										46%

		SDGs取組に関する測定･評価方法										124																SDGs取組に関する測定･評価方法										67%

		情報開示･ﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞの方法										66																情報開示･ﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞの方法										3%

		その他(自由回答)										6																その他(自由回答)										35%

		特になし										2																特になし										1%

												958

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

		3-33 情報交換のために海外企業が参加するﾈｯﾄﾜｰｸへの参加に関心がありますか?（必須）																										3-33 情報交換のために海外企業が参加するﾈｯﾄﾜｰｸへの参加に関心がありますか?（必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020														年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		はい										95																はい										51%

		いいえ										91																いいえ										49%

												186

		*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク



2015年は上位5を選択

2015年は上位5を選択

2015年は上位5を選択

2015年は上位5を選択



3)SDGsの取組みに関する質問 
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2017

2018

2019



4)S-16

		



2016

2017



グラフ一覧(15vs16)

		



ステップ1「SDGsを理解する」

ステップ2「優先課題を決定する」

ステップ3「目標を設定する」

ステップ4「経営へ統合する」

ステップ5「報告とコミュニケーションを行う」

SDG Compassの進捗度



4_2018特有の質問(ESGへの取組)

		



特に現状と変える予定はない

専任組織を設立する

SDGsに貢献できる新規PJを立ち上げる

SDGs関連の寄付等を行う

自社のCSRの重点課題に反映する

自社の戦略・経営計画に反映する

外部との連携・パートナーシップを強化する

社内啓発を強化する

評価の仕組み・指標を検討する

その他（具体的に）

わからない



4_SCに関する回答結果

		



CEO

取締役会

経営執行会議体

経営企画部門

CSR部門

IR部門

新規事業開発

事業部門

社内横断プロジェクト

特にない

その他



		4-1 貴社・貴団体にとって「持続可能な消費と生産」という課題は組織上のまたは経営戦略上の重要な課題であると考えますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		はい				110

		いいえ				3

		どちらともいえない				34

		計		0		147

		4-2 商品の流通システムが国境を超える今、原材料・商品の購入において環境・社会問題に配慮した様々
な認証制度があります。どのような認証制度が重要だと考えますか？ （任意） ニンイ

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		4-3 貴社・貴団体は「持続可能な消費と生産」のどの分野に取り組んでいますか？（複数選択可） （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		資源の有効活用　				118

		廃棄物の管理・削減				122

		持続可能な化学物質管理				78

		消費者・顧客への環境情報の提供				100

		持続可能なビルや建物の建築				28

		持続可能な観光の推進 ジゾクカノウカンコウスイシン				3

		その他（具体的に）				13

		特にない トク				6

		計		0		468

		4-4 貴社・貴団体において「持続可能な消費と生産」の課題に取り組んでいる主な部署はどこですか？（複数選択可） （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		経営企画・戦略				37

		研究開発				43

		人事				5

		財務				4

		マーケティング				18

		広報				11

		物流・調達				54

		CSR(企業の社会的責任)・環境				106

		その他（具体的に）				40

		特にない トク				12

		計		0		330

		4-5 貴社・貴団体が「持続可能な消費と生産」の課題に取り組む理由を教えてください。 （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		ブランドイメージの向上 コウジョウ				31

		新しい製品・サービス開発 アタラセイヒンカイハツ				34

		新たな投資と投資のリターン アラトウシトウシ				3

		売り上げの増加 ウアゾウカ				15

		費用の削減 ヒヨウサクゲン				15

		従業員の満足度の向上 ジュウギョウインマンゾクドコウジョウ				5

		見返りを求めないボランティア活動 ミカエモトカツドウ				4

		その他（具体的に） タグタイテキ				32

		特にない トク				8

		計		0		147

		4-6 貴社・貴団体が「持続可能な消費と生産」を推進する上でどのような障害があると考えられますか？ （必須）

		年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020

		社会の関心の薄さ シャカイカンシンウス				40

		消費者・顧客の関心の薄さ ショウヒシャコキャクカンシンウス				27

		実施に向けた技術やノウハウの欠如				35

		高い初期投資 タカショキトウシ				14

		その他（具体的に） タグタイテキ				7

		特にない トク				24

		計		0		147





		＜SDGs実態調査:2015 vs 2016＞ ジッタイチョウサ

		2-2 貴社・団体内でのSDGsの認知度について、あてはまる状況を下記より選択してください。（複数選択可）  （必須） ナイ

		3-2　SDGs各目標について、貴社・貴団体（バリューチェーンも含む）の事業が及ぼす経済・環境・社会面への影響を教えてください。　 オシ

						2015				2016

				目標9 モクヒョウ		第1位 ダイイ				第4位 ダイイ

				目標13 モクヒョウ		第4位 ダイイ				第1位 ダイイ

		3-3　SDGs各目標について、主要ステークホルダーによる貴社・貴団体に対する評価・決定への影響を教えてください。　 カクシュヨウキシャキダンタイタイヒョウカケッテイエイキョウオシ

						2015				2016

				目標7 モクヒョウ		第5位 ダイイ				第1位 ダイイ

				目標13 モクヒョウ		第1位 ダイイ				第3位 ダイイ

		3-10 SDGsに取組む場合にどのようなことが課題になっていますか？（複数選択可） （必須） トクバアイカダイフクスウセンタクカ

		3-11　SDGs推進に一番影響力のあるセクターはどこだと考えますか？ （必須） スイシンイチバンエイキョウリョクカンガ

		3-12　自社でSDGsを推進するために重要なパートナーはどこだと考えますか？　
下記よりあてはまるものを選択ください。（複数選択可） ジシャジュウヨウ





		2015		2015		2015		2015		2015

		2016		2016		2016		2016		2016



主にCSR担当に定着している

経営陣に定着している

中間管理職に定着している

関連会社などステークホルダーにも定着している

わからない

社内/団体内でのSDGs認知度

0.6119402985

0.2014925373

0.0373134328

0.1492537313

0.8367346939

0.2789115646

0.0544217687

0.0272108844

0.1156462585



		0		0		0		0		0		0		0		0		0



SDGsにおける課題



		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0



SDGs推進における最も影響力のあるセクター



		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0



SDGs推進において最も重要なパートナー



		01.<水産・農林業>水産・農林業		01.<水産・農林業>水産・農林業

		02.<鉱業>鉱業		02.<鉱業>鉱業

		03.<建設業>建設業		03.<建設業>建設業

		04.<製造業>食料品		04.<製造業>食料品

		05.<製造業>繊維製品		05.<製造業>繊維製品

		06.<製造業>パルプ・紙		06.<製造業>パルプ・紙

		07.<製造業>化学		07.<製造業>化学

		08.<製造業>医薬品		08.<製造業>医薬品

		09.<製造業>石油・石炭製品		09.<製造業>石油・石炭製品

		10.<製造業>ゴム製品		10.<製造業>ゴム製品

		11.<製造業>ガラス・土石製品		11.<製造業>ガラス・土石製品

		13.<製造業>非鉄金属		13.<製造業>非鉄金属

		14.<製造業>金属製品		14.<製造業>金属製品

		15.<製造業>機械		15.<製造業>機械

		16.<製造業>電気機器		16.<製造業>電気機器

		17.<製造業>輸送用機器		17.<製造業>輸送用機器

		18.<製造業>精密機器		18.<製造業>精密機器

		19.<製造業>その他製品		19.<製造業>その他製品

		20.<電気・ガス業>電気・ガス業		20.<電気・ガス業>電気・ガス業

		21.<運輸・情報通信業>陸・海・空運業		21.<運輸・情報通信業>陸・海・空運業

		22.<運輸・情報通信業>倉庫・運輸関連		22.<運輸・情報通信業>倉庫・運輸関連

		23.<運輸・情報通信業>情報・通信業		23.<運輸・情報通信業>情報・通信業

		24.<商業>卸売業・小売業		24.<商業>卸売業・小売業

		25.<金融・保険業>銀行・証券/先物取引・保険・その他金融		25.<金融・保険業>銀行・証券/先物取引・保険・その他金融

		26.<不動産業>不動産業		26.<不動産業>不動産業

		27.<サービス業>サービス業		27.<サービス業>サービス業

		28.学術・協会		28.学術・協会

		29.自治体		29.自治体

		30.NPO/NGO団体		30.NPO/NGO団体



2015

2016

業種

0.0074626866

0.0136054422

0.0149253731

0.0068027211

0.0223880597

0.0340136054

0.0447761194

0.0408163265

0.0223880597

0.0136054422

0.0149253731

0.0136054422

0.1044776119

0.0884353741

0.0223880597

0.0204081633

0.0149253731

0.0068027211

0.0223880597

0.0204081633

0.0149253731

0.0340136054

0.0149253731

0.0204081633

0.0074626866

0.0136054422

0.0597014925

0.0476190476

0.1492537313

0.156462585

0

0

0.0373134328

0.0136054422

0.0597014925

0.0272108844

0.0074626866

0.0544217687

0.0149253731

0.0136054422

0.0074626866

0.0204081633

0.052238806

0.0340136054

0.0746268657

0.074829932

0.0447761194

0.0544217687

0.0074626866

0.0068027211

0.1044776119

0.1156462585

0.0373134328

0.0408163265

0.0074626866

0.0068027211

0.0074626866

0.0068027211



		

				4-1 貴社･団体ではESGへの取組はどの程度重点を置いていますか､4段階でお答えください｡ （必須）

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019												2015		2016		2017		2018		2019		2020

				1.とても重点を置いている										82																				44%

				2.ある程度重点を置いている										68																				37%

				3.あまり重点を置いていない										25																				13%

				4.重点を置いていない										11																				6%

														186

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

				4-2 貴社･団体における以下のESGの取組について､取組状況を4段階でお答えください｡（必須）

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019

				取組状況1～4（積極的に取り組んでいる→取り組んでいない） トリクミジョウキョウセッキョクテキトクトク										1		2		3		4														2019検算 ケンザン

				ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ(投資家との対話､地域住民との対話､専門家との対話など)										52		86		33		15														186

				ﾘｽｸ分析とESG課題の把握(ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの見直し､気候ﾘｽｸの分析･把握､ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ体制など)										48		75		47		16														186

				ﾘｽｸ分析とESG課題の把握(ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの見直し､気候ﾘｽｸの分析･把握､ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ体制など)										44		82		42		18														186

				情報開示(CDPやTCFDへの対応､開示内容や方法の見直し､評価機関対応など)										61		64		33		28														186

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

				4-6 貴社･団体のSDGs/ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨの取組みの資金調達において､以下のいずれかを活用したことがありますか､もしくは活用を予定していますか｡(必須､複数回答可)

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2015		2016		2017		2018		2019		2020

				ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨｰﾎﾞﾝﾄﾞ										5																				3%

				ｸﾞﾘｰﾝﾎﾞﾝﾄﾞ										14																				8%

				ｿｰｼｬﾙﾎﾞﾝﾄﾞ										6																				3%

				ｸﾞﾘｰﾝﾛｰﾝ										4																				2%

				ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨﾘﾝｸﾛｰﾝ										6																				3%

				その他(具体的に)										17																				9%

				特にない										146																				78%

														198

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク

				4-7 (上記4-6で｢特にない｣を選択した方へ)これら資金調達方法を活用したことがなく､活用予定もない場合､その理由は何ですか?(任意)

				年度 ネンド		2015		2016		2017		2018		2019		2020										2015		2016		2017		2018		2019		2020

				追加ｺｽﾄがかかる										7																				4%

				調達資金使途の事業の特定が困難										2																				1%

				社内での合意形成が困難										9																				5%

				通常社債･ﾛｰﾝで資金調達が可能だから										15																				8%

				｢4-6｣の資金調達方法を認識していなかった										11																				6%

				｢4-6｣の資金調達方法を検討したことがないので特に理由はない										76																				41%

				その他(具体的に)										17																				9%

				*緑字：2019新規質問項目 ミドリジシンキシツモンコウモク





		

		4-1 サプライチェーン上のパートナー・取引先に対しどの程度国連グローバルコンパクト10原則の支持を考慮していますか？１－５までのレベルに合わせて回答ください。（必須）　1=考慮しない　5=必須である（1-5から一つを選択）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				考慮する コウリョ		62		20														38%		11%

				少しは考慮する スココウリョ		35		51														21%		28%

				考慮しない コウリョ		29		57														18%		32%

				かなり考慮する コウリョ		19		23														12%		13%

				必須である ヒッス		18		29														11%		16%

						163		180

		4-2　4-1 で（1）と回答した方に伺います。サプライチェーン上のパートナーや取引先に10原則の支持を求めていない理由を教えてください。（必須、複数回答可）_資金リソースの欠如　

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				優先事項でない ユウセンジコウ		13		7														8%		4%

				その他 タ		12		7														7%		4%

				わからない		7		4														4%		2%

				キャパシティ不足 フソク		6		0														4%		0%

				10原則を調達方針に反映する知見がない　		6		2														4%		1%

				CSR関連のデータがない カンレン		3		1														2%		1%

				資金リソースの欠如 シキンケツジョ		2		1														1%		1%

				事業価値向上に明確に関連すると思われない　		2		0														1%		0%

						51		22

		4-3　4-1 で（2）から（5）のいずれかを回答した方に伺います。サプライチェーン上のパートナーや取引先にどのようなことを求めていますか？（必須、複数回答可）_関連文書（契約書、発注書など）に反映

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				関連文書（契約書、発注書など）に反映		58		64														36%		36%

				潜在的なパートナーに対しCSRのデューデリジェンスを実施　		30		33														18%		18%

				調達スタッフの研修にCSR調達を反映　		30		43														18%		24%

				その他 タ		28		24														17%		13%

				取引先の改善策のレビュー		25		35														15%		19%

				ステークホルダーと取引先のエンゲージメントを推進		17		21														10%		12%

				取引先に対し関連課題の研修を実施		12		27														7%		15%

				CSR調達に関し優れた取引先を表彰		11		13														7%		7%

				取引先のゴール設定・レビュー活動を支援		11		18														7%		10%

				何もしていない		6		8														4%		4%

				わからない		5		8														3%		4%

		4-4　どの階層の取引先に対しCSRにかかわるデューデリジェンスを行っていますか？

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				一次取引先　		112		102														69%		57%

				その他 タ		38		4														23%		2%

				契約額の大きい取引先　		31		33														19%		18%

				リスクアセスメント実施後認定された取引先　		19		15														12%		8%

				二次取引先　		4		12														2%		7%

				すべての階層の取引先　		4		7														2%		4%

				把握していない				10																6%

						208		173

				*青字：2018新規質問項目 アオジシンキシツモンコウモク

		4-5　サプライチェーンの管理においてどのガイドラインを使用していますか？（必須）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				自社独自のガイドライン　		110		118														67%		66%

				使用していない シヨウ		24		27														15%		15%

				業界共通のガイドライン　		12		26														7%		14%

				その他ガイドライン		9		18														6%		10%

				わからない		8		16														5%		9%

						163		205

		4-6　取引条件に認証制度を取り入れていますか？（必須）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				いいえ		114		125														70%		69%

				わからない		21		17														13%		9%

				その他 タ		16		15														10%		8%

				はい		12		23														7%		13%

						163		180

		4-7　4-6に該当する場合、どの認証制度を活用していますか？（必須、複数回答可）

				年度 ネンド		2017		2018		2019		2020										2017		2018

				わからない		22		12														13%		7%

				FSC		14		29														9%		16%

				その他 タ		12		9														7%		5%

				MSC		3		3														2%		2%

				RSPO		3		11														2%		6%

				ASC		1		3														1%		2%
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4. SDGsにどう取り組むか



1717出典：橋本淳司（2014）『いちばんわかる企業の水リスク: 地球の水が足りない、
Tシャツ1枚に2900ℓの水がつかわれている! 』
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 2030年、2050年に自社はどうなっていたいか？（長期的視点）

 現在・将来的に、自社に影響する環境・社会課題は何で、
どのような役割を果たすべきか？

 「影響」を操業、財務、法的、評判のリスクから考えて
思い浮かぶことは？

 そこに向かって短期、および中長期ですべきことは？（戦略・体制）

 担当業務の中でできることは？

 会社としてすべきことは？
（他部門ができること、経営層がすべきこと）

 自社単独でできることは？

 他社（同業種、他業種）、政府、市民と協力すればできることは？

 管理職や従業員を巻き込んで検討してみましょう。

自社・担当業務とSDGsの関係は？
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 SDGsの進捗は思わしくない（取り組みの加速が必要）

 SDGsに関連するビジネス機会は非常に大きい

 企業はSDGsを事業戦略の中に組み込みつつある

 その実践にあたっては、現場の理解と、様々な課題に
同時にアプローチする統合的な視点と、パートナー
シップが重要

このような視点から、JCMの可能性に着目されて
みてはいかがでしょうか

まとめ
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ご清聴ありがとうございました。
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